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目　次予算を審査
何に使うの？

P.２　　就任のごあいさつ 
P.３　　常任委員会・議会運営委員会
P.４　　議会Ｎｅｗｓ
P.５　　令和５年度予算審査
P.８　　臨時会・定例会
P.１４　 一般質問
P.２７　 地域のつながり
P.２８　 委員会の窓

議
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誌
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町
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会
議
長

会
定
期
総
会

全
員
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議
会

議
会
運
営
委
員
会

常
任
委
員
長
会

国
保
病
院
組
合
議
会

第
１
回
定
例
会（
初
日
）

第
１
回
定
例
会（
２
日
目
）

第
１
回
定
例
会（
３
日
目
）

第
１
回
定
例
会（
４
日
目
）

総
務
文
教
委
員
会

厚
生
建
設
委
員
会

予
算
審
査
特
別
委
員
会

議
員
懇
談
会

議
会
運
営
委
員
会
　

第
１
回
定
例
会（
最
終
日
）

県
町
村
議
会
議
長
会
定

期
総
会

第
１
回
広
報
編
集
委
員
会

第
２
回
広
報
編
集
委
員
会

全
員
協
議
会

議
会
運
営
委
員
会

第
２
回
臨
時
会

第
３
回
広
報
編
集
委
員
会

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
ま
だ

終
息
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
5
月
に

は
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
症
法
上
の
位
置
づ

け
が
5
類
に
移
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
桜
の
開
花
と
と
も
に
、
外
出
さ
れ

る
方
が
増
え
は
じ
め
ま
し
た
。
3
年
に
わ

た
る
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
は
、
私
た
ち
の
日

常
生
活
を
大
き
く
変
化
さ
せ
、
健
康
意

識
の
高
ま
り
や
人
と
の
関
わ
り
の
大
切
さ

に
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

　
広
陵
町
は
、
健
康
長
寿
の
ま
ち
を
め

ざ
し
て
様
々
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま

す
。
介
護
予
防
リ
ー
ダ
ー
（
K
E
E
P
）

が
「
通
い
の
場
」
や
「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」

に
出
向
き
、
地
域
の
方
々
と
の
交
流
を

深
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
骨
折
0（
ゼ
ロ
）

の
ま
ち
」
実
現
に
向
け
、
大
分
ト
リ
ニ
ー

タ
の
ト
レ
ー
ナ
ー
に
よ
る
「
脳
ト
レ
（
ラ

イ
フ
キ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
）」
事
業
も
開
始
さ

れ
ま
し
た
。

　
3
月
議
会
で
は
、
そ
う
し
た
事
業
を

含
む
令
和
５
年
度
の
予
算
を
は
じ
め
上

程
さ
れ
た
議
案
を
審
議
し
、
す
べ
て
可

決
し
ま
し
た
。
こ
の
「
議
会
だ
よ
り
」

を
通
し
て
、
町
政
や
議
会
の
情
報
を
住

民
の
皆
様
に
少
し
で
も
わ
か
り
や
す
く
お

伝
え
で
き
る
よ
う
に
、
広
報
編
集
委
員

会
で
は
心
掛
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
ご
意
見
や
ご
要

望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

広
報
編
集
委
員
会

　
委
　
員
　
長
　
山
村
　
美
咲
子

　
副
委
員
長
　
山
田
　
美
津
代

　
委
　
　
　
員
　
堀
川
　
季
延

　
委
　
　
　
員
　
千
北
　
慎
也

　
委
　
　
　
員
　
岡
本
　
晃
隆

　
委
　
　
　
員
　
岡
橋
　
庄
次

議会だより議会だより

議会からの
お願い

議会だより取材
のため、腕章を着
用した議員また
は事務局員が写
真撮影に伺うこ
とがございます。
その際は、どうか
ご理解とご協力
をお願いいたし
ます。

曽我川沿いの桜（百済）曽我川沿いの桜（百済）

竹取公園竹取公園 馬見丘陵公園馬見丘陵公園

百済神主百済神主

広陵西小学
校

広陵西小学
校

広陵中学校入学式
制服が新しくなりまし

た広陵中学校入学式
制服が新しくなりまし

た

新しい制服で
がんばってね
新しい制服で
がんばってね
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臨
時
会
が
、
４
月
14
日
に
招

集
さ
れ
ま
し
た
。

　
案
件
3
件
が
提
出
さ
れ
、
原

案
の
と
お
り
同
意
、
可
決
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
議
長
・
副
議
長
な
ど

の
役
員
改
選
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

臨
時
会

人
　
事

人
　
事 令

和
５
年

第２回

4月14日

☆
町
監
査
委
員
の
選
任

町
監
査
委
員
の
う
ち
、
議
会

議
員
か
ら

吉
村
　裕
之
議
員

（
大
字
疋
相
）
を
選
任
す
る
こ
と

に
同
意
し
ま
し
た
。

☆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
に
、

泉
谷
　健
司
氏

（
馬
見
北
６
）
を
選
任
す
る
こ
と

に
同
意
し
ま
し
た
。

（
任
期
）
令
和
５
年
４
月
26
日
か

ら
３
年

議
会
運
営
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

委
員
長
　
笹
井
　
由
明

副
委
員
長
　
岡
本
　
晃
隆

委
　
　
員
　
堀
川
　
季
延

委
　
　
員
　
吉
村
眞
弓
美

委
　
　
員
　
青
木
　
義
勝

委
　
　
員
　
八
尾
　
春
雄

よ
し
む
ら

ひ
ろ
ゆ
き

い
ず
た
に

け
ん

じ

　
こ
の
た
び
の
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、広
陵
町
初
の
女
性
議
長
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
。大
変
光
栄
で
あ
り
ま
す
と
と
も
に
、
重
責
に
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。女
性
な
ら
で
は
の
感
性
を
大
切
に
、
誠
心
誠

意
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影
響
、
物
価
高
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
高
が
家
計
を
直
撃
し
て
多
く
の
方
が
将
来
へ
の
不
安
を
感
じ
て

お
ら
れ
ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
、議
会
基
本
条
例
の
も
と「
開
か
れ
た
議
会
、討
論
す
る

議
会
、行
動
す
る
議
会
」を
信
条
に
、常
に
町
政
及
び
議
会
の
情
報
を
発

信
し
な
が
ら
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
の
対
話
を
大
切
に
し
て
協
力
し
合

い
、安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
議
会
と
し
て
皆
様
の
負
託
に
お
応
え
で
き
る
よ
う
日
夜
研
鑽
に
励

み
、
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
様
々
な
お
立
場
か
ら
の
ご
指
導
な

ら
び
に
ご
助
言
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、就
任
の
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

　
本
年
は
い
よ
い
よ
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
症
法
上

の
類
型
が
2
類
か
ら
5
類
に
下
が
り
ま
す
。名
実
と
も
に
ア
フ
タ
ー
コ

ロ
ナ
と
呼
べ
る
本
年
だ
か
ら
こ
そ
、二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
議
会

と
し
て
は
、コ
ロ
ナ
禍
の
政
策
の
影
響
を
き
ち
ん
と
評
価
、点
検
し
、今

後
必
要
な
施
策
を
提
案
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
広
陵
町
自
治
基
本
条
例
の
も
と
、
本
町
が
進
め
る
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
に
お
い
て
は
、議
会
も
ま
ち
づ
く
り
の
主
体
の
一
つ
と
位
置

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。昨
年
度
は
、
町
内
の
2
団
体
に
出
向
き
意
見
交

換
会
と
い
う
形
で
、議
会
基
本
条
例
上
の
議
会
報
告
会
を
実
施
い
た
し

ま
し
た
。引
き
続
き
よ
り
効
果
的
に
み
な
さ
ま
と
意
見
を
交
わ
す
方
法

を
模
索
し
、共
に
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
町
民
の
み
な
さ
ま
に
と
っ
て
身
近
な
議
会
で
あ
れ
る
よ
う
、情
報
発

信
を
行
い
、
開
か
れ
た
議
会
と
な
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、引
き
続
き
広
陵
町
議
会
へ
の
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
こ
と
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

山
村
美
咲
子
議
員
が
議
長
に

　
　
　
副
議
長
に
は
千
北
慎
也
議
員

議長
山村 美咲子

副議長
千北　慎也

〈主な所管事項〉
行政一般、財政及び他の委員会に属さない事項を審査

　一定部門の事務に関する調査及び議案、陳情等の審査を行うために、総務文教委員会と厚生建設委員会の常任
委員会があります。また、議会を円滑にするために、議会運営委員会が設置されております。

〈主な所管事項〉
　社会福祉、保健衛生、労働その他厚生一般に関する事項及び
土木、耕地、都市計画その他建設一般に関する事項及び商工、
観光、上下水道事業に関する事項を審査

総務文教委員会

常任委員会構成決まる

厚生建設委員会

副委員長
八尾　春雄

委員長
吉村　裕之

委員
岡橋　庄次

委員
青木　義勝

委員
山村　美咲子

委員
堀川　季延

委員
坂口　友良

副委員長
岡本　晃隆

委員長
坂野　佳宏

委員
吉村　眞弓美

委員
谷　禎一

委員
笹井　由明

委員
山田　美津代

委員
千北　慎也

役場
1階ロビーにおいて役場
1階ロビーにおいて

放映も
行っています。放映も
行っています。

広陵町議会だより　121号広陵町議会だより　121号
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臨
時
会
が
、
４
月
14
日
に
招

集
さ
れ
ま
し
た
。

　
案
件
3
件
が
提
出
さ
れ
、
原

案
の
と
お
り
同
意
、
可
決
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
議
長
・
副
議
長
な
ど

の
役
員
改
選
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

臨
時
会

人
　
事

人
　
事 令

和
５
年

第２回

4月14日

☆
町
監
査
委
員
の
選
任

　
町
監
査
委
員
の
う
ち
、
議
会

議
員
か
ら

吉
村
　裕
之 

議
員

（
大
字
疋
相
）
を
選
任
す
る
こ
と

に
同
意
し
ま
し
た
。

☆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
に
、

泉
谷
　健
司 

氏

（
馬
見
北
６
）
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選
任
す
る
こ
と

に
同
意
し
ま
し
た
。

（
任
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令
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５
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月
26
日
か

ら
３
年

議
会
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委
員
会

議
会
運
営
委
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会

委 

員 
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井
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副
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本
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隆
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川
　
季
延

委
　
　
員
　
吉
村
眞
弓
美

委
　
　
員
　
青
木
　
義
勝

委
　
　
員
　
八
尾
　
春
雄

よ
し  

む
ら

ひ
ろ  

ゆ
き

い
ず  

た
に

け
ん   

じ

　
こ
の
た
び
の
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、広
陵
町
初
の
女
性
議
長
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
。大
変
光
栄
で
あ
り
ま
す
と
と
も
に
、
重
責
に
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。女
性
な
ら
で
は
の
感
性
を
大
切
に
、
誠
心
誠

意
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影
響
、
物
価
高
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
高
が
家
計
を
直
撃
し
て
多
く
の
方
が
将
来
へ
の
不
安
を
感
じ
て

お
ら
れ
ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
、議
会
基
本
条
例
の
も
と「
開
か
れ
た
議
会
、討
論
す
る

議
会
、行
動
す
る
議
会
」を
信
条
に
、常
に
町
政
及
び
議
会
の
情
報
を
発

信
し
な
が
ら
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
の
対
話
を
大
切
に
し
て
協
力
し
合

い
、安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
議
会
と
し
て
皆
様
の
負
託
に
お
応
え
で
き
る
よ
う
日
夜
研
鑽
に
励

み
、
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
様
々
な
お
立
場
か
ら
の
ご
指
導
な

ら
び
に
ご
助
言
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、就
任
の
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

　
本
年
は
い
よ
い
よ
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
症
法
上

の
類
型
が
2
類
か
ら
5
類
に
下
が
り
ま
す
。名
実
と
も
に
ア
フ
タ
ー
コ

ロ
ナ
と
呼
べ
る
本
年
だ
か
ら
こ
そ
、二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
議
会

と
し
て
は
、コ
ロ
ナ
禍
の
政
策
の
影
響
を
き
ち
ん
と
評
価
、点
検
し
、今

後
必
要
な
施
策
を
提
案
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
広
陵
町
自
治
基
本
条
例
の
も
と
、
本
町
が
進
め
る
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
に
お
い
て
は
、議
会
も
ま
ち
づ
く
り
の
主
体
の
一
つ
と
位
置

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。昨
年
度
は
、
町
内
の
2
団
体
に
出
向
き
意
見
交

換
会
と
い
う
形
で
、議
会
基
本
条
例
上
の
議
会
報
告
会
を
実
施
い
た
し

ま
し
た
。引
き
続
き
よ
り
効
果
的
に
み
な
さ
ま
と
意
見
を
交
わ
す
方
法

を
模
索
し
、共
に
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
町
民
の
み
な
さ
ま
に
と
っ
て
身
近
な
議
会
で
あ
れ
る
よ
う
、情
報
発

信
を
行
い
、
開
か
れ
た
議
会
と
な
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、引
き
続
き
広
陵
町
議
会
へ
の
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
こ
と
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご
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せ
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。
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行っています。放映も
行っています。
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　議会開催中の３月１５
日に、婦人会のご厚意
でお抹茶とお菓子をい
ただきました。

　３月20日、議会終了日に、畿央
大学付属広陵こども園を見学して
まいりました。
　今年の4月から、西小学校隣に、
こども園が開園します。
　西幼稚園、西第二幼稚園を廃園
して、北校区に続き開園されるこ
ども園は、木のイメージを大事に
した、暖かでかわいらしい園舎で
した。
　畿央大学生達が手作りした木の
椅子、ハート型やいろいろな形が
あり裏側には大事に使ってね○○
と作成者の名前が書かれていて、
大学生の愛情がこもった椅子でし
た。
　真新しい園舎で、のびのびと学
び遊んで欲しいと議員一同の思い
でした。

　令和５年度予算案について、住民生活に
密着した事業や重点的かつ政策的な課題・
施策などの事業がどのように盛り込まれて
いるか意見交換を行い、予算審査特別委
員会に臨みました。

議 N会 ewsニュース

予算審査勉強会予算審査勉強会婦人会の皆さまがお茶の接待婦人会の皆さまがお茶の接待

畿央大学付属広陵こども園見学畿央大学付属広陵こども園見学

令和５年度一般会計予算を可決
このようなことに使われます 予算額134億5,000万円

公共交通運行事業

予算
8,158
万円

　広陵元気号の中央幹線を一部
路線再編し、運行継続する。支線部
分については、更なる利便性向上
をめざし、予約型の自家用有償運
送へ移行する。１０月から本格見直
しを実施する。

インクルーシブ教育推進事業
　町立小学校に在籍する特別な支
援が必要な児童、教師に対し、療育
分野の外部専門家の訪問により、
指導・支援の充実を図る。

まちじゅう図書館
　「もっと身近に図書館」をコンセプトに、いつでも本
が身近にある環境を構築していく。イズミヤ店舗内に
子育て支援も含めた図書スペースの構想を計画中で
あり、地域も含め「まちじゅう図書館」にする。

地域再生可能エネルギー導入戦略

予算
1,000
万円

　町の自然的社会的条件を勘案
し、温室効果ガスの排出量削減等
を推進するために目標を設定し、
再生エネルギーの導入、省エネル
ギーの促進など実行計画の策定
をめざす。

防災１００年計画事業
　疋相区・大垣内区の狭あい道路をモデルケースと
し、基幹路線を設定のうえ防火帯として道路整備を
行う。住宅の建替えに合わせ道路拡張を進めること
で、緊急車両が通行でき防災力の向上につながる。

社会資本整備総合交付金事業
　国の創意工夫を生かせる総合的な交付金を活用
し、道路や通学路等の住環境・市街地整備などの事
業を行う。（平尾・疋相線、百済中央線バイパス、南郷
８号線、赤部２６号線、南２号線ほか）

▲赤部26号線

平成緊急内水対策事業
　奈良県と連携して、古寺川・広瀬
川・馬見川流域で雨水を一時貯留
する施設を整備し、流域で発生す
る浸水被害の頻度を軽減させる。
また、貯留施設は非
貯留時に運動施設
等の有用な活用が
できるような施設
機能を併せて検討
する。

骨折ゼロのまちづくり事業
予算
69
万円

　骨折は日常生活動作の制限のみ
ならず、寝たきりや要介護の要因と
なり、手術・入院・リハビリ等による
医療費増加にもなっている。健康
増進事業の観点から骨折予防に特
化した内容として取り組むことで、
歩いて暮らせるまちづくりとして町
全体の健康の底上げをめざす。

予算
200
万円

予算
128
万円

予算
57
万円

予算
4億4,097
万円

予算
3億5,000
万円

広瀬川（大場）▶

広陵町議会だより　121号広陵町議会だより　121号
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予
算
審
査

予
算
審
査
特
別
委
員
会

ここが
聞きたい

（
収
益
的
支
出
） 

10
億
４
，
０
４
０
万
４
千
円

（
資
本
的
支
出
） 

８
億
５
，
０
８
７
万
６
千
円

委 

員 

長

副
委
員
長

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員
堀

川
　
季

延

岡

橋
　
庄

次

坂

口
　
友

良

千

北
　
慎

也

山
田
美
津
代

山
村
美
咲
子

谷
　
　
禎

一

予
算
審
査
特
別
委
員
会

下
水
道
事
業
会
計

　
　
地
区
防
災
計
画
作
成
支
援
の
内
容
は
。

問　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
お
け
る

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
今
後
の
あ
り
方
は
。

問
消
防
費

教
育
費

　
　
馬
見
川
調
整
池
に
お
い
て
は
、
令
和
４

年
度
で
掘
削
を
行
っ
て
お
り
、
令
和
５
年
度

予
算
の
う
ち
、
２
億
円
を
計
上
し
て
い
る
。

答

　
　
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
制
度
は
、
法
的
な

側
面
か
ら
学
校
で
の
い
じ
め
防
止
や
教
師
の

業
務
効
率
化
と
負
担
軽
減
を
め
ざ
し
た
も
の

で
あ
る
。
昨
年
２
学
期
か
ら
試
験
導
入
し
て

お
り
、
７
校
で
21
回
の
相
談
が
あ
っ
た
。
費

用
は
、
１
回
の
訪
問
相
談
で
１
万
６
千
円
、

電
話
相
談
で
５
千
５
百
円
で
あ
り
、
こ
れ
を

積
算
根
拠
と
し
て
予
算
計
上
し
て
い
る
。

答

　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
全
校
に

配
置
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
が
出
来
な

か
っ
た
状
況
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
地
域
側

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
教
員
側
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
、
共
に
活
動
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
同
士
で
話
し
や
す
い
環
境
に
配
慮
し
な

が
ら
、
う
ま
く
繋
い
で
い
き
た
い
。

答 　
　
真
美
ヶ
丘
第
一
小
学
校
区
で
は
、
自
治

体
７
団
体
が
個
々
に
計
画
を
作
ら
れ
て
お

り
、
そ
れ
ら
を
地
区
防
災
計
画
に
ま
と
め
る

最
終
段
階
に
入
っ
て
い
る
。
こ
こ
を
モ
デ
ル

と
し
て
他
の
校
区
も
地
区
ご
と
の
状
況
に
応

じ
た
実
効
性
の
あ
る
計
画
を
作
成
し
て
い

く
。
コ
ン
サ
ル
業
者
や
広
陵
町
防
災
士
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
地
区
防
災
計
画
班
の
支
援
を
仰

ぎ
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

答

問　
　「
広
陵
く
つ
し
た
」
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

支
援
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
業
務
や
支
援

内
容
は
。

　
　
百
済
川
向
地
区
農
地
中
間
管
理
機
構
関

連
地
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
完
了
予
定
は
い

つ
頃
か
。

問問 　
　
旧
清
掃
施
設
解
体
工
事
設
計
業
務
に
つ

い
て
、
解
体
範
囲
や
跡
地
利
用
な
ど
、
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

衛
生
費

農
商
工
費

　
　
平
成
緊
急
内
水
対
策
事
業
３
億
５
千
万

円
の
な
か
に
、
馬
見
川
調
整
池
の
工
事
は
含

ま
れ
て
い
る
の
か
。

問
土
木
費

答　
　
広
陵
町
ご
み
処
理
町
民
会
議
を
改
組
し

て
、
議
論
し
て
い
く
。
跡
地
利
用
に
つ
い
て

は
、
南
側
の
町
営
地
も
含
め
地
元
の
方
々
と

話
し
合
っ
て
い
る
。
解
体
費
に
つ
い
て
は
、

基
本
設
計
と
し
て
全
体
を
取
り
壊
し
た
場
合

の
額
を
算
出
し
た
い
。

答　
　
昨
年
11
月
か
ら
Ａ
地
区
の
工
事
に
入
っ

て
お
り
、
本
年
11
月
に
は
耕
作
で
き
る
よ
う

進
め
て
い
る
。
そ
の
後
、Ｂ
地
区
、Ｃ
地
区
の

順
に
そ
れ
ぞ
れ
１
年
ご
と
に
進
め
て
い
く
。

答 　
　
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
紹
介
等
に
よ
り
、
ブ

ラ
ン
ド
と
の
コ
ラ
ボ
が
構
築
さ
れ
つ
つ
あ

る
。
な
り
わ
い
や
Ｋ
ｏ
Ｃ
ｏ-

Ｂ
ｉ
ｚ
の
セ

ン
タ
ー
長
と
調
整
し
な
が
ら
、
商
品
開
発
や

ブ
ラ
ン
ド
と
の
や
り
と
り
に
伴
走
で
き
る
支

援
を
構
築
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し

た
事
業
は
予
定
し
て
い
る
か
。

問問 　
　
各
部
署
の
予
算
査
定
で
は
聞
い
て
い
な

い
が
、
商
工
会
の
靴
下
組
合
で
は
、
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
た
取
組
み
を

２
、
３
年
か
け
て
準
備
し
て
い
る
。
町
予
算

に
つ
い
て
も
活
用
方
法
を
周
知
し
て
い
き
た

い
。

答答

問　
　
基
幹
シ
ス
テ
ム
標
準
化
事
業
の
計
画
は
。

答　
　
基
幹
シ
ス
テ
ム
の
７
市
町
で
検
討
を
進

め
て
い
る
。
来
年
度
４
月
以
降
に
あ
る
程
度

方
針
が
決
ま
り
、
再
来
年
度
か
ら
具
体
的
に

予
算
化
す
る
見
込
み
で
あ
る
。
標
準
化
に
あ

た
っ
て
は
、
７
市
町
が
継
続
で
き
る
こ
と
、

現
在
の
シ
ス
テ
ム
が
円
滑
に
継
続
で
き
る
こ

と
を
前
提
に
考
え
て
い
る
。

　
　
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
で
の
議

論
の
内
容
は
。

　
　
会
議
の
中
で
、
デ
マ
ン
ド
交
通
に
関
す

る
意
見
が
出
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
て
い

る
。ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
に
つ
い
て
も
議
論
し
、

デ
マ
ン
ド
交
通
の
需
要
性
を
調
査
し
た
結

果
、
タ
ク
シ
ー
文
化
が
根
付
い
て
お
ら
ず
比

率
的
に
は
少
な
か
っ
た
。

　
デ
マ
ン
ド
交
通
の
意
見
に
近
づ
け
る
た

め
、
自
家
用
有
償
運
送
を
導
入
し
て
は
ど
う

歳
入

歳
出

総
務
費

一
般
会
計

134億
5,000
万円

　
　
介
護
予
防
普
及
啓
発
事
業
に
関
し
、
第

８
期
の
介
護
保
険
事
業
計
画
で
、
通
い
の
場

が
目
標
40
か
所
と
掲
げ
て
い
る
が
、
目
標
達

成
は
ど
う
か
。

問　
　
墓
地
永
代
使
用
料
返
還
金
で
、
８
７
３

万
円
の
計
上
が
あ
る
が
、
売
り
買
い
の
ベ
ー

ス
で
言
う
と
、
経
営
は
成
り
立
つ
の
か
。

問 　
　
通
い
の
場
を
実
施
し
て
い
く
普
及
啓
発

が
、
こ
の
２
、
３
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も

あ
り
で
き
な
か
っ
た
。
現
在
は
28
か
所
で
あ

る
が
、
令
和
５
年
度
で
２
か
所
増
え
る
予
定

で
あ
る
。
今
後
、
感
染
症
の
位
置
づ
け
も
変

わ
っ
て
く
る
こ
と
か
ら
、
積
極
的
に
普
及
啓

発
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

答　
　
合
葬
墓
の
周
辺
も
ま
だ
空
地
が
あ
る
。

そ
の
空
地
も
含
め
て
、
町
が
起
債
を
借
入
れ

て
墓
地
と
し
て
整
備
し
、
一
区
画
97
万
円
で

売
る
と
い
う
条
例
に
な
っ
て
い
る
。
未
使
用

で
墓
地
を
返
還
し
た
場
合
は
、
97
万
円
の
６

割
を
返
還
す
る
。
本
来
、全
て
売
り
切
っ
て
、

一
般
会
計
に
お
金
を
返
す
と
い
う
の
が
最
終

目
標
だ
が
、
社
会
情
勢
も
変
わ
っ
て
き
て
お

答
介
護
保
険

特
別
会
計

27億
5,780
万円

墓
地
事
業

特
別
会
計

1,990
万円

　
　
小
学
校
、
中
学
校
の
地
産
地
消
の
取
り

組
み
は
ど
う
か
。

問　
　
令
和
５
年
度
は
、ど
う
い
う
食
育
を
し
、

残
食
率
を
減
ら
し
て
い
く
の
か
。

問　
　
給
水
栓
数
が
、
１
５
０
件
増
え
て
い
る

が
、資
本
的
収
入
が
減
っ
て
い
る
の
は
何
故
か
。

問 （
収
益
的
支
出
） 

８
億
９
，
９
２
１
万
２
千
円

（
資
本
的
支
出
） 

４
億
４
，
５
４
６
万
５
千
円

水
道
事
業
会
計

　
　
地
産
地
消
の
割
合
は
、
令
和
４
年
度
６
月

と
11
月
に
調
査
し
た
結
果
、小
学
校
が
６
月
、

11
月
共
に
35
．
３
％
、
中
学
校
は
６
月
は

32
．６
％
、11
月
が
30
．４
％
と
な
っ
て
い
る
。

小
学
校
、
中
学
校
共
に
、
地
産
地
消
で
い
ち

ご
や
ナ
ス
、
大
和
ま
な
な
ど
を
メ
ニ
ュ
ー
に

取
り
入
れ
、
給
食
に
提
供
し
て
い
る
。

答　
　
令
和
５
年
度
に
つ
い
て
も
、
栄
養
教
諭

を
中
心
に
、
地
産
地
消
も
含
め
た
食
育
を
進

め
て
い
く
。
６
月
の
給
食
週
間
に
向
け
て
、

ナ
ス
や
葉
も
の
野
菜
の
交
渉
を
、
農
協
を
通

じ
て
お
願
い
し
て
い
る
。残
食
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
少
な
く
抑
え
ら
れ
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

答　
　
広
陵
町
の
人
口
が
微
増
だ
が
上
昇
し
て

い
る
の
に
伴
い
、
給
水
栓
数
が
増
加
し
て
い

答
学
校
給
食

特
別
会
計

3億
3,670
万円

　
　
国
保
税
が
県
統
一
化
さ
れ
る
と
、
国
保

運
営
協
議
会
の
運
営
は
ど
う
な
る
の
か
。

問　
　
保
健
事
業
一
体
化
実
施
委
託
事
業
と
は
。

問 　
　
奈
良
県
単
位
化
で
統
一
保
険
料
率
に

な
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
で
保
険
税

条
例
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
運
営
協
議
会
で

保
険
料
率
も
議
論
い
た
だ
く
。
県
が
示
し
た

税
率
は
変
わ
ら
な
い
が
、
将
来
的
に
町
の
状

況
を
踏
ま
え
、
運
営
協
議
会
で
意
見
を
い
た

だ
き
、
県
に
話
を
持
っ
て
行
く
。
ま
た
、
決

算
や
予
算
も
あ
る
の
で
８
月
と
２
月
に
開
催

を
予
定
し
て
い
る
。

答　
　
令
和
６
年
度
か
ら
実
施
が
義
務
づ
け
さ

れ
て
い
る
事
業
で
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
保

健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
実
施
と
な
っ

て
い
る
。
事
業
内
容
は
、
高
血
圧
の
方
で
、

受
診
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
方
を
対
象
に

個
々
に
指
導
し
、受
診
に
つ
な
げ
る
。
ま
た
、

答
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計

35億
6,260
万円

後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
5億
5,510
万円

問　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
率
と

カ
ー
ド
更
新
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

答　
　
交
付
率
は
２
月
末
現
在
で
63
．
９
％
で

あ
る
。
カ
ー
ド
の
有
効
期
限
は
、
18
歳
未
満

は
５
年
、18
歳
以
上
は
10
年
と
な
っ
て
お
り
、

国
か
ら
、
有
効
期
限
の
３
か
月
前
に
更
新
の

案
内
が
通
知
さ
れ
る
。

問　
　
社
会
福
祉
協
議
会
補
助
金
に
つ
い
て
。

答　
　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
福
祉
有
償
運

送
の
事
業
計
画
は
上
が
っ
て
い
る
が
、
予
算

は
計
上
し
て
い
な
い
。公
共
交
通
を
は
じ
め
、

福
祉
有
償
運
送
、
自
家
用
有
償
運
送
や
介
護

タ
ク
シ
ー
を
並
べ
る
と
何
が
不
足
す
る
か
が

浮
き
上
が
っ
て
く
る
。
現
在
、
地
域
ご
と
の

さ
さ
え
愛
で
、
買
い
物
支
援
を
す
る
こ
と
も

可
能
に
な
る
と
考
え
ら
れ
、
い
ろ
ん
な
角
度

で
検
討
し
て
い
る
。

民
生
費

問　
　
成
年
後
見
人
制
度
利
用
支
援
事
業
助
成

金
の
内
容
は
。

答　
　
こ
の
助
成
金
は
、
後
見
人
の
報
酬
に
対

す
る
も
の
で
、
月
２
万
８
千
円
の
12
か
月
分

の
助
成
を
１
人
計
上
し
て
い
る
。

地
域
の
通
い
の
場
や
後
期
高
齢
者
医
療
健
診

後
の
結
果
送
付
時
に
事
業
の
案
内
を
し
、
高

齢
者
の
介
護
予
防
の
た
め
の
普
及
啓
発
に
取

り
組
む
事
業
と
な
っ
て
い
る
。

か
と
タ
ク
シ
ー
業
界
や
バ
ス
業
界
と
協
議

し
、
現
在
の
プ
ラ
ン
を
協
議
会
で
諮
り
了
解

を
得
た
案
と
な
っ
て
い
る
。

り
、
現
状
は
維
持
管
理
費
を
い
た
だ
い
て
墓

地
を
守
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

る
。
そ
れ
に
伴
い
、
収
入
の
水
道
事
業
収
益

の
水
道
使
用
料
が
増
え
て
い
る
。
資
本
的
収

入
に
つ
い
て
は
、工
事
に
伴
う
収
入
で
あ
り
、

工
事
の
内
容
に
よ
り
増
減
す
る
。
令
和
４
年

度
と
比
べ
る
と
、
令
和
５
年
度
は
工
事
負
担

金
が
減
少
し
て
い
る
。

質 疑

　
　
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
関
係
事
業
費
の
内

容
は
。

問
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予
算
審
査

予
算
審
査
特
別
委
員
会

ここが
聞きたい

（
収
益
的
支
出
） 

10
億
４
，
０
４
０
万
４
千
円

（
資
本
的
支
出
） 

８
億
５
，
０
８
７
万
６
千
円

委 

員 

長

副
委
員
長

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員
堀

川
　
季

延

岡

橋
　
庄

次

坂

口
　
友

良

千

北
　
慎

也

山
田
美
津
代

山
村
美
咲
子

谷
　
　
禎

一

予
算
審
査
特
別
委
員
会

下
水
道
事
業
会
計

　
　
地
区
防
災
計
画
作
成
支
援
の
内
容
は
。

問　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
お
け
る

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
今
後
の
あ
り
方
は
。

問
消
防
費

教
育
費

　
　
馬
見
川
調
整
池
に
お
い
て
は
、
令
和
４

年
度
で
掘
削
を
行
っ
て
お
り
、
令
和
５
年
度

予
算
の
う
ち
、
２
億
円
を
計
上
し
て
い
る
。

答

　
　
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
制
度
は
、
法
的
な

側
面
か
ら
学
校
で
の
い
じ
め
防
止
や
教
師
の

業
務
効
率
化
と
負
担
軽
減
を
め
ざ
し
た
も
の

で
あ
る
。
昨
年
２
学
期
か
ら
試
験
導
入
し
て

お
り
、
７
校
で
21
回
の
相
談
が
あ
っ
た
。
費

用
は
、
１
回
の
訪
問
相
談
で
１
万
６
千
円
、

電
話
相
談
で
５
千
５
百
円
で
あ
り
、
こ
れ
を

積
算
根
拠
と
し
て
予
算
計
上
し
て
い
る
。

答

　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
全
校
に

配
置
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
が
出
来
な

か
っ
た
状
況
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
地
域
側

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
教
員
側
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
、
共
に
活
動
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
同
士
で
話
し
や
す
い
環
境
に
配
慮
し
な

が
ら
、
う
ま
く
繋
い
で
い
き
た
い
。

答 　
　
真
美
ヶ
丘
第
一
小
学
校
区
で
は
、
自
治

体
７
団
体
が
個
々
に
計
画
を
作
ら
れ
て
お

り
、
そ
れ
ら
を
地
区
防
災
計
画
に
ま
と
め
る

最
終
段
階
に
入
っ
て
い
る
。
こ
こ
を
モ
デ
ル

と
し
て
他
の
校
区
も
地
区
ご
と
の
状
況
に
応

じ
た
実
効
性
の
あ
る
計
画
を
作
成
し
て
い

く
。
コ
ン
サ
ル
業
者
や
広
陵
町
防
災
士
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
地
区
防
災
計
画
班
の
支
援
を
仰

ぎ
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

答

問　
　「
広
陵
く
つ
し
た
」
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

支
援
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
業
務
や
支
援

内
容
は
。

　
　
百
済
川
向
地
区
農
地
中
間
管
理
機
構
関

連
地
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
完
了
予
定
は
い

つ
頃
か
。

問問 　
　
旧
清
掃
施
設
解
体
工
事
設
計
業
務
に
つ

い
て
、
解
体
範
囲
や
跡
地
利
用
な
ど
、
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

衛
生
費

農
商
工
費

　
　
平
成
緊
急
内
水
対
策
事
業
３
億
５
千
万

円
の
な
か
に
、
馬
見
川
調
整
池
の
工
事
は
含

ま
れ
て
い
る
の
か
。

問
土
木
費

答　
　
広
陵
町
ご
み
処
理
町
民
会
議
を
改
組
し

て
、
議
論
し
て
い
く
。
跡
地
利
用
に
つ
い
て

は
、
南
側
の
町
営
地
も
含
め
地
元
の
方
々
と

話
し
合
っ
て
い
る
。
解
体
費
に
つ
い
て
は
、

基
本
設
計
と
し
て
全
体
を
取
り
壊
し
た
場
合

の
額
を
算
出
し
た
い
。

答　
　
昨
年
11
月
か
ら
Ａ
地
区
の
工
事
に
入
っ

て
お
り
、
本
年
11
月
に
は
耕
作
で
き
る
よ
う

進
め
て
い
る
。
そ
の
後
、Ｂ
地
区
、Ｃ
地
区
の

順
に
そ
れ
ぞ
れ
１
年
ご
と
に
進
め
て
い
く
。

答 　
　
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
紹
介
等
に
よ
り
、
ブ

ラ
ン
ド
と
の
コ
ラ
ボ
が
構
築
さ
れ
つ
つ
あ

る
。
な
り
わ
い
や
Ｋ
ｏ
Ｃ
ｏ-

Ｂ
ｉ
ｚ
の
セ

ン
タ
ー
長
と
調
整
し
な
が
ら
、
商
品
開
発
や

ブ
ラ
ン
ド
と
の
や
り
と
り
に
伴
走
で
き
る
支

援
を
構
築
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し

た
事
業
は
予
定
し
て
い
る
か
。

問問 　
　
各
部
署
の
予
算
査
定
で
は
聞
い
て
い
な

い
が
、
商
工
会
の
靴
下
組
合
で
は
、
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
た
取
組
み
を

２
、
３
年
か
け
て
準
備
し
て
い
る
。
町
予
算

に
つ
い
て
も
活
用
方
法
を
周
知
し
て
い
き
た

い
。

答答

問　
　
基
幹
シ
ス
テ
ム
標
準
化
事
業
の
計
画
は
。

答　
　
基
幹
シ
ス
テ
ム
の
７
市
町
で
検
討
を
進

め
て
い
る
。
来
年
度
４
月
以
降
に
あ
る
程
度

方
針
が
決
ま
り
、
再
来
年
度
か
ら
具
体
的
に

予
算
化
す
る
見
込
み
で
あ
る
。
標
準
化
に
あ

た
っ
て
は
、
７
市
町
が
継
続
で
き
る
こ
と
、

現
在
の
シ
ス
テ
ム
が
円
滑
に
継
続
で
き
る
こ

と
を
前
提
に
考
え
て
い
る
。

　
　
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
で
の
議

論
の
内
容
は
。

　
　
会
議
の
中
で
、
デ
マ
ン
ド
交
通
に
関
す

る
意
見
が
出
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
て
い

る
。ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
に
つ
い
て
も
議
論
し
、

デ
マ
ン
ド
交
通
の
需
要
性
を
調
査
し
た
結

果
、
タ
ク
シ
ー
文
化
が
根
付
い
て
お
ら
ず
比

率
的
に
は
少
な
か
っ
た
。

　
デ
マ
ン
ド
交
通
の
意
見
に
近
づ
け
る
た

め
、
自
家
用
有
償
運
送
を
導
入
し
て
は
ど
う

歳
入

歳
出

総
務
費

一
般
会
計

134億
5,000
万円

　
　
介
護
予
防
普
及
啓
発
事
業
に
関
し
、
第

８
期
の
介
護
保
険
事
業
計
画
で
、
通
い
の
場

が
目
標
40
か
所
と
掲
げ
て
い
る
が
、
目
標
達

成
は
ど
う
か
。

問　
　
墓
地
永
代
使
用
料
返
還
金
で
、
８
７
３

万
円
の
計
上
が
あ
る
が
、
売
り
買
い
の
ベ
ー

ス
で
言
う
と
、
経
営
は
成
り
立
つ
の
か
。

問 　
　
通
い
の
場
を
実
施
し
て
い
く
普
及
啓
発

が
、
こ
の
２
、
３
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も

あ
り
で
き
な
か
っ
た
。
現
在
は
28
か
所
で
あ

る
が
、
令
和
５
年
度
で
２
か
所
増
え
る
予
定

で
あ
る
。
今
後
、
感
染
症
の
位
置
づ
け
も
変

わ
っ
て
く
る
こ
と
か
ら
、
積
極
的
に
普
及
啓

発
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

答　
　
合
葬
墓
の
周
辺
も
ま
だ
空
地
が
あ
る
。

そ
の
空
地
も
含
め
て
、
町
が
起
債
を
借
入
れ

て
墓
地
と
し
て
整
備
し
、
一
区
画
97
万
円
で

売
る
と
い
う
条
例
に
な
っ
て
い
る
。
未
使
用

で
墓
地
を
返
還
し
た
場
合
は
、
97
万
円
の
６

割
を
返
還
す
る
。
本
来
、全
て
売
り
切
っ
て
、

一
般
会
計
に
お
金
を
返
す
と
い
う
の
が
最
終

目
標
だ
が
、
社
会
情
勢
も
変
わ
っ
て
き
て
お

答
介
護
保
険

特
別
会
計

27億
5,780
万円

墓
地
事
業

特
別
会
計

1,990
万円

　
　
小
学
校
、
中
学
校
の
地
産
地
消
の
取
り

組
み
は
ど
う
か
。

問　
　
令
和
５
年
度
は
、ど
う
い
う
食
育
を
し
、

残
食
率
を
減
ら
し
て
い
く
の
か
。

問　
　
給
水
栓
数
が
、
１
５
０
件
増
え
て
い
る

が
、資
本
的
収
入
が
減
っ
て
い
る
の
は
何
故
か
。

問 （
収
益
的
支
出
） 

８
億
９
，
９
２
１
万
２
千
円

（
資
本
的
支
出
） 

４
億
４
，
５
４
６
万
５
千
円

水
道
事
業
会
計

　
　
地
産
地
消
の
割
合
は
、
令
和
４
年
度
６
月

と
11
月
に
調
査
し
た
結
果
、小
学
校
が
６
月
、

11
月
共
に
35
．
３
％
、
中
学
校
は
６
月
は

32
．６
％
、11
月
が
30
．４
％
と
な
っ
て
い
る
。

小
学
校
、
中
学
校
共
に
、
地
産
地
消
で
い
ち

ご
や
ナ
ス
、
大
和
ま
な
な
ど
を
メ
ニ
ュ
ー
に

取
り
入
れ
、
給
食
に
提
供
し
て
い
る
。

答　
　
令
和
５
年
度
に
つ
い
て
も
、
栄
養
教
諭

を
中
心
に
、
地
産
地
消
も
含
め
た
食
育
を
進

め
て
い
く
。
６
月
の
給
食
週
間
に
向
け
て
、

ナ
ス
や
葉
も
の
野
菜
の
交
渉
を
、
農
協
を
通

じ
て
お
願
い
し
て
い
る
。残
食
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
少
な
く
抑
え
ら
れ
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

答　
　
広
陵
町
の
人
口
が
微
増
だ
が
上
昇
し
て

い
る
の
に
伴
い
、
給
水
栓
数
が
増
加
し
て
い

答
学
校
給
食

特
別
会
計

3億
3,670
万円

　
　
国
保
税
が
県
統
一
化
さ
れ
る
と
、
国
保

運
営
協
議
会
の
運
営
は
ど
う
な
る
の
か
。

問　
　
保
健
事
業
一
体
化
実
施
委
託
事
業
と
は
。

問 　
　
奈
良
県
単
位
化
で
統
一
保
険
料
率
に

な
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
で
保
険
税

条
例
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
運
営
協
議
会
で

保
険
料
率
も
議
論
い
た
だ
く
。
県
が
示
し
た

税
率
は
変
わ
ら
な
い
が
、
将
来
的
に
町
の
状

況
を
踏
ま
え
、
運
営
協
議
会
で
意
見
を
い
た

だ
き
、
県
に
話
を
持
っ
て
行
く
。
ま
た
、
決

算
や
予
算
も
あ
る
の
で
８
月
と
２
月
に
開
催

を
予
定
し
て
い
る
。

答　
　
令
和
６
年
度
か
ら
実
施
が
義
務
づ
け
さ

れ
て
い
る
事
業
で
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
保

健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
実
施
と
な
っ

て
い
る
。
事
業
内
容
は
、
高
血
圧
の
方
で
、

受
診
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
方
を
対
象
に

個
々
に
指
導
し
、受
診
に
つ
な
げ
る
。
ま
た
、

答
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計

35億
6,260
万円

後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
5億
5,510
万円

問　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
率
と

カ
ー
ド
更
新
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

答　
　
交
付
率
は
２
月
末
現
在
で
63
．
９
％
で

あ
る
。
カ
ー
ド
の
有
効
期
限
は
、
18
歳
未
満

は
５
年
、18
歳
以
上
は
10
年
と
な
っ
て
お
り
、

国
か
ら
、
有
効
期
限
の
３
か
月
前
に
更
新
の

案
内
が
通
知
さ
れ
る
。

問　
　
社
会
福
祉
協
議
会
補
助
金
に
つ
い
て
。

答　
　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
福
祉
有
償
運

送
の
事
業
計
画
は
上
が
っ
て
い
る
が
、
予
算

は
計
上
し
て
い
な
い
。公
共
交
通
を
は
じ
め
、

福
祉
有
償
運
送
、
自
家
用
有
償
運
送
や
介
護

タ
ク
シ
ー
を
並
べ
る
と
何
が
不
足
す
る
か
が

浮
き
上
が
っ
て
く
る
。
現
在
、
地
域
ご
と
の

さ
さ
え
愛
で
、
買
い
物
支
援
を
す
る
こ
と
も

可
能
に
な
る
と
考
え
ら
れ
、
い
ろ
ん
な
角
度

で
検
討
し
て
い
る
。

民
生
費

問　
　
成
年
後
見
人
制
度
利
用
支
援
事
業
助
成

金
の
内
容
は
。

答　
　
こ
の
助
成
金
は
、
後
見
人
の
報
酬
に
対

す
る
も
の
で
、
月
２
万
８
千
円
の
12
か
月
分

の
助
成
を
１
人
計
上
し
て
い
る
。

地
域
の
通
い
の
場
や
後
期
高
齢
者
医
療
健
診

後
の
結
果
送
付
時
に
事
業
の
案
内
を
し
、
高

齢
者
の
介
護
予
防
の
た
め
の
普
及
啓
発
に
取

り
組
む
事
業
と
な
っ
て
い
る
。

か
と
タ
ク
シ
ー
業
界
や
バ
ス
業
界
と
協
議

し
、
現
在
の
プ
ラ
ン
を
協
議
会
で
諮
り
了
解

を
得
た
案
と
な
っ
て
い
る
。

り
、
現
状
は
維
持
管
理
費
を
い
た
だ
い
て
墓

地
を
守
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

る
。
そ
れ
に
伴
い
、
収
入
の
水
道
事
業
収
益

の
水
道
使
用
料
が
増
え
て
い
る
。
資
本
的
収

入
に
つ
い
て
は
、工
事
に
伴
う
収
入
で
あ
り
、

工
事
の
内
容
に
よ
り
増
減
す
る
。
令
和
４
年

度
と
比
べ
る
と
、
令
和
５
年
度
は
工
事
負
担

金
が
減
少
し
て
い
る
。

質 疑

　
　
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
関
係
事
業
費
の
内

容
は
。

問

広陵町議会だより　121号広陵町議会だより　121号
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議会はみなさんに公開しています。気軽に来てください。議会はみなさんに公開しています。気軽に来てください。

令和５年１月１９日議会提出議案

議案第１号 令和４年度広陵町一般会計補正予算（第１０号） 子育て応援給付金が創設されたことによる
補正

議案番号 件　名 概　要議案第15号

議案第16号

議案第17号

議案第18号

議案第19号

議案第20号

議案第21号

議案第22号

議案第23号

議案第24号

議案第25号

議案第26号

議案第27号

議案第28号

議案第29号

議案第30号

議員提出
議案第1号

議員提出
議案第2号

議員提出
議案第3号

広陵町エコセンター設置条例の廃止について

令和４年度広陵町一般会計補正予算（第１１号）

令和５年度広陵町一般会計予算

令和５年度広陵町国民健康保険特別会計予算

令和５年度広陵町後期高齢者医療特別会計予算

令和５年度広陵町介護保険特別会計予算

令和５年度広陵町墓地事業特別会計予算

令和５年度広陵町学校給食特別会計予算

令和５年度広陵町水道事業会計予算

令和５年度広陵町下水道事業会計予算

古寺川調整池整備工事（２工区）に係る請負契約の締
結について

広陵町まちづくり推進計画を定めることについて

広陵町男女共同参画後期行動計画を定めることについ
て

広陵町公共施設等総合管理計画の一部を改訂するこ
とについて

奈良県広域水道企業団設立準備協議会の設置に関す
る協議について

奈良県葛城地区清掃事務組合規約の変更について

予算審査特別委員会設置に関する決議について

地域のグリーントランスフォーメーション（ＧＸ）の促進
を求める意見書について

保育所等職員の配置基準改善、保育士の処遇改善のた
めの必要な措置を求める意見書について

エコセンターを廃止する

不用額の減額及び国庫補助金の活用など。3
億1,567万２千円の減額補正

令和５年度の〈一般会計予算〉を定める

〈国民健康保険特別会計予算〉

〈後期高齢者医療特別会計予算〉

〈介護保険特別会計予算〉

〈墓地事業特別会計予算〉

〈学校給食特別会計予算〉

〈水道事業会計予算〉

〈下水道事業会計予算〉

一般競争入札くじの結果、村本道路・松井特
定建設工事共同企業体が落札。契約金額は
税込み8,188万9,500円

広陵町自治基本条例の検証及び評価や推進
するとともに、理念を具体化する計画策定

平成30年に策定した計画の中間年を迎え、
社会情勢の変化を踏まえて改定する

総務省から通知及び指針改定により計画の
一部を見直しする

基本協定締結により任意協議会を法定協議
会として設置する協議

議会構成変更（定数24名から20名に、首長
会議に替わり運営協議会を置く）

予算審査のため７名で委員会を設置する

（１０ページに全文紹介します）

（１０ページに全文紹介します）

議案番号 件　名 概　要

令和５年３月議会提出議案（議案は採決し、報告は町長専決の報告）

報告第1号

報告第2号

報告第3号

議案第2号

議案第3号

議案第4号

議案第5号

議案第6号

議案第7号

議案第8号

議案第9号

議案第10号

議案第11号

議案第12号

議案第13号

議案第14号

こども家庭庁設置法の施行に伴う関係法律の整備に
関する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例
の専決処分の報告について

公用車物損事故による損害賠償額の決定に係る専決
処分の報告について

令和５年度広陵町土地開発公社予算について

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

職員の高齢者部分休業に関する条例の制定について

地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係
条例の整備に関する条例の制定について

職員の定年等に関する条例の一部を改正することにつ
いて

広陵町国民健康保険税条例の一部を改正することに
ついて

広陵町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業
の運営に関する基準を定める条例及び広陵町家庭的
保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例
の一部を改正することについて

広陵町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基
準を定める条例及び広陵町放課後児童健全育成事業
の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改
正することについて

広陵町国民健康保険条例の一部を改正することについ
て

広陵町水道事業給水条例の一部を改正することについ
て

こども家庭庁設置法の施行に伴い、関係条
例の整理

職員が起こした交通事故（過失割合9割）の
損害賠償額の決定。33万３千円をすべて保
険で補填

令和5年度の予算及び事業計画の報告

再任同意

再任同意

再任同意

新任同意

新任同意

一定年齢（55才～60才）に達した職員の高
齢者部分休業制度を導入

定年延長制度を導入

定年年齢を61才に引上げ（2年ごとに1才ず
つ引上げ）及び60才で役職を降りる役職定
年制の導入など

令和6年度から県単位化に伴い県内統一保
険料水準に合わせるための税率改正

親の子に対する懲戒権（親から子どもへの体
罰禁止）にかかる規定を削るための改正

安全計画の策定、利用乳幼児の送迎する自
動車にブザー等を設置する規定の整備を受
けての改正

出産育児一時金を42万円から50万円に引き
上げる

土地の所有者等の同意によらずに給水装置
の新設等を申し込んだものに対し、通知が行
われていることを確認するための改正

議案番号 件　名 概　要

議会の傍聴にお越しください !議会の傍聴にお越しください !
町議会本会議は、役場３階の議場で、３月、６月、９月、１２月の年４回開かれます。
日程については、議会事務局までお問い合わせください。
ホームページにも掲載予定です。 ホームページ　http://www.town.koryo.nara.jp

広陵町議会だより　121号広陵町議会だより　121号
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議会はみなさんに公開しています。気軽に来てください。議会はみなさんに公開しています。気軽に来てください。

令和５年１月１９日議会提出議案

議案第１号 令和４年度広陵町一般会計補正予算（第１０号） 子育て応援給付金が創設されたことによる
補正

議案番号 件　名 概　要議案第15号

議案第16号

議案第17号

議案第18号

議案第19号

議案第20号

議案第21号

議案第22号

議案第23号

議案第24号

議案第25号

議案第26号

議案第27号

議案第28号

議案第29号

議案第30号

議員提出
議案第1号

議員提出
議案第2号

議員提出
議案第3号

広陵町エコセンター設置条例の廃止について

令和４年度広陵町一般会計補正予算（第１１号）

令和５年度広陵町一般会計予算

令和５年度広陵町国民健康保険特別会計予算

令和５年度広陵町後期高齢者医療特別会計予算

令和５年度広陵町介護保険特別会計予算

令和５年度広陵町墓地事業特別会計予算

令和５年度広陵町学校給食特別会計予算

令和５年度広陵町水道事業会計予算

令和５年度広陵町下水道事業会計予算

古寺川調整池整備工事（２工区）に係る請負契約の締
結について

広陵町まちづくり推進計画を定めることについて

広陵町男女共同参画後期行動計画を定めることについ
て

広陵町公共施設等総合管理計画の一部を改訂するこ
とについて

奈良県広域水道企業団設立準備協議会の設置に関す
る協議について

奈良県葛城地区清掃事務組合規約の変更について

予算審査特別委員会設置に関する決議について

地域のグリーントランスフォーメーション（ＧＸ）の促進
を求める意見書について

保育所等職員の配置基準改善、保育士の処遇改善のた
めの必要な措置を求める意見書について

エコセンターを廃止する

不用額の減額及び国庫補助金の活用など。3
億1,567万２千円の減額補正

令和５年度の〈一般会計予算〉を定める

〈国民健康保険特別会計予算〉

〈後期高齢者医療特別会計予算〉

〈介護保険特別会計予算〉

〈墓地事業特別会計予算〉

〈学校給食特別会計予算〉

〈水道事業会計予算〉

〈下水道事業会計予算〉

一般競争入札くじの結果、村本道路・松井特
定建設工事共同企業体が落札。契約金額は
税込み8,188万9,500円

広陵町自治基本条例の検証及び評価や推進
するとともに、理念を具体化する計画策定

平成30年に策定した計画の中間年を迎え、
社会情勢の変化を踏まえて改定する

総務省から通知及び指針改定により計画の
一部を見直しする

基本協定締結により任意協議会を法定協議
会として設置する協議

議会構成変更（定数24名から20名に、首長
会議に替わり運営協議会を置く）

予算審査のため７名で委員会を設置する

（１０ページに全文紹介します）

（１０ページに全文紹介します）

議案番号 件　名 概　要

令和５年３月議会提出議案（議案は採決し、報告は町長専決の報告）

報告第1号

報告第2号

報告第3号

議案第2号

議案第3号

議案第4号

議案第5号

議案第6号

議案第7号

議案第8号

議案第9号

議案第10号

議案第11号

議案第12号

議案第13号

議案第14号

こども家庭庁設置法の施行に伴う関係法律の整備に
関する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例
の専決処分の報告について

公用車物損事故による損害賠償額の決定に係る専決
処分の報告について

令和５年度広陵町土地開発公社予算について

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

職員の高齢者部分休業に関する条例の制定について

地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係
条例の整備に関する条例の制定について

職員の定年等に関する条例の一部を改正することにつ
いて

広陵町国民健康保険税条例の一部を改正することに
ついて

広陵町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業
の運営に関する基準を定める条例及び広陵町家庭的
保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例
の一部を改正することについて

広陵町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基
準を定める条例及び広陵町放課後児童健全育成事業
の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改
正することについて

広陵町国民健康保険条例の一部を改正することについ
て

広陵町水道事業給水条例の一部を改正することについ
て

こども家庭庁設置法の施行に伴い、関係条
例の整理

職員が起こした交通事故（過失割合9割）の
損害賠償額の決定。33万３千円をすべて保
険で補填

令和5年度の予算及び事業計画の報告

再任同意

再任同意

再任同意

新任同意

新任同意

一定年齢（55才～60才）に達した職員の高
齢者部分休業制度を導入

定年延長制度を導入

定年年齢を61才に引上げ（2年ごとに1才ず
つ引上げ）及び60才で役職を降りる役職定
年制の導入など

令和6年度から県単位化に伴い県内統一保
険料水準に合わせるための税率改正

親の子に対する懲戒権（親から子どもへの体
罰禁止）にかかる規定を削るための改正

安全計画の策定、利用乳幼児の送迎する自
動車にブザー等を設置する規定の整備を受
けての改正

出産育児一時金を42万円から50万円に引き
上げる

土地の所有者等の同意によらずに給水装置
の新設等を申し込んだものに対し、通知が行
われていることを確認するための改正

議案番号 件　名 概　要

議会の傍聴にお越しください !議会の傍聴にお越しください !
町議会本会議は、役場３階の議場で、３月、６月、９月、１２月の年４回開かれます。
日程については、議会事務局までお問い合わせください。
ホームページにも掲載予定です。 ホームページ　http://www.town.koryo.nara.jp

広陵町議会だより　121号広陵町議会だより　121号
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友
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町
国
民
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保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
こ

と
に
つ
い
て

　
国
は
均
等
割
を
未
就
学
児
童
軽
減
措
置

を
取
り
半
額
に
し
た
が
、
人
数
を
か
け
る

こ
と
に
変
わ
り
は
な
く
高
い
国
保
税
で
あ

る
。
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価
高
騰
の
折
り
、
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統
一
化
に
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け

て
保
険
税
を
改
定
す
る
の
は
町
民
に
と
っ

て
払
い
た
く
て
も
払
え
な
い
国
保
税
に
な

り
生
活
が
余
計
苦
し
く
な
る
の
で
反
対
。

　
令
和
６
年
度
県
単
一
標
準
保
険
税
率
の

導
入
に
向
け
、
本
町
の
国
保
財
源
の
中
で

保
有
す
る
財
政
調
整
基
金
の
計
画
的
な
取

崩
し
を
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い
、
被
保
険
者
の
負
担
に
可
能

な
限
り
配
慮
し
た
段
階
的
な
税
率
改
正
で

あ
る
と
窺
え
る
。

議
案
第
10
号

令
和
５
年
度
広
陵

町
一
般
会
計
予
算

　
自
衛
隊
に
町
が
名
簿
を
渡
し
て
い
る
事

は
個
人
情
報
漏
洩
に
な
る
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
は
任
意
な
の
に
、
保
険
証
機

能
を
持
た
な
い
人
に
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
課
す

こ
と
は
情
報
漏
洩
が
懸
念
さ
れ
る
か
ら
、

作
ら
な
い
人
た
ち
に
不
利
益
に
な
る
こ
と

を
進
め
て
い
る
事
、
ま
た
公
共
交
通
は
予

約
式
の
有
償
運
送
は
一
歩
前
進
だ
が
、
家

の
前
ま
で
来
て
く
れ
る
香
芝
市
と
何
故
同

じ
よ
う
に
出
来
な
い
か
そ
の
努
力
が
見
え

な
い
事
で
反
対
。

議
案
第
17
号

令和５年３月定例会
議案採決状況一覧（○賛成 ×反対）
※採決が分かれた議題のみを載せております。

議案第10号

議案第17号

議案第18号

議案第19号

議案第20号

議案第22号

議案第26号

議案第28号

議案第29号

議員提出議案第2号

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

議　　案 議決結果

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん
。

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

　気候変動により、世界中で大規模な自然災害が
発生するなど、気候変動への対応は今や人類共通の
課題となっている。世界的に脱炭素への機運が高ま
る中、我が国においても２０３０年度の温室効果ガ
ス４６％削減、２０５０年のカーボンニュートラル実
現という目標を掲げている。
　今こそ、需要サイドにおける徹底した省エネや循
環経済の構築と共に、供給サイドにおける再生可能
エネルギー等の普及拡大による、地域のグリーント
ランスフォーメーション（ＧＸ）が必要である。
　よって政府においては、飛躍的な省エネと革新的
な創エネによる地域のＧＸで、新しい経済成長を実
現するために、下記の事項に総力をあげて取り組む
ことを強く要請する。

記
１　各家庭の省エネ促進に向けて、関係省庁で連
携して、省エネ効果の高い断熱窓への改修など
住宅の省エネ化や、太陽光発電と蓄電池を組合
せた電力の自給自足への支援を強化すること。

２　天候に左右されて出力変動が起きてしまう再生
可能エネルギーの特性を補うため、蓄電池の大
容量化・低コスト化とともに、余剰電気を水素
で蓄えること等を可能とするための研究開発を

地域のグリーントランスフォーメーション（ＧＸ）の促進を求める意見書

　コロナ禍でも基本的に開所が求められている保育
施設では、感染防止対策をしながら、子どもの命と
健康を守り、発達を保障する保育が行われているが、
保育士等の精神的・肉体的な負担は大きく、保育
士不足に拍車をかけている。これらを改善し、質を
確保した保育の受け皿を増やすためには職員の増員
と処遇の改善が急務である。
　国において「新子育て安心プラン」が示され、待
機児童がいる自治体限定であるが、保育所において
「各クラスで常勤保育士１名必須配置」であったとこ
ろを、短時間パート保育士だけで担当できるとする
緩和がなされた。
　また、小学校においては、順次３５人学級（一般
的には２５人前後の学級が増える）が実現すること
になり、さらなる少人数学級の推進が課題になって
いる。にもかかわらず、小学生よりも幼い乳幼児が
長時間生活する保育所の４・５歳児の配置基準（子
ども３０人に保育士１人）は７５年間変わらないまま
であり、改善の検討が必要とされている。
　コロナ禍のなかで、保育所の重要性はいっそう明
らかになり、職員の増員とともに、その職責に応じ
た処遇改善がなされるべきであり、国による措置が
求められている。
　よって、国におかれては、下記の事項について実

加速すること。
３　家庭向けのヒートポンプ給湯器や家庭用燃料電
池など、また産業向けの産業用ヒートポンプや
コージェネレーションなど、熱需要の脱炭素化・
熱の有効利用に向けた設備等の導入を促進する
こと。

４　「系統整備」には莫大な資金が必要となるため、
資金調達等が可能となる環境整備をすること。
さらに、期間短縮や経済合理性や、より効率的
な送電システムの整備への技術開発を強化する
こと。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を
提出する。

　　令和５年３月２０日
奈良県広陵町議会

　経済産業大臣　西村　康稔　様
　環境大臣　　　西村　明宏　様
　国土交通大臣　斉藤　鉄夫　様

現されるよう強く要望する。

記
１　保育所等の職員配置基準の改善を検討するとと
もに、保育に従事する職員の職責にふさわしい
待遇改善など必要な措置を講じること。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を
提出する。

　　令和５年３月２０日
奈良県広陵町議会

　内閣総理大臣　　　　　　岸田　文雄　様
　財務大臣　　　　　　　　鈴木　俊一　様
　厚生労働大臣　　　　　　加藤　勝信　様
　文部科学大臣　　　　　　永岡　桂子　様
　少子化対策特命担当大臣　小倉　將信　様

保育所等職員の配置基準改善、保育士の処遇改善のための
必要な措置を求める意見書

反対賛成反対

広陵町議会だより　121号広陵町議会だより　121号
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議
案
第
17
号

令和５年３月定例会
議案採決状況一覧（○賛成 ×反対）
※採決が分かれた議題のみを載せております。

議案第10号

議案第17号

議案第18号

議案第19号

議案第20号

議案第22号

議案第26号

議案第28号

議案第29号

議員提出議案第2号

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

議　　案 議決結果
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○

○
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　気候変動により、世界中で大規模な自然災害が
発生するなど、気候変動への対応は今や人類共通の
課題となっている。世界的に脱炭素への機運が高ま
る中、我が国においても２０３０年度の温室効果ガ
ス４６％削減、２０５０年のカーボンニュートラル実
現という目標を掲げている。
　今こそ、需要サイドにおける徹底した省エネや循
環経済の構築と共に、供給サイドにおける再生可能
エネルギー等の普及拡大による、地域のグリーント
ランスフォーメーション（ＧＸ）が必要である。
　よって政府においては、飛躍的な省エネと革新的
な創エネによる地域のＧＸで、新しい経済成長を実
現するために、下記の事項に総力をあげて取り組む
ことを強く要請する。

記
１　各家庭の省エネ促進に向けて、関係省庁で連
携して、省エネ効果の高い断熱窓への改修など
住宅の省エネ化や、太陽光発電と蓄電池を組合
せた電力の自給自足への支援を強化すること。

２　天候に左右されて出力変動が起きてしまう再生
可能エネルギーの特性を補うため、蓄電池の大
容量化・低コスト化とともに、余剰電気を水素
で蓄えること等を可能とするための研究開発を

地域のグリーントランスフォーメーション（ＧＸ）の促進を求める意見書

　コロナ禍でも基本的に開所が求められている保育
施設では、感染防止対策をしながら、子どもの命と
健康を守り、発達を保障する保育が行われているが、
保育士等の精神的・肉体的な負担は大きく、保育
士不足に拍車をかけている。これらを改善し、質を
確保した保育の受け皿を増やすためには職員の増員
と処遇の改善が急務である。
　国において「新子育て安心プラン」が示され、待
機児童がいる自治体限定であるが、保育所において
「各クラスで常勤保育士１名必須配置」であったとこ
ろを、短時間パート保育士だけで担当できるとする
緩和がなされた。
　また、小学校においては、順次３５人学級（一般
的には２５人前後の学級が増える）が実現すること
になり、さらなる少人数学級の推進が課題になって
いる。にもかかわらず、小学生よりも幼い乳幼児が
長時間生活する保育所の４・５歳児の配置基準（子
ども３０人に保育士１人）は７５年間変わらないまま
であり、改善の検討が必要とされている。
　コロナ禍のなかで、保育所の重要性はいっそう明
らかになり、職員の増員とともに、その職責に応じ
た処遇改善がなされるべきであり、国による措置が
求められている。
　よって、国におかれては、下記の事項について実

加速すること。
３　家庭向けのヒートポンプ給湯器や家庭用燃料電
池など、また産業向けの産業用ヒートポンプや
コージェネレーションなど、熱需要の脱炭素化・
熱の有効利用に向けた設備等の導入を促進する
こと。

４　「系統整備」には莫大な資金が必要となるため、
資金調達等が可能となる環境整備をすること。
さらに、期間短縮や経済合理性や、より効率的
な送電システムの整備への技術開発を強化する
こと。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を
提出する。

　　令和５年３月２０日
奈良県広陵町議会

　経済産業大臣　西村　康稔　様
　環境大臣　　　西村　明宏　様
　国土交通大臣　斉藤　鉄夫　様

現されるよう強く要望する。

記
１　保育所等の職員配置基準の改善を検討するとと
もに、保育に従事する職員の職責にふさわしい
待遇改善など必要な措置を講じること。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を
提出する。

　　令和５年３月２０日
奈良県広陵町議会

　内閣総理大臣　　　　　　岸田　文雄　様
　財務大臣　　　　　　　　鈴木　俊一　様
　厚生労働大臣　　　　　　加藤　勝信　様
　文部科学大臣　　　　　　永岡　桂子　様
　少子化対策特命担当大臣　小倉　將信　様

保育所等職員の配置基準改善、保育士の処遇改善のための
必要な措置を求める意見書

反対賛成反対
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令
和
５
年
度
広
陵

町
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
予
算

　
２
年
ご
と
に
上
が
る
保
険
料
も
負
担
に

な
り
医
療
費
も
倍
に
さ
れ
、
も
っ
と
不
安

が
増
え
る
こ
と
を
国
は
検
討
し
て
い
る
。

　
本
予
算
は
、
先
に
可
決
さ
れ
た
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
と
密
接
な
関
係
が
あ
り
、
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
歳
出
項
目
を
見
て

も
わ
か
る
よ
う
に
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
、

２
億
８
，
７
０
０
万
円
な
ど
一
本
的
に
運
営

さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、予
算
執
行
も
あ
り
賛
成
。

議
案
第
19
号

奈
良
県
広
域
水
道

企
業
団
設
立
準
備

協
議
会
の
設
置
に

関
す
る
協
議
に
つ

い
て

　
従
来
の
「
入
り
」
と
「
出
（
で
）」
を

バ
ラ
ン
ス
さ
せ
る
手
法
か
ら
、
水
道
管
の

耐
用
年
数
を
機
械
的
に
あ
て
は
め
独
立
採

議
案
第
29
号

令
和
５
年
度
広
陵

町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
予
算

　
県
統
一
に
向
け
て
の
保
険
税
が
上
が
る

予
算
で
、
そ
の
上
、
町
独
自
の
減
免
制
度

も
維
持
で
き
な
い
と
な
る
と
低
所
得
者
の

生
活
が
壊
さ
れ
大
変
に
な
る
。

　
特
定
健
診
や
特
定
保
健
指
導
へ
の
取
組
、

生
活
習
慣
病
リ
ス
ク
の
あ
る
方
へ
の
発
症

予
防
の
取
組
、
ま
た
各
健
診
事
業
で
は
受

診
率
向
上
へ
の
取
組
、
特
に
骨
折
０
の
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
す
新
規
事
業
を
開
始
す

る
な
ど
積
極
的
に
行
う
予
定
で
あ
る
。
限

ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
保
険
給
付
や
保
険

事
業
に
つ
い
て
、
で
き
る
限
り
の
対
応
を

図
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
賛
成
す
る
。

議
案
第
18
号

令
和
５
年
度
広
陵

町
一
般
会
計
予
算

　
令
和
５
年
度
広
陵
町
一
般
会
計
に
つ
い

て
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導
入
の
目
的

は
、①
国
民
の
利
便
性
向
上
、②
行
政
の
効

率
化
、③
公
正
・
公
平
な
社
会
の
実
現
で
、

国
民
の
利
用
が
進
ま
な
い
と
、
国
民
生
活

の
利
便
性
向
上
や
経
済
の
生
産
性
向
上
が

進
ま
な
い
。
情
報
を
管
理
す
る
行
政
や
政

府
と
の
信
頼
関
係
の
構
築
に
努
力
は
必

要
。
自
衛
隊
へ
の
名
簿
の
提
示
に
つ
い
て

は
、
自
衛
隊
法
等
に
よ
り
、
町
は
対
応
し

て
い
る
。
現
在
で
は
国
民
に
代
わ
り
自
衛

隊
が
日
本
を
守
る
責
務
を
負
っ
て
い
る
。

と
考
え
る
と
、
法
律
の
手
続
き
に
よ
り
、

自
衛
隊
充
実
の
た
め
に
協
力
は
必
要
。
公

共
交
通
に
つ
い
て
は
、
本
公
共
交
通
は
、

地
域
利
用
者
よ
り
不
便
で
利
用
も
少
な
い

と
厳
し
い
意
見
が
あ
る
が
、
改
善
へ
努
力

さ
れ
て
い
る
。
高
齢
化
の
進
行
で
、
公
共

交
通
に
要
望
や
期
待
も
大
き
く
な
っ
て
い

る
。
住
民
第
一
で
改
善
に
取
り
組
む
よ
う

要
望
す
る
。

　（
全
体
的
）
必
要
な
公
的
サ
ー
ビ
ス
を

安
定
的
に
支
え
る
歳
入
構
造
、
歳
出
の
無

駄
を
省
き
適
切
な
事
業
執
行
を
願
う
。

広
陵
町
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画

の
一
部
を
改
訂
す

る
こ
と
に
つ
い
て

　
７
年
前
に
「
建
て
替
え
す
る
際
に
起
債

を
認
め
て
欲
し
い
な
ら
提
出
せ
よ
」
と
総

務
省
に
言
わ
れ
て
町
が
提
出
し
て
い
た
計

画
を
、
今
度
は
一
部
見
直
せ
と
の
指
示
で

改
定
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
住
民
の
願
い

は
老
朽
化
が
進
む
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
維
持

管
理
更
新
で
あ
る
の
に
、
中
央
公
民
館
の

問
題
に
顕
著
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
後
回

し
し
た
り
計
画
そ
の
も
の
を
断
念
す
る
口

実
に
使
お
う
と
す
る
も
の
で
、
計
画
に
住

民
参
加
の
発
想
が
な
い
。

　
将
来
的
に
は
、
公
共
施
設
は
老
朽
化
率

が
高
く
な
り
、
か
つ
税
収
入
は
減
少
す
る

こ
と
か
ら
、
官
民
連
携
に
よ
る
施
設
更
新

と
い
う
こ
と
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

よ
っ
て
、
こ
の
議
案
に
つ
い
て
は
賛
成
。

議
案
第
28
号

令
和
５
年
度
広
陵

町
介
護
保
険
特
別

会
計
予
算

　
介
護
保
険
が
始
ま
っ
た
時
か
ら
３
倍
く

ら
い
の
保
険
料
に
な
り
、
低
所
得
者
の
施

設
入
所
者
へ
の
特
別
配
慮
も
な
く
な
り
、

大
変
な
介
護
量
に
な
り
負
担
増
に
な
り

サ
ー
ビ
ス
を
使
え
な
く
な
る
人
が
出
て
く

る
た
め
反
対
。

　
社
会
全
体
と
し
て
介
護
費
用
が
増
大
す

る
中
、
広
陵
町
に
お
い
て
は
認
知
症
予
防

や
自
立
支
援
な
ど
、
介
護
費
用
を
抑
制
す

る
た
め
の
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
た
め
賛

成
。

議
案
第
20
号

令
和
５
年
度
広
陵

町
学
校
給
食
特
別

会
計
予
算

　
中
学
校
は
残
食
数
が
多
い
ま
ま
小
学
校

は
物
価
高
騰
分
を
、
他
の
市
町
村
は
保
護

者
負
担
を
避
け
る
た
め
に
ふ
る
さ
と
納
税

分
を
充
て
る
な
ど
の
工
夫
を
検
討
し
て
い

る
の
に
、
広
陵
町
は
検
討
も
せ
ず
保
護
者

負
担
に
し
た
か
ら
反
対
。

　
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
・
発
達

を
保
障
す
る
た
め
に
、
食
教
育
が
重
要
な

役
割
を
果
た
す
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
学
校

給
食
の
無
償
化
に
踏
み
出
す
こ
と
は
、
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
。
本
町
と
し
て
も
給
食

議
案
第
22
号

費
の
補
助
を
実
施
し
て
お
り
、
奈
良
県
下

の
市
町
村
が
国
に
対
し
「
国
の
責
任
で
す

べ
て
の
小
、
中
学
校
の
学
校
給
食
を
無
償

に
す
る
こ
と
」
を
求
め
る
意
見
書
を
提
出

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
自

治
体
や
保
護
者
の
負
担
が
増
大
し
な
い
措

置
で
あ
る
無
償
化
に
向
け
た
施
策
で
あ
る

と
窺
え
る
の
で
賛
成
。

広
陵
町
ま
ち
づ

く
り
推
進
計
画

を
定
め
る
こ
と

に
つ
い
て

　
町
は
盛
ん
に
住
民
の
自
治
を
強
調
す
る

が
、
参
加
が
難
し
い
と
感
じ
て
い
る
住
民

は
置
き
去
り
に
し
、
参
加
す
る
住
民
に
は

こ
れ
ま
で
町
が
実
行
し
て
き
た
こ
と
ま
で

下
請
け
の
ご
と
く
さ
せ
よ
う
と
し
て
い

る
。
住
民
間
に
新
た
な
階
層
性
が
生
ず
る

危
険
も
あ
る
。

　
こ
の
計
画
は
、
令
和
３
年
６
月
に
制
定

さ
れ
た
広
陵
町
自
治
基
本
条
例
を
、
町
民
、

議
会
、
行
政
そ
れ
ぞ
れ
が
で
き
る
こ
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
主
体
が
集
ま
っ
て
協
働
で
き

る
こ
と
を
具
体
的
な
施
策
と
し
て
実
施
し

て
い
く
も
の
だ
。
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く

り
に
非
常
に
重
要
な
計
画
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
賛
成
す
る
。

議
案
第
26
号

算
と
し
、
５
年
毎
の
料
金
引
き
上
げ
を

狙
っ
て
い
る
。
効
率
化
の
た
め
に
浄
水
場

を
廃
止
し
、
将
来
の
民
間
委
託
ま
で
否
定

し
て
い
な
い
。
水
道
事
業
に
住
民
の
声
が

届
き
に
く
く
な
る
心
配
も
あ
る
。

　
安
全
・
安
心
な
水
道
水
を
効
率
的
に
供

給
す
る
た
め
21
市
町
村
及
び
企
業
団
を
統

合
す
る
。
県
域
水
道
一
体
化
で
①
水
道
料

金
は
町
単
よ
り
、
値
上
げ
率
が
抑
制
さ
れ

る
。 

②
住
民
対
応
窓
口
は
10
年
か
け
適
正

に
整
理
し
て
い
く
。③
町
内
の
水
道
課
題

は
同
事
業
団
で
協
議
し
対
応
す
る
。

地
域
の
グ
リ
ー
ン

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｇ

Ｘ
）
の
促
進
を
求

め
る
意
見
書
に
つ

い
て

　
東
日
本
大
震
災
で
多
く
の
被
害
者
を
出

し
た
３
月
に
、
原
発
再
稼
働
容
認
の
意
見

書
を
採
択
す
る
の
は
不
謹
慎
で
は
な
い
か
。

　
G
X
を
加
速
さ
せ
る
こ
と
で
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
安
定
供
給
と
脱
炭
素
分
野
で
新
た
な

需
要
・
市
場
を
創
出
し
、
日
本
経
済
の
産

業
競
争
力
強
化
・
経
済
成
長
に
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
か
ら
賛
成
。
な
お
、
原
子
力
の

活
用
に
つ
い
て
は
安
全
性
の
確
保
を
大
前

提
と
し
て
い
る
。

議
員
提
出

議
案
第
２
号

反対反対 反対賛成賛成

賛成

反対賛成

反対賛成賛成 反対

反対賛成

反対賛成 賛成
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令
和
５
年
度
広
陵

町
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
予
算

　
２
年
ご
と
に
上
が
る
保
険
料
も
負
担
に

な
り
医
療
費
も
倍
に
さ
れ
、
も
っ
と
不
安

が
増
え
る
こ
と
を
国
は
検
討
し
て
い
る
。

　
本
予
算
は
、
先
に
可
決
さ
れ
た
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
と
密
接
な
関
係
が
あ
り
、
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
歳
出
項
目
を
見
て

も
わ
か
る
よ
う
に
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
、

２
億
８
，
７
０
０
万
円
な
ど
一
本
的
に
運
営

さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、予
算
執
行
も
あ
り
賛
成
。

議
案
第
19
号

奈
良
県
広
域
水
道

企
業
団
設
立
準
備

協
議
会
の
設
置
に

関
す
る
協
議
に
つ

い
て

　
従
来
の
「
入
り
」
と
「
出
（
で
）」
を

バ
ラ
ン
ス
さ
せ
る
手
法
か
ら
、
水
道
管
の

耐
用
年
数
を
機
械
的
に
あ
て
は
め
独
立
採

議
案
第
29
号

令
和
５
年
度
広
陵

町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
予
算

　
県
統
一
に
向
け
て
の
保
険
税
が
上
が
る

予
算
で
、
そ
の
上
、
町
独
自
の
減
免
制
度

も
維
持
で
き
な
い
と
な
る
と
低
所
得
者
の

生
活
が
壊
さ
れ
大
変
に
な
る
。

　
特
定
健
診
や
特
定
保
健
指
導
へ
の
取
組
、

生
活
習
慣
病
リ
ス
ク
の
あ
る
方
へ
の
発
症

予
防
の
取
組
、
ま
た
各
健
診
事
業
で
は
受

診
率
向
上
へ
の
取
組
、
特
に
骨
折
０
の
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
す
新
規
事
業
を
開
始
す

る
な
ど
積
極
的
に
行
う
予
定
で
あ
る
。
限

ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
保
険
給
付
や
保
険

事
業
に
つ
い
て
、
で
き
る
限
り
の
対
応
を

図
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
賛
成
す
る
。

議
案
第
18
号

令
和
５
年
度
広
陵

町
一
般
会
計
予
算

　
令
和
５
年
度
広
陵
町
一
般
会
計
に
つ
い

て
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導
入
の
目
的

は
、①
国
民
の
利
便
性
向
上
、②
行
政
の
効

率
化
、③
公
正
・
公
平
な
社
会
の
実
現
で
、

国
民
の
利
用
が
進
ま
な
い
と
、
国
民
生
活

の
利
便
性
向
上
や
経
済
の
生
産
性
向
上
が

進
ま
な
い
。
情
報
を
管
理
す
る
行
政
や
政

府
と
の
信
頼
関
係
の
構
築
に
努
力
は
必

要
。
自
衛
隊
へ
の
名
簿
の
提
示
に
つ
い
て

は
、
自
衛
隊
法
等
に
よ
り
、
町
は
対
応
し

て
い
る
。
現
在
で
は
国
民
に
代
わ
り
自
衛

隊
が
日
本
を
守
る
責
務
を
負
っ
て
い
る
。

と
考
え
る
と
、
法
律
の
手
続
き
に
よ
り
、

自
衛
隊
充
実
の
た
め
に
協
力
は
必
要
。
公

共
交
通
に
つ
い
て
は
、
本
公
共
交
通
は
、

地
域
利
用
者
よ
り
不
便
で
利
用
も
少
な
い

と
厳
し
い
意
見
が
あ
る
が
、
改
善
へ
努
力

さ
れ
て
い
る
。
高
齢
化
の
進
行
で
、
公
共

交
通
に
要
望
や
期
待
も
大
き
く
な
っ
て
い

る
。
住
民
第
一
で
改
善
に
取
り
組
む
よ
う

要
望
す
る
。

　（
全
体
的
）
必
要
な
公
的
サ
ー
ビ
ス
を

安
定
的
に
支
え
る
歳
入
構
造
、
歳
出
の
無

駄
を
省
き
適
切
な
事
業
執
行
を
願
う
。

広
陵
町
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画

の
一
部
を
改
訂
す

る
こ
と
に
つ
い
て

　
７
年
前
に
「
建
て
替
え
す
る
際
に
起
債

を
認
め
て
欲
し
い
な
ら
提
出
せ
よ
」
と
総

務
省
に
言
わ
れ
て
町
が
提
出
し
て
い
た
計

画
を
、
今
度
は
一
部
見
直
せ
と
の
指
示
で

改
定
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
住
民
の
願
い

は
老
朽
化
が
進
む
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
維
持

管
理
更
新
で
あ
る
の
に
、
中
央
公
民
館
の

問
題
に
顕
著
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
後
回

し
し
た
り
計
画
そ
の
も
の
を
断
念
す
る
口

実
に
使
お
う
と
す
る
も
の
で
、
計
画
に
住

民
参
加
の
発
想
が
な
い
。

　
将
来
的
に
は
、
公
共
施
設
は
老
朽
化
率

が
高
く
な
り
、
か
つ
税
収
入
は
減
少
す
る

こ
と
か
ら
、
官
民
連
携
に
よ
る
施
設
更
新

と
い
う
こ
と
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

よ
っ
て
、
こ
の
議
案
に
つ
い
て
は
賛
成
。

議
案
第
28
号

令
和
５
年
度
広
陵

町
介
護
保
険
特
別

会
計
予
算

　
介
護
保
険
が
始
ま
っ
た
時
か
ら
３
倍
く

ら
い
の
保
険
料
に
な
り
、
低
所
得
者
の
施

設
入
所
者
へ
の
特
別
配
慮
も
な
く
な
り
、

大
変
な
介
護
量
に
な
り
負
担
増
に
な
り

サ
ー
ビ
ス
を
使
え
な
く
な
る
人
が
出
て
く

る
た
め
反
対
。

　
社
会
全
体
と
し
て
介
護
費
用
が
増
大
す

る
中
、
広
陵
町
に
お
い
て
は
認
知
症
予
防

や
自
立
支
援
な
ど
、
介
護
費
用
を
抑
制
す

る
た
め
の
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
た
め
賛

成
。

議
案
第
20
号

令
和
５
年
度
広
陵

町
学
校
給
食
特
別

会
計
予
算

　
中
学
校
は
残
食
数
が
多
い
ま
ま
小
学
校

は
物
価
高
騰
分
を
、
他
の
市
町
村
は
保
護

者
負
担
を
避
け
る
た
め
に
ふ
る
さ
と
納
税

分
を
充
て
る
な
ど
の
工
夫
を
検
討
し
て
い

る
の
に
、
広
陵
町
は
検
討
も
せ
ず
保
護
者

負
担
に
し
た
か
ら
反
対
。

　
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
・
発
達

を
保
障
す
る
た
め
に
、
食
教
育
が
重
要
な

役
割
を
果
た
す
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
学
校

給
食
の
無
償
化
に
踏
み
出
す
こ
と
は
、
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
。
本
町
と
し
て
も
給
食

議
案
第
22
号

費
の
補
助
を
実
施
し
て
お
り
、
奈
良
県
下

の
市
町
村
が
国
に
対
し
「
国
の
責
任
で
す

べ
て
の
小
、
中
学
校
の
学
校
給
食
を
無
償

に
す
る
こ
と
」
を
求
め
る
意
見
書
を
提
出

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
自

治
体
や
保
護
者
の
負
担
が
増
大
し
な
い
措

置
で
あ
る
無
償
化
に
向
け
た
施
策
で
あ
る

と
窺
え
る
の
で
賛
成
。

広
陵
町
ま
ち
づ

く
り
推
進
計
画

を
定
め
る
こ
と

に
つ
い
て

　
町
は
盛
ん
に
住
民
の
自
治
を
強
調
す
る

が
、
参
加
が
難
し
い
と
感
じ
て
い
る
住
民

は
置
き
去
り
に
し
、
参
加
す
る
住
民
に
は

こ
れ
ま
で
町
が
実
行
し
て
き
た
こ
と
ま
で

下
請
け
の
ご
と
く
さ
せ
よ
う
と
し
て
い

る
。
住
民
間
に
新
た
な
階
層
性
が
生
ず
る

危
険
も
あ
る
。

　
こ
の
計
画
は
、
令
和
３
年
６
月
に
制
定

さ
れ
た
広
陵
町
自
治
基
本
条
例
を
、
町
民
、

議
会
、
行
政
そ
れ
ぞ
れ
が
で
き
る
こ
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
主
体
が
集
ま
っ
て
協
働
で
き

る
こ
と
を
具
体
的
な
施
策
と
し
て
実
施
し

て
い
く
も
の
だ
。
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く

り
に
非
常
に
重
要
な
計
画
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
賛
成
す
る
。

議
案
第
26
号

算
と
し
、
５
年
毎
の
料
金
引
き
上
げ
を

狙
っ
て
い
る
。
効
率
化
の
た
め
に
浄
水
場

を
廃
止
し
、
将
来
の
民
間
委
託
ま
で
否
定

し
て
い
な
い
。
水
道
事
業
に
住
民
の
声
が

届
き
に
く
く
な
る
心
配
も
あ
る
。

　
安
全
・
安
心
な
水
道
水
を
効
率
的
に
供

給
す
る
た
め
21
市
町
村
及
び
企
業
団
を
統

合
す
る
。
県
域
水
道
一
体
化
で
①
水
道
料

金
は
町
単
よ
り
、
値
上
げ
率
が
抑
制
さ
れ

る
。 

②
住
民
対
応
窓
口
は
10
年
か
け
適
正

に
整
理
し
て
い
く
。③
町
内
の
水
道
課
題

は
同
事
業
団
で
協
議
し
対
応
す
る
。

地
域
の
グ
リ
ー
ン

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｇ

Ｘ
）
の
促
進
を
求

め
る
意
見
書
に
つ

い
て

　
東
日
本
大
震
災
で
多
く
の
被
害
者
を
出

し
た
３
月
に
、
原
発
再
稼
働
容
認
の
意
見

書
を
採
択
す
る
の
は
不
謹
慎
で
は
な
い
か
。

　
G
X
を
加
速
さ
せ
る
こ
と
で
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
安
定
供
給
と
脱
炭
素
分
野
で
新
た
な

需
要
・
市
場
を
創
出
し
、
日
本
経
済
の
産

業
競
争
力
強
化
・
経
済
成
長
に
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
か
ら
賛
成
。
な
お
、
原
子
力
の

活
用
に
つ
い
て
は
安
全
性
の
確
保
を
大
前

提
と
し
て
い
る
。

議
員
提
出

議
案
第
２
号

反対反対 反対賛成賛成

賛成

反対賛成

反対賛成賛成 反対

反対賛成

反対賛成 賛成

広陵町議会だより　121号広陵町議会だより　121号
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坂口　友良
さ か ぐ ち と も よ し

　
　
過
去
最
高
の
、
８
千
１
５
０

万
円
の
予
算
を
提
出
さ
れ
た
。

　
こ
の
新
体
系
で
、「
空
気
を
運
ん

で
い
る
の
で
は
」
と
い
う
苦
情
も

少
な
く
な
る
と
期
待
し
て
い
る
。

　
町
民
か
ら
は
、「
ド
ア
ツ
ー
ド
ア

で
は
な
い
の
か
」
と
い
う
声
も
出

て
い
る
が
、
地
域
公
共
交
通
活
性

化
協
議
会
で
は
、
住
民
代
表
な
ど

が
入
り
、
意
見
が
言
え
る
協
議
会

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

公共交通問

新
公
共
交
通
体
系

の
新
年
度
予
算
に

つ
い
て

　
　
小
学
校
で
、
放
課
後
塾
の
学

習
指
導
員
を
し
て
い
る
が
、
年
々

支
援
の
必
要
な
児
童
・
生
徒
が
急

増
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
教
職
員
へ
の
支
援
が
必

要
な
こ
と
も
身
近
に
聞
く
な
ど
、

新
対
策
が
必
要
に
な
っ
て
き
た
。

福
祉
や
法
的
な
支
援
も
必
要
に
な

る
が
、
対
策
は
ど
う
か
。

教育支援問

支
援
が
必
要
な
児

童
・
生
徒
・
教
師

へ
の
対
策
は

　
　
西
谷
公
園
に
は
、
パ
ー
ゴ
ラ

や
遊
具
の
設
備
、
建
物
も
新
築
に

近
い
出
来
ば
え
で
、
見
違
え
る
ほ

ど
立
派
な
近
隣
公
園
に
な
っ
た
。

平
日
で
も
、
多
く
の
利
用
者
で
賑

わ
っ
て
い
る
が
、
次
は
、
こ
れ
を
維

持
運
営
し
て
い
く
体
制
が
重
要
で
あ

る
が
、計
画
通
り
進
ん
で
い
る
の
か
。

公園施設問

西
谷
公
園
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
後
の

管
理
体
制
は

町
長

　
地
域
の
実
状
を
よ
く
把
握
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
、
区
長・自
治
会
長
・

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
等
の
参
加
や
住

民
ア
ン
ケ
ー
ト
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
等
で
最
適
な
公
共
交
通
と
な
る

町
長

　
小
学
校
と
連
携
し
、
遊
具
を
決
め

た
り
、
畿
央
大
学
や
地
元
協
議
会
と

協
議
を
重
ね
、行
政
だ
け
で
は
な
く
、

教
育
長

よ
う
、
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
実
施
時
に
は
、
住
民
説
明
会
も

予
定
し
て
い
る
。

地
元
に
よ
り
愛
着
を
持
っ
て
い
た

だ
け
る
公
園
と
な
る
よ
う
整
備
を

進
め
て
い
る
。
管
理
に
つ
い
て
も
、

地
元
と
行
政
で
主
体
的
に
管
理
を

行
う
協
働
の
維
持
管
理
が
実
現
で

き
れ
ば
と
考
え
る
。

　
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
推
進
を

実
施
し
、
民
間
の
支
援
で
小
学
校

２
校
を
モ
デ
ル
校
と
し
て
実
施
す

る
。
ま
た
、弁
護
士
に
よ
る
ス
ク
ー

ル
ロ
イ
ヤ
ー
制
度
や
、
通
級
指
導

も
真
美
ヶ
丘
中
学
校
で
の
開
設
を

予
定
し
て
い
る
。

議長  吉村 裕之議長  吉村 裕之
よ し む らよ し む ら ひ ろ ゆ きひ ろ ゆ き

坂口　友良　議員（１５ページ）

　一般質問を３月８日～１０日に行いました。
　なお、質問内容及び答弁内容については、紙面の都
合上、要約掲載となっておりますので、詳細につきまし
てはインターネット中継、または会議録をご覧くださ
い。
　会議録は、６月上旬に町役場及び町施設のサービ
スカウンターに配置し、広陵町ホームページにも掲載
する予定です。

ⓘ答弁者の「理事者」との記載は、町長、
副町長、教育長、関係部次長の発言を要
約して掲載する場合に用いています。　

町政を問う
一般質問

●新公共交通体系の新年度予算について
●西谷公園リニューアル後の管理体制は
●支援が必要な児童・生徒・教師への対策は

谷　　禎一　議員（１６ページ）
●箸尾準工業区域事業の着工はいつから
●農業保護と産業振興は十分な整備計画を
●交通公園をこども園に利用するのは安全か

吉村　眞弓美　議員（１７ページ）
●子どもや若者の声を政策に反映させる仕組
●ゲームで対戦・多世代交流と介護予防

笹井　由明　議員（１８ページ）
●地方創生総合戦略とSDGｓについて
●不登校児童生徒への支援体制について

岡橋　庄次　議員（１９ページ）
●余裕ある教職員の確保について
●中学校給食の残食について

堀川　季延　議員（２０ページ）

●障がい者への寄り添いを問う

岡本　晃隆　議員（２１ページ）
●今後の新型コロナウイルス感染症対策
●働き方改革の推進に向けた取組

八尾　春雄　議員（２２ページ）
●中央公民館の建て替えについて
●学校給食無償化について
●マイナンバーカードについて

青木　義勝　議員（２３ページ）
●洪水時に北小と東小校舎を避難所に
●はしお元気村の現状、充実の課題

山村　美咲子　議員（２４ページ）
●安心で安全な子育て環境の整備について
●農地における野焼きについて

千北　慎也　議員（２５ページ）

●やりたいと困ったを繋ぐ協働の仕組みづくり

坂野　佳宏　議員（２６ページ）
●中和幹線周辺の地区計画の進捗状況は
●ドッグランについて
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坂口　友良
さ か ぐ ち と も よ し

　
　
過
去
最
高
の
、
８
千
１
５
０

万
円
の
予
算
を
提
出
さ
れ
た
。

　
こ
の
新
体
系
で
、「
空
気
を
運
ん

で
い
る
の
で
は
」
と
い
う
苦
情
も

少
な
く
な
る
と
期
待
し
て
い
る
。

　
町
民
か
ら
は
、「
ド
ア
ツ
ー
ド
ア

で
は
な
い
の
か
」
と
い
う
声
も
出

て
い
る
が
、
地
域
公
共
交
通
活
性

化
協
議
会
で
は
、
住
民
代
表
な
ど

が
入
り
、
意
見
が
言
え
る
協
議
会

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

公共交通問

新
公
共
交
通
体
系

の
新
年
度
予
算
に

つ
い
て

　
　
小
学
校
で
、
放
課
後
塾
の
学

習
指
導
員
を
し
て
い
る
が
、
年
々

支
援
の
必
要
な
児
童
・
生
徒
が
急

増
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
教
職
員
へ
の
支
援
が
必

要
な
こ
と
も
身
近
に
聞
く
な
ど
、

新
対
策
が
必
要
に
な
っ
て
き
た
。

福
祉
や
法
的
な
支
援
も
必
要
に
な

る
が
、
対
策
は
ど
う
か
。

教育支援問

支
援
が
必
要
な
児

童
・
生
徒
・
教
師

へ
の
対
策
は

　
　
西
谷
公
園
に
は
、
パ
ー
ゴ
ラ

や
遊
具
の
設
備
、
建
物
も
新
築
に

近
い
出
来
ば
え
で
、
見
違
え
る
ほ

ど
立
派
な
近
隣
公
園
に
な
っ
た
。

平
日
で
も
、
多
く
の
利
用
者
で
賑

わ
っ
て
い
る
が
、
次
は
、
こ
れ
を
維

持
運
営
し
て
い
く
体
制
が
重
要
で
あ

る
が
、計
画
通
り
進
ん
で
い
る
の
か
。

公園施設問

西
谷
公
園
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
後
の

管
理
体
制
は

町
長

　
地
域
の
実
状
を
よ
く
把
握
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
、
区
長・自
治
会
長
・

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
等
の
参
加
や
住

民
ア
ン
ケ
ー
ト
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
等
で
最
適
な
公
共
交
通
と
な
る

町
長

　
小
学
校
と
連
携
し
、
遊
具
を
決
め

た
り
、
畿
央
大
学
や
地
元
協
議
会
と

協
議
を
重
ね
、行
政
だ
け
で
は
な
く
、

教
育
長

よ
う
、
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
実
施
時
に
は
、
住
民
説
明
会
も

予
定
し
て
い
る
。

地
元
に
よ
り
愛
着
を
持
っ
て
い
た

だ
け
る
公
園
と
な
る
よ
う
整
備
を

進
め
て
い
る
。
管
理
に
つ
い
て
も
、

地
元
と
行
政
で
主
体
的
に
管
理
を

行
う
協
働
の
維
持
管
理
が
実
現
で

き
れ
ば
と
考
え
る
。

　
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
推
進
を

実
施
し
、
民
間
の
支
援
で
小
学
校

２
校
を
モ
デ
ル
校
と
し
て
実
施
す

る
。
ま
た
、弁
護
士
に
よ
る
ス
ク
ー

ル
ロ
イ
ヤ
ー
制
度
や
、
通
級
指
導

も
真
美
ヶ
丘
中
学
校
で
の
開
設
を

予
定
し
て
い
る
。

議長  吉村 裕之議長  吉村 裕之
よ し む らよ し む ら ひ ろ ゆ きひ ろ ゆ き
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約して掲載する場合に用いています。　

町政を問う
一般質問

●新公共交通体系の新年度予算について
●西谷公園リニューアル後の管理体制は
●支援が必要な児童・生徒・教師への対策は

谷　　禎一　議員（１６ページ）
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●余裕ある教職員の確保について
●中学校給食の残食について

堀川　季延　議員（２０ページ）
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●洪水時に北小と東小校舎を避難所に
●はしお元気村の現状、充実の課題
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●安心で安全な子育て環境の整備について
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●やりたいと困ったを繋ぐ協働の仕組みづくり

坂野　佳宏　議員（２６ページ）
●中和幹線周辺の地区計画の進捗状況は
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谷　禎一
た に よ し か ず

吉村眞弓美
よ し む ら ま ゆ み

　
　
町
の
一
般
会
計
予
算
の
１
／
３

の
大
規
模
事
業
で
失
敗
で
き
な
い

の
に
、
県
の
許
可
が
未
だ
得
ら
れ

ず
、
施
工
業
者
が
着
手
で
き
な
い

状
態
が
続
く
。

　
ま
た
、
当
初
の
事
業
計
画
で
は
道

路
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
本
事
業

に
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
含
む
と

予
算
を
オ
ー
バ
ー
し
て
い
る
。
他
の

事
業
で
は
発
生
土
の
再
利
用
を
指
導

し
て
２
，
５
０
０
万
円
削
減
。
本
工

事
で
も
同
様
に
削
減
で
き
る
。
今
後

も
無
駄
な
工
事
を
無
く
し
、
余
っ
た

お
金
の
有
効
利
用
を
図
る
。

①
開
発
許
可
の
取
得
は
ま
だ
か
。

②
許
可
に
必
要
な
役
所
と
協
議
は

完
了
し
た
か
。
ま
た
、
水
道
施

設
は
決
定
し
た
の
か
。

③
購
入
土
地
で
不
動
産
鑑
定
士

箸尾
準工業問

箸
尾
準
工
業
区
域

事
業
の
着
工
は
い

つ
か
ら

問 こども園

交
通
公
園
を
こ
ど

も
園
に
利
用
す
る

の
は
安
全
か

①
農
地
保
護
と
産
業
振
興
は
相
反

す
る
が
、
計
画
的
な
ゾ
ー
ン
分

農業と産業問

農
業
保
護
と
産
業

振
興
は
十
分
な
整

備
計
画
を

町
長

①
②
開
発
許
可
は
得
て
お
ら
ず
、

協
議
調
整
中
。
外
周
仮
囲
い
や

道
路
の
地
盤
改
良
工
事
を
着
手

し
て
い
る
。

③
適
切
な
撤
去
が
必
要
な
た
め
、

杭
は
公
社
で
負
担
し
撤
去
す
る
。

町
長

　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
参
考
に
安

全
対
策
を
整
備
し
、
法
人
に
安
全

確
保
の
方
策
を
指
導
す
る
。

　
　
自
殺
や
虐
待
、
い
じ
め
、
不

登
校
、
貧
困
な
ど
、
子
ど
も
や
若

者
を
巡
る
問
題
が
多
様
化
・
深
刻

化
す
る
中
、
課
題
解
決
に
向
け
当

事
者
目
線
を
大
切
に
す
る
こ
と
は

重
要
で
あ
る
。
広
陵
町
に
お
い
て

も
、
予
算
権
限
を
持
つ
会
議
体
と

し
て
、
こ
ど
も
・
若
者
議
会
の
設

置
が
必
要
で
は
な
い
か
。

参画問

子
ど
も
や
若
者
の

声
を
政
策
に
反
映

さ
せ
る
仕
組

　
　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ム
を

使
っ
て
人
と
人
が
勝
負
を
す
る

「
e
ス
ポ
ー
ツ
」。
囲
碁
や
将
棋
、

パ
ズ
ル
な
ど
、
高
齢
者
に
も
親
し

み
や
す
い
ゲ
ー
ム
も
多
く
、
実
は

高
齢
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
と
し
て
採
用
す
る
自
治
体

が
増
え
て
い
る
。

福祉問

ゲ
ー
ム
で
対
戦
・

多
世
代
交
流
と
介

護
予
防

町
長

　
声
を
直
接
聞
く
場
を
創
出
す
る

こ
と
は
重
要
と
考
え
る
。

　
　
広
陵
町
と
し
て
具
体
的
に
は
、

ど
の
よ
う
な
仕
組
み
を
作
っ
て
い

く
べ
き
か
。

問

町
長

　
総
合
計
画
の
審
議
会
で
、
部
会

と
い
う
も
の
を
作
る
こ
と
に
よ
り
、

子
ど
も
や
若
者
に
か
か
る
政
策
に

つ
い
て
、
子
ど
も
や
若
者
が
評
価

し
た
り
、
意
見
を
述
べ
た
り
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
機
会
が
持
て
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

町
長

　
制
度
の
狭
間
に
い
る
方
た
ち
へ

の
、
新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て

の
可
能
性
は
あ
る
。
行
政
と
し
て

取
り
組
む
た
め
に
は
、
き
ち
ん
と

町
長

①
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
策

定
と
合
わ
せ
て
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ

を
検
討
す
る
。
農
業
委
員
会
で

お
こ
な
う
。

②
現
在
は
な
い
。
該
当
す
る
農
地

に
つ
い
て
は
今
後
是
正
し
て
い

く
。

　
け
を
し
て
実
行
し
て
い
く
の
が

必
要
だ
。
町
の
考
え
は
。

②
農
地
の
管
理
監
督
指
導
の
部
署

は
。
公
共
施
設
が
無
断
転
用
農

地
を
直
接
、
間
接
を
問
わ
ず
利

用
し
て
い
な
い
か
。

　
　
選
定
土
地
は
葛
城
川
と
土
庫

川
の
間
で
、
河
川
氾
濫
の
危
険
性

が
大
き
い
。
先
に
認
定
保
育
園
関

係
の
設
計
費
が
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
園
児
が
利
用
す
る
施
設
は
、

安
全
を
最
優
先
し
て
決
定
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ま
た
、
町
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に

は
、
町
独
自
の
危
険
要
因
が
含
ま

れ
て
い
な
い
こ
と
は
再
三
指
摘
し

て
い
る
。
県
で
確
認
さ
れ
る
よ
う

に
。

　
e
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、
趣
味
や
興

味
に
関
す
る
刺
激
は
、
今
ま
で
の

正
攻
法
で
、
解
決
し
な
か
っ
た
、

制
度
の
狭
間
に
い
る
方
た
ち
を
、

支
援
に
つ
な
げ
て
い
け
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　
趣
味
や
興
味
に
関
す
る
活
動
は

自
分
自
身
を
刺
激
し
、
自
己
肯
定

感
を
高
め
た
り
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
さ
ら
に
、
同
じ
趣
味
を
持
つ

人
が
集
ま
る
グ
ル
ー
プ
に
参
加
す

る
こ
と
で
、
新
し
い
人
脈
を
作
る

こ
と
も
で
き
る
。
趣
味
や
興
味
に

関
す
る
活
動
は
、
例
え
ば
、
引
き

こ
も
り
状
態
か
ら
抜
け
出
す
た
め

の
大
き
な
き
っ
か
け
と
も
な
る
の

で
は
な
い
か
。

し
た
制
度
や
仕
組
み
、
エ
ビ
デ
ン

ス
な
ど
が
必
要
で
、
研
究
と
共
に
、

デ
ジ
タ
ル
推
進
課
と
し
て
は
、

D
X
推
進
計
画
を
策
定
予
定
な
の

で
そ
の
中
で
、
議
論
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
る
。

　
が
認
識
し
て
い
な
い
杭
（
長
さ

８
ｍ
、
１
４
６
本
）
が
残
存
し

て
い
る
。
売
主
の
責
で
撤
去（
予

想
額
数
千
万
円
）
す
る
も
の
で
、

公
社
は
負
担
す
べ
き
で
な
い
。
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谷　禎一
た に よ し か ず

吉村眞弓美
よ し む ら ま ゆ み
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や
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路
の
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者
目
線
を
大
切
に
す
る
こ
と
は

重
要
で
あ
る
。
広
陵
町
に
お
い
て

も
、
予
算
権
限
を
持
つ
会
議
体
と

し
て
、
こ
ど
も
・
若
者
議
会
の
設

置
が
必
要
で
は
な
い
か
。

参画問

子
ど
も
や
若
者
の

声
を
政
策
に
反
映

さ
せ
る
仕
組

　
　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ム
を

使
っ
て
人
と
人
が
勝
負
を
す
る

「
e
ス
ポ
ー
ツ
」。
囲
碁
や
将
棋
、

パ
ズ
ル
な
ど
、
高
齢
者
に
も
親
し

み
や
す
い
ゲ
ー
ム
も
多
く
、
実
は

高
齢
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
と
し
て
採
用
す
る
自
治
体

が
増
え
て
い
る
。

福祉問

ゲ
ー
ム
で
対
戦
・

多
世
代
交
流
と
介

護
予
防

町
長

　
声
を
直
接
聞
く
場
を
創
出
す
る

こ
と
は
重
要
と
考
え
る
。

　
　
広
陵
町
と
し
て
具
体
的
に
は
、

ど
の
よ
う
な
仕
組
み
を
作
っ
て
い

く
べ
き
か
。

問

町
長

　
総
合
計
画
の
審
議
会
で
、
部
会

と
い
う
も
の
を
作
る
こ
と
に
よ
り
、

子
ど
も
や
若
者
に
か
か
る
政
策
に

つ
い
て
、
子
ど
も
や
若
者
が
評
価

し
た
り
、
意
見
を
述
べ
た
り
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
機
会
が
持
て
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

町
長

　
制
度
の
狭
間
に
い
る
方
た
ち
へ

の
、
新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て

の
可
能
性
は
あ
る
。
行
政
と
し
て

取
り
組
む
た
め
に
は
、
き
ち
ん
と

町
長

①
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
策

定
と
合
わ
せ
て
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ

を
検
討
す
る
。
農
業
委
員
会
で

お
こ
な
う
。

②
現
在
は
な
い
。
該
当
す
る
農
地

に
つ
い
て
は
今
後
是
正
し
て
い

く
。

　
け
を
し
て
実
行
し
て
い
く
の
が

必
要
だ
。
町
の
考
え
は
。

②
農
地
の
管
理
監
督
指
導
の
部
署

は
。
公
共
施
設
が
無
断
転
用
農

地
を
直
接
、
間
接
を
問
わ
ず
利

用
し
て
い
な
い
か
。

　
　
選
定
土
地
は
葛
城
川
と
土
庫

川
の
間
で
、
河
川
氾
濫
の
危
険
性

が
大
き
い
。
先
に
認
定
保
育
園
関

係
の
設
計
費
が
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
園
児
が
利
用
す
る
施
設
は
、

安
全
を
最
優
先
し
て
決
定
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ま
た
、
町
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に

は
、
町
独
自
の
危
険
要
因
が
含
ま

れ
て
い
な
い
こ
と
は
再
三
指
摘
し

て
い
る
。
県
で
確
認
さ
れ
る
よ
う

に
。

　
e
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、
趣
味
や
興

味
に
関
す
る
刺
激
は
、
今
ま
で
の

正
攻
法
で
、
解
決
し
な
か
っ
た
、

制
度
の
狭
間
に
い
る
方
た
ち
を
、

支
援
に
つ
な
げ
て
い
け
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　
趣
味
や
興
味
に
関
す
る
活
動
は

自
分
自
身
を
刺
激
し
、
自
己
肯
定

感
を
高
め
た
り
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
さ
ら
に
、
同
じ
趣
味
を
持
つ

人
が
集
ま
る
グ
ル
ー
プ
に
参
加
す

る
こ
と
で
、
新
し
い
人
脈
を
作
る

こ
と
も
で
き
る
。
趣
味
や
興
味
に

関
す
る
活
動
は
、
例
え
ば
、
引
き

こ
も
り
状
態
か
ら
抜
け
出
す
た
め

の
大
き
な
き
っ
か
け
と
も
な
る
の

で
は
な
い
か
。

し
た
制
度
や
仕
組
み
、
エ
ビ
デ
ン

ス
な
ど
が
必
要
で
、
研
究
と
共
に
、

デ
ジ
タ
ル
推
進
課
と
し
て
は
、

D
X
推
進
計
画
を
策
定
予
定
な
の

で
そ
の
中
で
、
議
論
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
る
。

　
が
認
識
し
て
い
な
い
杭
（
長
さ

８
ｍ
、
１
４
６
本
）
が
残
存
し

て
い
る
。
売
主
の
責
で
撤
去（
予

想
額
数
千
万
円
）
す
る
も
の
で
、

公
社
は
負
担
す
べ
き
で
な
い
。
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笹井　由明
さ さ い よ し あ き

岡橋　庄次
お か は し し ょう じ

　
　

①
第
１
次
広
陵
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
掲
げ

た
項
目
に
つ
い
て
、
ど
う
評
価

さ
れ
て
い
る
か
。

②
第
２
次
総
合
戦
略
の
目
標
達
成

に
ど
う
取
組
む
の
か
。

③
地
方
創
生
関
係
交
付
金
活
用
事

業
の
成
果
、
今
後
の
事
業
展
開

は
ど
う
か
。

④
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い

て
、
今
後
ど
う
取
組
む
の
か
。

まちづくり問

地
方
創
生
総
合
戦

略
と
S
D
G
s
に

つ
い
て

その他の
質問事項

町
長

①
令
和
３
年
度
の
58
項
目
の
重
要

業
績
評
価
指
標
で
は
、
75
％
以

上
の
達
成
が
38
事
業
で
、
約
７

割
を
占
め
る
結
果
と
な
り
、
総
合

　
　
広
陵
町
の
不
登
校
児
童
生
徒

実
態
と
支
援
に
対
す
る
基
本
的
な

考
え
方
を
問
う
。

不登校問題問

不
登
校
児
童
生
徒

へ
の
支
援
体
制
に

つ
い
て

教
育
長

　
不
登
校
児
童
生
徒
の
実
態
は
令

和
３
年
度
で
、
小
学
校
25
人
、
中

学
校
で
73
人
と
増
加
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
要
因
は
、
友
人
関
係
、

親
子
の
関
わ
り
方
な
ど
背
景
は

様
々
で
、
複
数
の
要
因
が
関
係
し

て
い
る
。

　
委
員
会
で
は
、
不
登
校
問
題
に

　
今
後
、
各
区
・
自
治
会
等
に
も

出
張
し
申
請
受
付
を
行
う
な
ど

普
及
促
進
に
努
め
る
。

　
計
画
審
議
会
部
会
か
ら
は
、
一

部
の
事
業
で
見
直
し
の
必
要
も

あ
る
と
さ
れ
、
次
年
度
以
降
に

つ
な
げ
て
い
く
。

②
第
５
次
広
陵
町
総
合
計
画
に
準

じ
、
行
政
評
価
制
度
を
活
用
し

検
証
を
行
う
。

　
　
産
業
の
活
性
化
に
関
し
て
は
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
新

た
な
展
開
を
行
う
。

③
地
方
創
生
交
付
金
を
活
用
し
、産

業
総
合
振
興
機
構（
な
り
わ
い
）

の
創
設
等
に
関
す
る
事
業
や
ビ

ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

K
o
C
o‐B
i
z
の
創
設
を
し
た
。

　
　
今
後
も
、な
り
わ
い
を
核
と
し

た
地
域
産
業
の
活
性
化
を
図
る

と
と
も
に
、刷
新
さ
れ
た
田
園
都

市
国
家
構
想
交
付
金
を
デ
ジ
タ

ル
分
野
で
の
活
用
も
含
め
検
討

し
て
い
く
。

④
２
月
19
日
時
点
で
交
付
率
62
．

４
％
、
県
下
で
平
均
を
少
し
下
回

り
、国
に
は
若
干
上
回
っ
て
い
る
。

対
処
す
る
た
め
の
指
導
主
事
、
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
を
配
置

し
、
子
ど
も
や
保
護
者
が
相
談
で

き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
。
学

校
で
も
、担
任
、生
徒
指
導
教
員
が
、

保
護
者
等
と
家
庭
訪
問
等
で
連
絡

を
取
合
い
な
が
ら
状
況
把
握
を
行

い
体
制
を
整
え
て
い
る
。

　
　
本
町
の
基
本
目
標
に
あ
る
、

「
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
が
輝
け
る

ま
ち
」
を
掲
げ
て
、
教
育
環
境
の

充
実
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
次
の

こ
と
を
問
う
。

①
本
町
に
お
け
る
教
員
不
足
の
実

態
は
。

②
公
立
幼
・
保
育
園
に
、
園
長
以

外
の
管
理
職
が
配
置
さ
れ
て
い

な
い
の
は
な
ぜ
か
。

③
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
配
置
に
よ
る
、

今
日
ま
で
の
成
果
は
。

④
中
学
校
部
活
動
の
指
導
員
を
配

置
す
る
こ
と
で
、
教
員
の
業
務

負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
な
ど
、

今
日
ま
で
の
成
果
は
。

学校教育問

余
裕
あ
る
教
職
員

の
確
保
に
つ
い
て

問 食育推進

中
学
校
給
食
の
残

食
に
つ
い
て

教
育
長

①
県
教
育
委
員
会
が
、
教
員
を
補

充
す
る
以
外
に
、
町
自
ら
も
ア

ン
テ
ナ
を
張
り
教
員
の
早
期
確

保
を
配
置
に
努
め
る
。

②
平
成
17
年
の
総
務
省
の
指
針
に

よ
り
無
配
置
で
あ
っ
た
が
、
令

和
５
年
４
月
よ
り
副
園
長
を
配

置
す
る
予
定
。

③
令
和
３
年
度
か
ら
配
置
さ
れ
、

授
業
に
お
け
る
端
末
の
活
用
に

つ
い
て
支
援
。

④
令
和
元
年
度
か
ら
、
運
動
部
活

動
や
吹
奏
楽
等
に
配
置
。
教
員

の
業
務
負
担
が
軽
減
さ
れ
て
い

る
。

教
育
長

①
残
食
率
は
、
体
調
不
良
な
ど
に

よ
る
不
登
校
の
場
合
も
、
残
食

と
し
て
扱
わ
れ
る
。
生
徒
た
ち

　
が
食
品
ロ
ス
を
理
解
し
、
残
食

は
「
も
っ
た
い
な
い
」
と
の
意

識
を
定
着
す
る
よ
う
指
導
に
努

め
た
い
。

②
家
庭
と
の
連
携
は
、
給
食
だ
よ

り
な
ど
で
各
家
庭
に
も
知
ら
せ

る
。

　
　
栄
養
教
諭
が
頻
繁
に
学
校
訪
問

し
、
生
徒
の
嗜
好
等
の
確
認
を

し
な
が
ら
結
果
を
反
映
さ
せ
る
。

〇
教
員
の
働
き
方
改
革

に
つ
い
て

S
D
G
s
と
は

よ
り
良
い
地
球
を
目
指
す
世
界
共

通
の
開
発
目
標

　
　
令
和
４
年
４
月
か
ら
12
月
ま
で

の
残
食
月
平
均
は
、
広
陵
町
12
．

４
％
、
香
芝
市
６
．
９
％
で
、
本

町
２
校
の
残
食
率
は
、
香
芝
市
に

比
べ
高
く
な
っ
て
い
る
。

①
香
芝
市
内
の
中
学
生
に
比
べ
、

広
陵
町
内
の
中
学
校
の
残
食
率

が
高
い
の
は
ど
の
よ
う
な
理
由

か
。

②
家
庭
と
の
連
携
は
、
特
に
残
食

率
の
高
い
生
徒
に
対
し
て
、
ど

の
よ
う
な
方
策
を
持
っ
て
い
る

か
。
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笹井　由明
さ さ い よ し あ き

岡橋　庄次
お か は し し ょう じ

　
　

①
第
１
次
広
陵
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
掲
げ

た
項
目
に
つ
い
て
、
ど
う
評
価

さ
れ
て
い
る
か
。

②
第
２
次
総
合
戦
略
の
目
標
達
成

に
ど
う
取
組
む
の
か
。

③
地
方
創
生
関
係
交
付
金
活
用
事

業
の
成
果
、
今
後
の
事
業
展
開

は
ど
う
か
。

④
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い

て
、
今
後
ど
う
取
組
む
の
か
。

まちづくり問

地
方
創
生
総
合
戦

略
と
S
D
G
s
に

つ
い
て

その他の
質問事項

町
長

①
令
和
３
年
度
の
58
項
目
の
重
要

業
績
評
価
指
標
で
は
、
75
％
以

上
の
達
成
が
38
事
業
で
、
約
７

割
を
占
め
る
結
果
と
な
り
、
総
合

　
　
広
陵
町
の
不
登
校
児
童
生
徒

実
態
と
支
援
に
対
す
る
基
本
的
な

考
え
方
を
問
う
。

不登校問題問

不
登
校
児
童
生
徒

へ
の
支
援
体
制
に

つ
い
て

教
育
長

　
不
登
校
児
童
生
徒
の
実
態
は
令

和
３
年
度
で
、
小
学
校
25
人
、
中

学
校
で
73
人
と
増
加
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
要
因
は
、
友
人
関
係
、

親
子
の
関
わ
り
方
な
ど
背
景
は

様
々
で
、
複
数
の
要
因
が
関
係
し

て
い
る
。

　
委
員
会
で
は
、
不
登
校
問
題
に

　
今
後
、
各
区
・
自
治
会
等
に
も

出
張
し
申
請
受
付
を
行
う
な
ど

普
及
促
進
に
努
め
る
。

　
計
画
審
議
会
部
会
か
ら
は
、
一

部
の
事
業
で
見
直
し
の
必
要
も

あ
る
と
さ
れ
、
次
年
度
以
降
に

つ
な
げ
て
い
く
。

②
第
５
次
広
陵
町
総
合
計
画
に
準

じ
、
行
政
評
価
制
度
を
活
用
し

検
証
を
行
う
。

　
　
産
業
の
活
性
化
に
関
し
て
は
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
新

た
な
展
開
を
行
う
。

③
地
方
創
生
交
付
金
を
活
用
し
、産

業
総
合
振
興
機
構（
な
り
わ
い
）

の
創
設
等
に
関
す
る
事
業
や
ビ

ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

K
o
C
o‐B
i
z
の
創
設
を
し
た
。

　
　
今
後
も
、な
り
わ
い
を
核
と
し

た
地
域
産
業
の
活
性
化
を
図
る

と
と
も
に
、刷
新
さ
れ
た
田
園
都

市
国
家
構
想
交
付
金
を
デ
ジ
タ

ル
分
野
で
の
活
用
も
含
め
検
討

し
て
い
く
。

④
２
月
19
日
時
点
で
交
付
率
62
．

４
％
、
県
下
で
平
均
を
少
し
下
回

り
、国
に
は
若
干
上
回
っ
て
い
る
。

対
処
す
る
た
め
の
指
導
主
事
、
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
を
配
置

し
、
子
ど
も
や
保
護
者
が
相
談
で

き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
。
学

校
で
も
、担
任
、生
徒
指
導
教
員
が
、

保
護
者
等
と
家
庭
訪
問
等
で
連
絡

を
取
合
い
な
が
ら
状
況
把
握
を
行

い
体
制
を
整
え
て
い
る
。

　
　
本
町
の
基
本
目
標
に
あ
る
、

「
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
が
輝
け
る

ま
ち
」
を
掲
げ
て
、
教
育
環
境
の

充
実
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
次
の

こ
と
を
問
う
。

①
本
町
に
お
け
る
教
員
不
足
の
実

態
は
。

②
公
立
幼
・
保
育
園
に
、
園
長
以

外
の
管
理
職
が
配
置
さ
れ
て
い

な
い
の
は
な
ぜ
か
。

③
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
配
置
に
よ
る
、

今
日
ま
で
の
成
果
は
。

④
中
学
校
部
活
動
の
指
導
員
を
配

置
す
る
こ
と
で
、
教
員
の
業
務

負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
な
ど
、

今
日
ま
で
の
成
果
は
。

学校教育問

余
裕
あ
る
教
職
員

の
確
保
に
つ
い
て

問 食育推進

中
学
校
給
食
の
残

食
に
つ
い
て

教
育
長

①
県
教
育
委
員
会
が
、
教
員
を
補

充
す
る
以
外
に
、
町
自
ら
も
ア

ン
テ
ナ
を
張
り
教
員
の
早
期
確

保
を
配
置
に
努
め
る
。

②
平
成
17
年
の
総
務
省
の
指
針
に

よ
り
無
配
置
で
あ
っ
た
が
、
令

和
５
年
４
月
よ
り
副
園
長
を
配

置
す
る
予
定
。

③
令
和
３
年
度
か
ら
配
置
さ
れ
、

授
業
に
お
け
る
端
末
の
活
用
に

つ
い
て
支
援
。

④
令
和
元
年
度
か
ら
、
運
動
部
活

動
や
吹
奏
楽
等
に
配
置
。
教
員

の
業
務
負
担
が
軽
減
さ
れ
て
い

る
。

教
育
長

①
残
食
率
は
、
体
調
不
良
な
ど
に

よ
る
不
登
校
の
場
合
も
、
残
食

と
し
て
扱
わ
れ
る
。
生
徒
た
ち

　
が
食
品
ロ
ス
を
理
解
し
、
残
食

は
「
も
っ
た
い
な
い
」
と
の
意

識
を
定
着
す
る
よ
う
指
導
に
努

め
た
い
。

②
家
庭
と
の
連
携
は
、
給
食
だ
よ

り
な
ど
で
各
家
庭
に
も
知
ら
せ

る
。

　
　
栄
養
教
諭
が
頻
繁
に
学
校
訪
問

し
、
生
徒
の
嗜
好
等
の
確
認
を

し
な
が
ら
結
果
を
反
映
さ
せ
る
。

〇
教
員
の
働
き
方
改
革

に
つ
い
て

S
D
G
s
と
は

よ
り
良
い
地
球
を
目
指
す
世
界
共

通
の
開
発
目
標

　
　
令
和
４
年
４
月
か
ら
12
月
ま
で

の
残
食
月
平
均
は
、
広
陵
町
12
．

４
％
、
香
芝
市
６
．
９
％
で
、
本

町
２
校
の
残
食
率
は
、
香
芝
市
に

比
べ
高
く
な
っ
て
い
る
。

①
香
芝
市
内
の
中
学
生
に
比
べ
、

広
陵
町
内
の
中
学
校
の
残
食
率

が
高
い
の
は
ど
の
よ
う
な
理
由

か
。

②
家
庭
と
の
連
携
は
、
特
に
残
食

率
の
高
い
生
徒
に
対
し
て
、
ど

の
よ
う
な
方
策
を
持
っ
て
い
る

か
。
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広
陵
町
で
は
、
令
和
４
年
度

に
お
い
て
小
中
学
校
で
特
別
支
援

学
級
入
級
生
は
１
８
１
名
で
、
社

会
で
自
立
で
き
な
い
重
度
障
が
い

を
持
つ
児
童
生
徒
が
お
ら
れ
る
。

学
校
で
の
具
体
的
な
支
援
内
容
を

伺
い
た
い
。

　
義
務
教
育
の
間
は
学
校
に
通
い
、

一
定
の
支
援
を
受
け
特
性
に
応
じ

た
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
卒
業
し
成
人
し
て
か
ら
保
護

者
の
理
解
の
も
と
生
活
さ
れ
て
い

る
が
、
行
政
と
し
て
ど
の
よ
う
な

支
援
を
生
涯
に
わ
た
り
さ
れ
て
い

る
の
か
伺
い
た
い
。

　「
ゆ
り
か
ご
か
ら
墓
場
ま
で
」
と

い
う
言
葉
が
あ
る
が
、
障
が
い
を

抱
え
ら
れ
た
ご
家
族
へ
の
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
、
行
政
は
ど
の
よ
う

に
構
築
さ
れ
、
家
族
に
寄
り
添
っ

て
い
る
の
か
尋
ね
る
。

障がい計画問

障
が
い
者
へ
の
寄

り
添
い
を
問
う

町
長

　「
障
害
者
基
本
法
」
や
「
障
害
者

の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総

合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
」

の
目
的
及
び
基
本
理
念
に
あ
る「
障

害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
等
し

く
基
本
的
人
権
を
享
有
す
る
か
け

が
え
の
な
い
個
人
と
し
て
尊
重
さ

れ
る
も
の
」
と
し
て
、
障
が
い
者

の
自
立
と
社
会
参
加
の
支
援
等
の

施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推

進
し
て
い
く
こ
と
を
、
常
に
念
頭

に
置
き
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
進
め

て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
全
て
の

障
が
い
者
や
障
が
い
児
が
で
き
る

限
り
そ
の
身
近
な
場
所
で
、
必
要

な
日
常
生
活
を
営
む
た
め
の
支
援

を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
社

会
参
加
の
機
会
が
確
保
さ
れ
る
こ

教
育
長

　
特
別
支
援
学
級
で
は
、
保
護
者

と
と
も
に
個
別
の
教
育
支
援
計
画

を
作
成
し
、
県
立
特
別
支
援
学
校

と
連
携
し
て
指
導
内
容
の
工
夫
改

善
を
行
い
な
が
ら
、
児
童
の
発
達

段
階
に
合
わ
せ
た
自
立
活
動
等
の

指
導
を
行
っ
て
い
る
。

　
具
体
的
な
指
導
・
支
援
内
容
と

と
、
さ
ら
に
、
ど
こ
で
誰
と
生
活

す
る
か
に
つ
い
て
選
択
の
機
会
が

確
保
さ
れ
、
地
域
社
会
に
お
い
て

他
の
人
々
と
共
生
す
る
こ
と
を
妨

げ
ら
れ
な
い
こ
と
。
ま
た
、
障
が

い
者
や
障
が
い
児
に
と
っ
て
日
常

生
活
を
営
む
上
で
障
壁
と
な
る
よ

う
な
社
会
制
度
、
慣
行
、
観
念
な

ど
を
除
去
す
る
こ
と
に
資
す
る
よ

う
、
広
陵
町
第
６
期
障
が
い
福
祉

計
画
及
び
第
２
期
障
が
い
児
福
祉

計
画
並
び
に
第
３
期
障
が
い
者
計

画
を
定
め
て
、
目
標
の
達
成
を
目

指
し
て
支
援
し
て
い
る
。

　
　
国
の
変
更
方
針
を
ど
の
よ
う

に
町
民
に
周
知
す
る
の
か
。
変
更

後
の
町
の
総
合
計
画
や
各
種
事
業

の
見
直
し
を
検
討
し
て
い
く
の
か
。

コロナ対策問

今
後
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策

　
　
保
育
園
、
幼
稚
園
、
こ
ど
も

園
に
お
け
る
働
き
方
改
革
推
進
の

取
組
と
課
題
に
つ
い
て

問

　
　
町
の
働
き
方
改
革
推
進
に
向

け
た
今
年
度
の
取
組
内
容
と
そ
の

到
達
度
評
価
の
実
施
方
法
及
び
評

価
を
実
施
し
て
出
て
き
た
課
題
と

そ
の
改
善
に
向
け
た
今
後
の
取
組

に
つ
い
て

働き方改革問

働
き
方
改
革
の
推

進
に
向
け
た
取
組

町
長

　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
通
じ
て

町
民
の
皆
様
に
周
知
し
て
い
く
。

総
合
計
画
に
つ
い
て
は
、
見
直
し

は
考
え
て
い
な
い
。

町
長

　
保
育
園
、
幼
稚
園
、
こ
ど
も
園

に
つ
い
て
は
、
マ
ス
ク
は
原
則
不

要
と
し
、
感
染
不
安
が
あ
る
場
合

の
マ
ス
ク
着
用
は
個
々
の
判
断
に

任
せ
る
こ
と
と
す
る
。
小
中
学
校

で
も
、
本
年
４
月
１
日
か
ら
実
施

の
国
の
指
針
を
適
用
す
る
が
、
マ

ス
ク
着
用
に
つ
い
て
は
、
適
切
に

指
導
し
て
い
く
。

町
長

　
多
様
な
働
き
方
の
推
進
を
図
る

た
め
、
仕
事
と
家
庭
を
両
立
し
や

す
い
職
場
環
境
づ
く
り
に
努
め
て

き
た
。
ま
た
、
高
齢
者
部
分
休
業

制
度
の
導
入
を
進
め
て
い
く
。
到

達
度
評
価
の
実
施
方
法
に
つ
い
て

は
、
広
陵
町
次
世
代
育
成
支
援
・

女
性
活
躍
特
定
事
業
主
行
動
計
画

に
お
い
て
、
毎
年
、
到
達
状
況
を

確
認
し
て
い
る
。

町
長

　
園
児
数
の
多
い
広
陵
北
か
ぐ
や

こ
ど
も
園
と
広
陵
南
保
育
園
に
つ

い
て
、 

園
運
営
を
補
助
す
る
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
、
令
和
５
年
度
か

ら
本
格
稼
働
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
学
校
に
お
け
る
、
働
き
方
改

革
推
進
の
具
体
的
な
取
組
と
成
果

な
ら
び
に
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
。

幼
稚
園
に
お
い
て
は
、
職
員
数
の

充
実
を
検
討
し
て
い
る
。

問教
育
長

　
令
和
元
年
度
か
ら
教
員
の
勤
務

時
間
の
把
握
の
た
め
タ
イ
ム
カ
ー

ド
を
導
入
。
中
学
校
２
校
に
は
、

部
活
動
指
導
員
を
配
置
。
令
和
４

年
度
に
は
、
奈
良
県
で
統
一
し
た

統
合
型
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
た
。
こ
の
よ
う
に
ハ
ー
ド
面

で
の
整
備
を
終
え
た
こ
と
に
よ
り
、

教
員
の
勤
務
時
間
が
よ
り
短
く
な

る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
今
後
の
課

題
で
あ
る
。

　
　
保
育
園
、幼
稚
園
、こ
ど
も
園
、

小
中
学
校
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
で
ど

の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
及
び
保
護
者

へ
の
情
報
伝
達
、
指
導
内
容
に
変

更
は
あ
る
の
か
。

問

し
て
は
、
子
ど
も
の
特
性
や
発
達

段
階
に
合
わ
せ
て
、
通
常
学
級
で

授
業
を
受
け
る
時
間
と
特
別
支
援

学
級
で
個
別
あ
る
い
は
少
人
数
で

授
業
を
う
け
る
時
間
が
あ
る
。

　
例
え
ば
、
通
常
学
級
で
授
業
を

受
け
る
場
合
に
は
、
支
援
員
等
の

支
援
を
受
け
な
が
ら
集
団
活
動
の

中
で
自
分
の
気
持
ち
や
意
見
を
言

う
こ
と
を
目
標
と
し
た
り
、
特
別

支
援
学
級
で
授
業
を
受
け
る
場
合

に
は
、
知
的
障
が
い
の
あ
る
子
ど

も
で
は
、
子
ど
も
の
発
達
に
合
わ

せ
て
学
習
内
容
を
下
の
学
年
の
内

容
に
変
更
し
て
学
習
す
る
こ
と
に

な
る
。
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広
陵
町
で
は
、
令
和
４
年
度

に
お
い
て
小
中
学
校
で
特
別
支
援

学
級
入
級
生
は
１
８
１
名
で
、
社

会
で
自
立
で
き
な
い
重
度
障
が
い

を
持
つ
児
童
生
徒
が
お
ら
れ
る
。

学
校
で
の
具
体
的
な
支
援
内
容
を

伺
い
た
い
。

　
義
務
教
育
の
間
は
学
校
に
通
い
、

一
定
の
支
援
を
受
け
特
性
に
応
じ

た
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
卒
業
し
成
人
し
て
か
ら
保
護

者
の
理
解
の
も
と
生
活
さ
れ
て
い

る
が
、
行
政
と
し
て
ど
の
よ
う
な

支
援
を
生
涯
に
わ
た
り
さ
れ
て
い

る
の
か
伺
い
た
い
。

　「
ゆ
り
か
ご
か
ら
墓
場
ま
で
」
と

い
う
言
葉
が
あ
る
が
、
障
が
い
を

抱
え
ら
れ
た
ご
家
族
へ
の
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
、
行
政
は
ど
の
よ
う

に
構
築
さ
れ
、
家
族
に
寄
り
添
っ

て
い
る
の
か
尋
ね
る
。

障がい計画問

障
が
い
者
へ
の
寄

り
添
い
を
問
う

町
長

　「
障
害
者
基
本
法
」
や
「
障
害
者

の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総

合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
」

の
目
的
及
び
基
本
理
念
に
あ
る「
障

害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
等
し

く
基
本
的
人
権
を
享
有
す
る
か
け

が
え
の
な
い
個
人
と
し
て
尊
重
さ

れ
る
も
の
」
と
し
て
、
障
が
い
者

の
自
立
と
社
会
参
加
の
支
援
等
の

施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推

進
し
て
い
く
こ
と
を
、
常
に
念
頭

に
置
き
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
進
め

て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
全
て
の

障
が
い
者
や
障
が
い
児
が
で
き
る

限
り
そ
の
身
近
な
場
所
で
、
必
要

な
日
常
生
活
を
営
む
た
め
の
支
援

を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
社

会
参
加
の
機
会
が
確
保
さ
れ
る
こ

教
育
長

　
特
別
支
援
学
級
で
は
、
保
護
者

と
と
も
に
個
別
の
教
育
支
援
計
画

を
作
成
し
、
県
立
特
別
支
援
学
校

と
連
携
し
て
指
導
内
容
の
工
夫
改

善
を
行
い
な
が
ら
、
児
童
の
発
達

段
階
に
合
わ
せ
た
自
立
活
動
等
の

指
導
を
行
っ
て
い
る
。

　
具
体
的
な
指
導
・
支
援
内
容
と

と
、
さ
ら
に
、
ど
こ
で
誰
と
生
活

す
る
か
に
つ
い
て
選
択
の
機
会
が

確
保
さ
れ
、
地
域
社
会
に
お
い
て

他
の
人
々
と
共
生
す
る
こ
と
を
妨

げ
ら
れ
な
い
こ
と
。
ま
た
、
障
が

い
者
や
障
が
い
児
に
と
っ
て
日
常

生
活
を
営
む
上
で
障
壁
と
な
る
よ

う
な
社
会
制
度
、
慣
行
、
観
念
な

ど
を
除
去
す
る
こ
と
に
資
す
る
よ

う
、
広
陵
町
第
６
期
障
が
い
福
祉

計
画
及
び
第
２
期
障
が
い
児
福
祉

計
画
並
び
に
第
３
期
障
が
い
者
計

画
を
定
め
て
、
目
標
の
達
成
を
目

指
し
て
支
援
し
て
い
る
。

　
　
国
の
変
更
方
針
を
ど
の
よ
う

に
町
民
に
周
知
す
る
の
か
。
変
更

後
の
町
の
総
合
計
画
や
各
種
事
業

の
見
直
し
を
検
討
し
て
い
く
の
か
。

コロナ対策問

今
後
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策

　
　
保
育
園
、
幼
稚
園
、
こ
ど
も

園
に
お
け
る
働
き
方
改
革
推
進
の

取
組
と
課
題
に
つ
い
て

問

　
　
町
の
働
き
方
改
革
推
進
に
向

け
た
今
年
度
の
取
組
内
容
と
そ
の

到
達
度
評
価
の
実
施
方
法
及
び
評

価
を
実
施
し
て
出
て
き
た
課
題
と

そ
の
改
善
に
向
け
た
今
後
の
取
組

に
つ
い
て

働き方改革問

働
き
方
改
革
の
推

進
に
向
け
た
取
組

町
長

　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
通
じ
て

町
民
の
皆
様
に
周
知
し
て
い
く
。

総
合
計
画
に
つ
い
て
は
、
見
直
し

は
考
え
て
い
な
い
。

町
長

　
保
育
園
、
幼
稚
園
、
こ
ど
も
園

に
つ
い
て
は
、
マ
ス
ク
は
原
則
不

要
と
し
、
感
染
不
安
が
あ
る
場
合

の
マ
ス
ク
着
用
は
個
々
の
判
断
に

任
せ
る
こ
と
と
す
る
。
小
中
学
校

で
も
、
本
年
４
月
１
日
か
ら
実
施

の
国
の
指
針
を
適
用
す
る
が
、
マ

ス
ク
着
用
に
つ
い
て
は
、
適
切
に

指
導
し
て
い
く
。

町
長

　
多
様
な
働
き
方
の
推
進
を
図
る

た
め
、
仕
事
と
家
庭
を
両
立
し
や

す
い
職
場
環
境
づ
く
り
に
努
め
て

き
た
。
ま
た
、
高
齢
者
部
分
休
業

制
度
の
導
入
を
進
め
て
い
く
。
到

達
度
評
価
の
実
施
方
法
に
つ
い
て

は
、
広
陵
町
次
世
代
育
成
支
援
・

女
性
活
躍
特
定
事
業
主
行
動
計
画

に
お
い
て
、
毎
年
、
到
達
状
況
を

確
認
し
て
い
る
。

町
長

　
園
児
数
の
多
い
広
陵
北
か
ぐ
や

こ
ど
も
園
と
広
陵
南
保
育
園
に
つ

い
て
、 

園
運
営
を
補
助
す
る
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
、
令
和
５
年
度
か

ら
本
格
稼
働
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
学
校
に
お
け
る
、
働
き
方
改

革
推
進
の
具
体
的
な
取
組
と
成
果

な
ら
び
に
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
。

幼
稚
園
に
お
い
て
は
、
職
員
数
の

充
実
を
検
討
し
て
い
る
。

問教
育
長

　
令
和
元
年
度
か
ら
教
員
の
勤
務

時
間
の
把
握
の
た
め
タ
イ
ム
カ
ー

ド
を
導
入
。
中
学
校
２
校
に
は
、

部
活
動
指
導
員
を
配
置
。
令
和
４

年
度
に
は
、
奈
良
県
で
統
一
し
た

統
合
型
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
た
。
こ
の
よ
う
に
ハ
ー
ド
面

で
の
整
備
を
終
え
た
こ
と
に
よ
り
、

教
員
の
勤
務
時
間
が
よ
り
短
く
な

る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
今
後
の
課

題
で
あ
る
。

　
　
保
育
園
、幼
稚
園
、こ
ど
も
園
、

小
中
学
校
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
で
ど

の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
及
び
保
護
者

へ
の
情
報
伝
達
、
指
導
内
容
に
変

更
は
あ
る
の
か
。

問

し
て
は
、
子
ど
も
の
特
性
や
発
達

段
階
に
合
わ
せ
て
、
通
常
学
級
で

授
業
を
受
け
る
時
間
と
特
別
支
援

学
級
で
個
別
あ
る
い
は
少
人
数
で

授
業
を
う
け
る
時
間
が
あ
る
。

　
例
え
ば
、
通
常
学
級
で
授
業
を

受
け
る
場
合
に
は
、
支
援
員
等
の

支
援
を
受
け
な
が
ら
集
団
活
動
の

中
で
自
分
の
気
持
ち
や
意
見
を
言

う
こ
と
を
目
標
と
し
た
り
、
特
別

支
援
学
級
で
授
業
を
受
け
る
場
合

に
は
、
知
的
障
が
い
の
あ
る
子
ど

も
で
は
、
子
ど
も
の
発
達
に
合
わ

せ
て
学
習
内
容
を
下
の
学
年
の
内

容
に
変
更
し
て
学
習
す
る
こ
と
に

な
る
。
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こ
の
問
題
に
つ
い
て
２
月
21

日
議
会
全
員
協
議
会
に
お
い
て
報

告
が
あ
り
、
A
更
新
・
B
大
規
模

改
修
・
C
機
能
移
転
・
D
広
域
連
携
・

E
学
校
連
携
の
五
つ
の
選
択
肢
を

示
し
て
い
る
。
建
て
替
え
と
い
う

な
ら
A
な
い
し
B
で
は
な
い
か
、

ど
う
す
る
つ
も
り
か
。
建
て
替
え

せ
ず
に
済
ま
せ
る
つ
も
り
か
。

社会教育問

中
央
公
民
館
の
建

て
替
え
に
つ
い
て

　
　
現
行
の
健
康
保
険
被
保
険
者

証
を
廃
止
し
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
に
代
替
さ
せ
る
案
が
出
て
不
安

が
広
が
っ
て
い
る
。
現
行
の
被
保

険
者
証
も
残
し
て
使
え
る
よ
う
に

し
て
ほ
し
い
。

デジタル化問

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
に
つ
い
て

理
事
者

　
現
在
検
討
中
で
あ
り
、
東
洋
大

学
に
依
頼
し
た
調
査
も
年
度
内
に

回
答
を
い
た
だ
け
る
見
込
み
だ
。

　
　
昨
年
12
月
議
会
で
、
令
和
６

年
４
月
か
ら
小
学
校
給
食
費
を
月

額
４
百
円
引
き
上
げ
る
こ
と
を
議

決
し
た
。
広
陵
町
に
隣
接
す
る
７

自
治
体
で
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
は

決
め
て
い
な
い
。
ま
た
昨
年
暮
れ

の
段
階
で
全
国
の
２
５
４
自
治
体

で
は
給
食
の
無
償
化
が
実
施
さ
れ

て
い
る
。
引
き
上
げ
を
取
り
や
め

る
だ
け
で
な
く
、
小
中
学
校
の
全

面
的
な
給
食
無
償
化
を
実
施
す
べ

き
だ
。
国
も
自
治
体
が
学
校
給
食

費
に
公
費
を
投
じ
る
こ
と
を
容
認

す
る
国
会
答
弁
を
行
っ
て
い
る
。

教育問

学
校
給
食
無
償
化

に
つ
い
て

教
育
長

　
学
校
給
食
法
で
賄
い
材
料
費
の

保
護
者
負
担
を
定
め
て
お
り
、
今

理
事
者

般
原
材
料
費
の
高
騰
に
よ
り
止
む

無
く
判
断
し
た
。
自
治
体
が
学
校

給
食
費
に
公
費
投
入
で
き
る
こ
と

は
知
っ
て
い
る
。

　
現
行
の
被
保
険
者
証
を
廃
止
す

る
こ
と
は
決
定
済
み
だ
が
、
新
た

に
１
年
有
効
の
『
資
格
確
認
書
』

を
発
行
す
る
予
定
だ
。
尚
、
一
部

の
自
治
体
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　
　
令
和
２
年
６
月
議
会
で
提
案

し
た
、
両
校
区
は
避
難
所
が
な
く
、

指
定
施
設
は
遠
方
で
、
高
齢
者
・

身
体
不
自
由
者
に
は
不
便
で
危
険
。

早
急
な
対
策
を
。

　
各
校
舎
に
は
、
徒
歩
で
行
け
、

堅
固
な
３
階
建
て
で
、
設
備
も
整

い
、
教
室
で
区
切
ら
れ
感
染
防
止

に
適
し
て
、前
議
会
で
提
案
の
、「
学

校
と
い
う
ハ
コ
モ
ノ
を
住
民
の
タ

カ
ラ
モ
ノ
」
に
即
な
る
。

　
以
前
答
弁
で
、
緊
急
時
は
可
能

と
す
る
た
め
、
電
源
等
諸
課
題
は
、

関
係
機
関
と
協
議
す
る
と
の
答
弁

で
あ
っ
た
が
、
現
状
は
。

校舎避難可問

洪
水
時
に
北
小
と

東
小
校
舎
を
避
難

所
に

　
　
指
定
管
理
者
が
、
全
国
ま
ち

の
駅
協
議
会
に
登
録
の
、
は
し
お

元
気
村
マ
ル
シ
ェ
に
つ
い
て
、
以

下
問
う
。

①
開
業
、
約
２
年
経
過
し
た
現
状

は
、
ま
ち
の
駅
登
録
で
、
全
国

の
情
報
受
発
信
の
効
果
、
箸
尾

更に元気村問

は
し
お
元
気
村
の

現
状
、
充
実
の
課
題

町
長

　
教
育
委
員
会
と
学
校
管
理
者
と

町
長

①
マ
ル
シ
ェ
は
、
令
和
３
年
度
、

来
訪
者
３
万
４
千
人
、
売
り
上

げ
、
２
千
６
３
１
万
円
、
令
和

４
年
度
も
同
程
度
見
込
み
、
現

時
点
で
の
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
対

応
と
判
断
。
ま
ち
の
駅
登
録
の

成
果
は
未
定
。

②
検
討
可
能
。

課
題
を
協
議
し
た
結
果
、
多
目
的

室
、
特
別
教
室
が
可
能
と
な
り
、

備
蓄
品
の
発
電
機
等
資
機
材
や
食

料
品
、
生
活
用
品
、
衛
生
用
品
を

整
備
し
た
。
そ
し
て
、
各
区
長
に

公
民
館
を
一
次
避
難
所
と
し
て
開

設
を
依
頼
し
た
。
併
せ
て
、
避
難

所
に
つ
い
て
は
、
安
全
な
親
戚
・

友
人
宅
に
。
２
階
以
上
へ
の
屋
内

避
難
も
、
こ
れ
ら
を
広
報
し
て
い

る
。

カ
ー
ド
の
未
取
得
を
理
由
と
し
て
、

例
え
ば
学
校
給
食
費
無
償
の
制
度

を
利
用
で
き
な
く
す
る
こ
と
が
議

論
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、

広
陵
町
で
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
。

その他の
質問事項

〇
萱
野
区
開
発
13
戸
付

近
の
防
犯
灯
設
置
に

つ
い
て

　
準
工
業
地
に
企
業
の
工
場
建
設

及
び
操
業
後
、
人
と
物
と
お
金

が
回
る
状
況
で
の
利
用
者
ニ
ー

ズ
の
対
応
に
。

②
管
理
者
が
、
施
設
を
テ
ナ
ン
ト

に
貸
す
の
は
可
能
か
。

③
管
理
者
が
飲
食
店
等
の
運
営
が

可
能
か
。

④
元
気
村
の
所
有
者
は
町
当
局
で
、

福
祉
施
設
で
も
あ
る
。

　
　
町
当
局
が
使
用
料
の
減
免
が

妥
当
と
認
め
た
場
合
、
管
理
者

も
準
じ
た
対
応
を
。

③
検
討
可
能
。

④
貸
館
料
減
免
は
、
は
し
お
元
気

村
条
例
に
基
づ
き
、
社
会
福
祉

協
議
会
（
社
協
）
に
登
録
の
団

体
は
、
社
協
か
ら
町
へ
申
請
し
、

町
が
社
協
に
許
可
を
す
る
。

　
　
は
し
お
元
気
村
と
も
共
有
し

て
い
る
。
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こ
の
問
題
に
つ
い
て
２
月
21

日
議
会
全
員
協
議
会
に
お
い
て
報

告
が
あ
り
、
A
更
新
・
B
大
規
模

改
修
・
C
機
能
移
転
・
D
広
域
連
携
・

E
学
校
連
携
の
五
つ
の
選
択
肢
を

示
し
て
い
る
。
建
て
替
え
と
い
う

な
ら
A
な
い
し
B
で
は
な
い
か
、

ど
う
す
る
つ
も
り
か
。
建
て
替
え

せ
ず
に
済
ま
せ
る
つ
も
り
か
。

社会教育問

中
央
公
民
館
の
建

て
替
え
に
つ
い
て

　
　
現
行
の
健
康
保
険
被
保
険
者

証
を
廃
止
し
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
に
代
替
さ
せ
る
案
が
出
て
不
安

が
広
が
っ
て
い
る
。
現
行
の
被
保

険
者
証
も
残
し
て
使
え
る
よ
う
に

し
て
ほ
し
い
。

デジタル化問

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
に
つ
い
て

理
事
者

　
現
在
検
討
中
で
あ
り
、
東
洋
大

学
に
依
頼
し
た
調
査
も
年
度
内
に

回
答
を
い
た
だ
け
る
見
込
み
だ
。

　
　
昨
年
12
月
議
会
で
、
令
和
６

年
４
月
か
ら
小
学
校
給
食
費
を
月

額
４
百
円
引
き
上
げ
る
こ
と
を
議

決
し
た
。
広
陵
町
に
隣
接
す
る
７

自
治
体
で
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
は

決
め
て
い
な
い
。
ま
た
昨
年
暮
れ

の
段
階
で
全
国
の
２
５
４
自
治
体

で
は
給
食
の
無
償
化
が
実
施
さ
れ

て
い
る
。
引
き
上
げ
を
取
り
や
め

る
だ
け
で
な
く
、
小
中
学
校
の
全

面
的
な
給
食
無
償
化
を
実
施
す
べ

き
だ
。
国
も
自
治
体
が
学
校
給
食

費
に
公
費
を
投
じ
る
こ
と
を
容
認

す
る
国
会
答
弁
を
行
っ
て
い
る
。

教育問

学
校
給
食
無
償
化

に
つ
い
て

教
育
長

　
学
校
給
食
法
で
賄
い
材
料
費
の

保
護
者
負
担
を
定
め
て
お
り
、
今

理
事
者

般
原
材
料
費
の
高
騰
に
よ
り
止
む

無
く
判
断
し
た
。
自
治
体
が
学
校

給
食
費
に
公
費
投
入
で
き
る
こ
と

は
知
っ
て
い
る
。

　
現
行
の
被
保
険
者
証
を
廃
止
す

る
こ
と
は
決
定
済
み
だ
が
、
新
た

に
１
年
有
効
の
『
資
格
確
認
書
』

を
発
行
す
る
予
定
だ
。
尚
、
一
部

の
自
治
体
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　
　
令
和
２
年
６
月
議
会
で
提
案

し
た
、
両
校
区
は
避
難
所
が
な
く
、

指
定
施
設
は
遠
方
で
、
高
齢
者
・

身
体
不
自
由
者
に
は
不
便
で
危
険
。

早
急
な
対
策
を
。

　
各
校
舎
に
は
、
徒
歩
で
行
け
、

堅
固
な
３
階
建
て
で
、
設
備
も
整

い
、
教
室
で
区
切
ら
れ
感
染
防
止

に
適
し
て
、前
議
会
で
提
案
の
、「
学

校
と
い
う
ハ
コ
モ
ノ
を
住
民
の
タ

カ
ラ
モ
ノ
」
に
即
な
る
。

　
以
前
答
弁
で
、
緊
急
時
は
可
能

と
す
る
た
め
、
電
源
等
諸
課
題
は
、

関
係
機
関
と
協
議
す
る
と
の
答
弁

で
あ
っ
た
が
、
現
状
は
。

校舎避難可問

洪
水
時
に
北
小
と

東
小
校
舎
を
避
難

所
に

　
　
指
定
管
理
者
が
、
全
国
ま
ち

の
駅
協
議
会
に
登
録
の
、
は
し
お

元
気
村
マ
ル
シ
ェ
に
つ
い
て
、
以

下
問
う
。

①
開
業
、
約
２
年
経
過
し
た
現
状

は
、
ま
ち
の
駅
登
録
で
、
全
国

の
情
報
受
発
信
の
効
果
、
箸
尾

更に元気村問

は
し
お
元
気
村
の

現
状
、
充
実
の
課
題

町
長

　
教
育
委
員
会
と
学
校
管
理
者
と

町
長

①
マ
ル
シ
ェ
は
、
令
和
３
年
度
、

来
訪
者
３
万
４
千
人
、
売
り
上

げ
、
２
千
６
３
１
万
円
、
令
和

４
年
度
も
同
程
度
見
込
み
、
現

時
点
で
の
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
対

応
と
判
断
。
ま
ち
の
駅
登
録
の

成
果
は
未
定
。

②
検
討
可
能
。

課
題
を
協
議
し
た
結
果
、
多
目
的

室
、
特
別
教
室
が
可
能
と
な
り
、

備
蓄
品
の
発
電
機
等
資
機
材
や
食

料
品
、
生
活
用
品
、
衛
生
用
品
を

整
備
し
た
。
そ
し
て
、
各
区
長
に

公
民
館
を
一
次
避
難
所
と
し
て
開

設
を
依
頼
し
た
。
併
せ
て
、
避
難

所
に
つ
い
て
は
、
安
全
な
親
戚
・

友
人
宅
に
。
２
階
以
上
へ
の
屋
内

避
難
も
、
こ
れ
ら
を
広
報
し
て
い

る
。

カ
ー
ド
の
未
取
得
を
理
由
と
し
て
、

例
え
ば
学
校
給
食
費
無
償
の
制
度

を
利
用
で
き
な
く
す
る
こ
と
が
議

論
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、

広
陵
町
で
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
。

その他の
質問事項

〇
萱
野
区
開
発
13
戸
付

近
の
防
犯
灯
設
置
に

つ
い
て

　
準
工
業
地
に
企
業
の
工
場
建
設

及
び
操
業
後
、
人
と
物
と
お
金

が
回
る
状
況
で
の
利
用
者
ニ
ー

ズ
の
対
応
に
。

②
管
理
者
が
、
施
設
を
テ
ナ
ン
ト

に
貸
す
の
は
可
能
か
。

③
管
理
者
が
飲
食
店
等
の
運
営
が

可
能
か
。

④
元
気
村
の
所
有
者
は
町
当
局
で
、

福
祉
施
設
で
も
あ
る
。

　
　
町
当
局
が
使
用
料
の
減
免
が

妥
当
と
認
め
た
場
合
、
管
理
者

も
準
じ
た
対
応
を
。

③
検
討
可
能
。

④
貸
館
料
減
免
は
、
は
し
お
元
気

村
条
例
に
基
づ
き
、
社
会
福
祉

協
議
会
（
社
協
）
に
登
録
の
団

体
は
、
社
協
か
ら
町
へ
申
請
し
、

町
が
社
協
に
許
可
を
す
る
。

　
　
は
し
お
元
気
村
と
も
共
有
し

て
い
る
。
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①
こ
の
度
、
妊
娠
期
か
ら
出
産
・

子
育
て
ま
で
一
貫
し
た
「
伴
走

型
相
談
支
援
」
と
、
妊
娠
・
出

産
時
に
計
10
万
円
相
当
を
支
給

す
る
財
源
が
確
保
さ
れ
た
。
本

町
に
お
い
て
、
０
歳
児
の
見
守

り
訪
問
事
業
の
展
開
に
つ
い
て
、

具
体
的
に
何
を
ど
の
様
に
進
め

よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。
特
に
、

現
場
に
寄
り
添
う
伴
走
型
支
援

に
つ
い
て
は
、
人
材
の
育
成
や

確
保
の
た
め
の
体
制
整
備
が
必

要
だ
。
見
解
を
聞
く
。

②
産
後
の
お
母
さ
ん
に
寄
り
添
っ

た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
家
事

支
援
員
（
産
後
ド
ゥ
ー
ラ
）
の

育
成
や
確
保
が
必
要
だ
。
家
事

支
援
員
等
の
資
格
を
取
る
た
め

子育て支援問

安
心
で
安
全
な
子

育
て
環
境
の
整
備

に
つ
い
て

町
長

①
出
生
児
が
２
か
月
に
な
る
ま
で

を
目
途
に
、
全
て
の
家
庭
を
助

産
師
や
保
健
師
が
訪
問
。
４
か

月
児
健
診
、
10
か
月
児
相
談
を

行
い
、
成
長
発
達
を
確
認
す
る

と
と
も
に
、
保
護
者
の
悩
み
や

心
配
事
に
傾
聴
し
、
寄
り
添
い

助
言
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
今

後
も
、
事
業
を
継
続
し
、
伴
走

型
相
談
支
援
に
重
要
な
関
係
機

関
の
連
携
強
化
に
努
め
る
。

②
４
月
か
ら
奈
良
県
で
は
初
め
て

と
な
る
ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
を
香

芝
市
と
の
相
互
連
携
に
よ
り
、

　
　
令
和
5
年
度
予
算
で
は
、
野

焼
き
を
行
わ
な
い
環
境
に
や
さ
し

い
農
業
推
進
補
助
金
交
付
事
業
が
、

新
規
事
業
と
し
て
予
算
計
上
さ
れ

て
い
る
。
推
進
に
あ
た
り
、
周
知

し
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
町
の

取
組
を
聞
く
。

環境問

農
地
に
お
け
る
野

焼
き
に
つ
い
て

町
長

　
周
知
に
つ
い
て
は
、
区
長
・
自

治
会
長
会
を
は
じ
め
、
農
業
委
員

　
　
広
陵
町
に
お
い
て
は
、
2
0
2
1

年
度
よ
り
「
広
陵
町
自
治
基
本
条

例
」
を
制
定
し
、町
民
に
対
し
、「
情

報
共
有
」
を
行
い
、
町
民
が
ま
ち

づ
く
り
に「
参
画
」し
、町
民・行
政
・

議
会
が
「
協
働
」
で
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
を
行
う
こ
と
を
目
指

し
て
い
る
。
実
際
に
「
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
」
の
事
例
は
出
て
き
て

い
る
が
、
よ
り
広
く
継
続
的
に
自

治
基
本
条
例
の
理
念
を
体
現
す
る

た
め
に
は
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の

整
備
が
必
要
で
は
な
い
か
。
ま
ず

は
、
広
陵
町
が
こ
れ
ま
で
行
っ
て

き
た
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
の

事
例
を
と
り
ま
と
め
て
H
P
で
発

信
し
て
は
ど
う
か
。
そ
う
す
れ
ば
、

何
か
広
陵
町
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た

い
と
思
っ
て
い
る
方
の
後
押
し
に

まちづくり問

や
り
た
い
と
困
っ
た

を
繋
ぐ
協
働
の
仕

組
み
づ
く
り

　
　
事
例
の
発
信
の
次
は
、
町
民

と
町
の
課
題
を
共
有
し
、
町
民
か

ら
の
解
決
策
を
募
る
こ
と
だ
と
思

う
。
先
日
の
上
田
部
奥
鳥
井
線
を

活
用
し
た
「
ツ
ム
グ
フ
ー
ド
ス
ト

問 理
事
者

　「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
事
例

に
つ
い
て
は
H
P
で
都
度
発
信
し

て
い
る
が
、
ま
と
ま
っ
て
お
ら
ず
、

ど
こ
を
見
た
ら
い
い
か
分
か
り
づ

ら
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
取
り

ま
と
め
の
方
法
や
S
N
S
を
使
っ

た
効
果
的
な
発
信
に
つ
い
て
検
討

す
る
。

理
事
者

　
本
町
に
は
枚
方
市
の
「
枚
方
市

公
民
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」

の
よ
う
な
町
の
課
題
解
決
に
向
け

た
提
案
制
度
の
仕
組
み
は
現
状
な

い
が
、
本
町
に
適
合
し
た
シ
ス
テ

ム
の
構
築
を
検
討
す
る
。

の
支
援
制
度
の
創
設
な
ど
の
見
解

を
聞
く
。

③
結
婚
を
望
む
人
に
支
援
を
充
実

さ
せ
る
た
め
「
結
婚
支
援
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
の
配
置
や
、
新

婚
家
庭
の
経
済
的
な
軽
減
に
つ

い
て
の
見
解
を
聞
く
。

　
N
P
O
法
人
委
託
す
る
事
業
を

開
始
す
る
。
産
後
ド
ゥ
ー
ラ
の

確
保
に
つ
い
て
の
調
査
・
研
究

を
行
っ
て
い
く
。

③
民
間
事
業
者
等
の
事
業
力
を
活

か
し
た
支
援
を
検
討
し
て
い
く
。

会
、
支
部
長
会
に
お
い
て
補
助
金

創
設
の
趣
旨
等
を
説
明
し
、
理
解

を
得
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
る
。

今
後
も
、
補
助
金
等
の
制
度
周
知

を
図
り
な
が
ら
、
誰
も
が
住
み
や

す
い
、
農
業
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

な
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、

そ
う
い
っ
た
情
報
の
発
信
に
特
化

し
た
S
N
S
を
整
備
す
れ
ば
よ
り

効
果
的
な
情
報
発
信
や
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
に
つ
な
が
る
と
思
う
が

ど
う
か
。

リ
ー
ト
」
の
よ
う
に
、
町
の
中
で

活
用
で
き
る
場
所
を
示
せ
ば
、
事

業
を
提
案
で
き
る
団
体
も
出
て
く

る
と
思
う
。
道
路
、
河
川
敷
、
公

共
施
設
、
か
つ
ら
ぎ
の
道
等
活
用

で
き
そ
う
な
エ
リ
ア
が
あ
る
の
で

そ
う
い
っ
た
情
報
や
町
の
課
題
を

取
り
ま
と
め
て
公
表
し
て
は
ど
う

か
。
河
川
に
関
し
て
は
、
国
土
交

通
省
が
「
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
リ
ス
ト
」

と
し
て
活
用
可
能
な
エ
リ
ア
の
取

り
ま
と
め
を
行
っ
て
い
る
。

その他の
質問事項
〇
地
域
防
災
力
の
向
上

へ
の
取
り
組
み
強
化
を
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①
こ
の
度
、
妊
娠
期
か
ら
出
産
・

子
育
て
ま
で
一
貫
し
た
「
伴
走

型
相
談
支
援
」
と
、
妊
娠
・
出

産
時
に
計
10
万
円
相
当
を
支
給

す
る
財
源
が
確
保
さ
れ
た
。
本

町
に
お
い
て
、
０
歳
児
の
見
守

り
訪
問
事
業
の
展
開
に
つ
い
て
、

具
体
的
に
何
を
ど
の
様
に
進
め

よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。
特
に
、

現
場
に
寄
り
添
う
伴
走
型
支
援

に
つ
い
て
は
、
人
材
の
育
成
や

確
保
の
た
め
の
体
制
整
備
が
必

要
だ
。
見
解
を
聞
く
。

②
産
後
の
お
母
さ
ん
に
寄
り
添
っ

た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
家
事

支
援
員
（
産
後
ド
ゥ
ー
ラ
）
の

育
成
や
確
保
が
必
要
だ
。
家
事

支
援
員
等
の
資
格
を
取
る
た
め

子育て支援問

安
心
で
安
全
な
子

育
て
環
境
の
整
備

に
つ
い
て

町
長

①
出
生
児
が
２
か
月
に
な
る
ま
で

を
目
途
に
、
全
て
の
家
庭
を
助

産
師
や
保
健
師
が
訪
問
。
４
か

月
児
健
診
、
10
か
月
児
相
談
を

行
い
、
成
長
発
達
を
確
認
す
る

と
と
も
に
、
保
護
者
の
悩
み
や

心
配
事
に
傾
聴
し
、
寄
り
添
い

助
言
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
今

後
も
、
事
業
を
継
続
し
、
伴
走

型
相
談
支
援
に
重
要
な
関
係
機

関
の
連
携
強
化
に
努
め
る
。

②
４
月
か
ら
奈
良
県
で
は
初
め
て

と
な
る
ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
を
香

芝
市
と
の
相
互
連
携
に
よ
り
、

　
　
令
和
5
年
度
予
算
で
は
、
野

焼
き
を
行
わ
な
い
環
境
に
や
さ
し

い
農
業
推
進
補
助
金
交
付
事
業
が
、

新
規
事
業
と
し
て
予
算
計
上
さ
れ

て
い
る
。
推
進
に
あ
た
り
、
周
知

し
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
町
の

取
組
を
聞
く
。

環境問

農
地
に
お
け
る
野

焼
き
に
つ
い
て

町
長

　
周
知
に
つ
い
て
は
、
区
長
・
自

治
会
長
会
を
は
じ
め
、
農
業
委
員

　
　
広
陵
町
に
お
い
て
は
、
2
0
2
1

年
度
よ
り
「
広
陵
町
自
治
基
本
条

例
」
を
制
定
し
、町
民
に
対
し
、「
情

報
共
有
」
を
行
い
、
町
民
が
ま
ち

づ
く
り
に「
参
画
」し
、町
民・行
政
・

議
会
が
「
協
働
」
で
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
を
行
う
こ
と
を
目
指

し
て
い
る
。
実
際
に
「
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
」
の
事
例
は
出
て
き
て

い
る
が
、
よ
り
広
く
継
続
的
に
自

治
基
本
条
例
の
理
念
を
体
現
す
る

た
め
に
は
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の

整
備
が
必
要
で
は
な
い
か
。
ま
ず

は
、
広
陵
町
が
こ
れ
ま
で
行
っ
て

き
た
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
の

事
例
を
と
り
ま
と
め
て
H
P
で
発

信
し
て
は
ど
う
か
。
そ
う
す
れ
ば
、

何
か
広
陵
町
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た

い
と
思
っ
て
い
る
方
の
後
押
し
に

まちづくり問

や
り
た
い
と
困
っ
た

を
繋
ぐ
協
働
の
仕

組
み
づ
く
り

　
　
事
例
の
発
信
の
次
は
、
町
民

と
町
の
課
題
を
共
有
し
、
町
民
か

ら
の
解
決
策
を
募
る
こ
と
だ
と
思

う
。
先
日
の
上
田
部
奥
鳥
井
線
を

活
用
し
た
「
ツ
ム
グ
フ
ー
ド
ス
ト

問 理
事
者

　「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
事
例

に
つ
い
て
は
H
P
で
都
度
発
信
し

て
い
る
が
、
ま
と
ま
っ
て
お
ら
ず
、

ど
こ
を
見
た
ら
い
い
か
分
か
り
づ

ら
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
取
り

ま
と
め
の
方
法
や
S
N
S
を
使
っ

た
効
果
的
な
発
信
に
つ
い
て
検
討

す
る
。

理
事
者

　
本
町
に
は
枚
方
市
の
「
枚
方
市

公
民
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」

の
よ
う
な
町
の
課
題
解
決
に
向
け

た
提
案
制
度
の
仕
組
み
は
現
状
な

い
が
、
本
町
に
適
合
し
た
シ
ス
テ

ム
の
構
築
を
検
討
す
る
。

の
支
援
制
度
の
創
設
な
ど
の
見
解

を
聞
く
。

③
結
婚
を
望
む
人
に
支
援
を
充
実

さ
せ
る
た
め
「
結
婚
支
援
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
の
配
置
や
、
新

婚
家
庭
の
経
済
的
な
軽
減
に
つ

い
て
の
見
解
を
聞
く
。

　
N
P
O
法
人
委
託
す
る
事
業
を

開
始
す
る
。
産
後
ド
ゥ
ー
ラ
の

確
保
に
つ
い
て
の
調
査
・
研
究

を
行
っ
て
い
く
。

③
民
間
事
業
者
等
の
事
業
力
を
活

か
し
た
支
援
を
検
討
し
て
い
く
。

会
、
支
部
長
会
に
お
い
て
補
助
金

創
設
の
趣
旨
等
を
説
明
し
、
理
解

を
得
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
る
。

今
後
も
、
補
助
金
等
の
制
度
周
知

を
図
り
な
が
ら
、
誰
も
が
住
み
や

す
い
、
農
業
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

な
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、

そ
う
い
っ
た
情
報
の
発
信
に
特
化

し
た
S
N
S
を
整
備
す
れ
ば
よ
り

効
果
的
な
情
報
発
信
や
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
に
つ
な
が
る
と
思
う
が

ど
う
か
。

リ
ー
ト
」
の
よ
う
に
、
町
の
中
で

活
用
で
き
る
場
所
を
示
せ
ば
、
事

業
を
提
案
で
き
る
団
体
も
出
て
く

る
と
思
う
。
道
路
、
河
川
敷
、
公

共
施
設
、
か
つ
ら
ぎ
の
道
等
活
用

で
き
そ
う
な
エ
リ
ア
が
あ
る
の
で

そ
う
い
っ
た
情
報
や
町
の
課
題
を

取
り
ま
と
め
て
公
表
し
て
は
ど
う

か
。
河
川
に
関
し
て
は
、
国
土
交

通
省
が
「
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
リ
ス
ト
」

と
し
て
活
用
可
能
な
エ
リ
ア
の
取

り
ま
と
め
を
行
っ
て
い
る
。

その他の
質問事項
〇
地
域
防
災
力
の
向
上

へ
の
取
り
組
み
強
化
を
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坂野　佳宏
さ か の よ し ひ ろ

　
　
六
道
山
、
大
塚
地
区
の
中
和

幹
線
両
側
で
の
地
区
計
画
に
よ
る

企
業
誘
致
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
、
今
後
の
予
定

は
ど
う
な
る
の
か
。

　
地
元
の
意
向
の
聞
き
取
り
や
、

説
明
会
が
無
い
の
は
何
故
か
。
　

　
現
在
、
地
元
に
不
動
産
業
者
が

先
買
い
す
る
た
め
地
権
者
宅
を

回
っ
て
い
る
。

　
安
価
で
売
り
急
ぎ
し
な
い
よ
う
、

意
向
調
査
か
説
明
会
を
急
い
で
い

た
だ
き
た
い
。

都市計画問

中
和
幹
線
周
辺
の

地
区
計
画
の
進
捗

状
況
は

　
　
令
和
４
年
６
月
の
一
般
質
問

で
ド
ッ
グ
ラ
ン
の
設
置
を
お
願
い

し
た
と
こ
ろ
、
町
長
の
私
見
と
し

て
、
現
リ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
の
空
き

地
で
検
討
し
て
み
た
い
と
答
弁
さ

れ
た
。

　
そ
の
後
、
検
討
さ
れ
た
の
か
、
ま

た
、
そ
の
結
果
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。

動物愛護問

ド
ッ
グ
ラ
ン
に
つ

い
て

町
長

　
２
年
間
、
土
地
利
用
計
画
を
進

め
る
た
め
、
企
業
ニ
ー
ズ
調
査
と

農
業
振
興
ゾ
ー
ン
の
設
定
を
研
究

町
長

　
実
施
に
あ
た
り
ど
の
よ
う
に
運

し
、
奈
良
県
関
係
機
関
と
も
協
議

を
行
う
中
で
、
農
政
部
局
か
ら
も

一
定
の
理
解
を
得
た
。

　
産
業
総
合
支
援
課
、
農
業
振
興

課
、
都
市
整
備
課
の
３
課
が
、
連

携
し
て
進
め
る
必
要
が
あ
る
の
で
、

関
係
部
課
長
に
は
緊
密
か
つ
積
極

的
な
連
携
を
指
示
し
て
い
る
。

　
令
和
５
年
度
の
取
組
と
し
て
は
、

農
業
振
興
課
は
、
農
業
関
係
者
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

　
次
に
、
産
業
総
合
支
援
課
は
、

こ
れ
ま
で
に
進
出
意
向
を
示
し
て

い
た
企
業
と
更
に
協
議
を
重
ね
、

企
業
立
地
に
向
け
た
調
整
を
進
め

る
と
と
も
に
、
可
能
性
の
あ
る
企

業
に
は
訪
問
に
よ
る
サ
ウ
ン
デ
ィ

ン
グ
調
査
を
実
施
す
る
。

　
都
市
整
備
課
は
こ
れ
ま
で
の
企

業
ニ
ー
ズ
調
査
の
結
果
や
意
向
調

査
な
ど
か
ら
、
周
辺
の
道
路
整
備

に
つ
い
て
行
政
が
中
心
と
な
っ
て

行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
と
の
声
が

あ
り
、
更
な
る
企
業
呼
び
込
み
に

繋
が
る
よ
う
、
道
路
整
備
に
向
け

た
調
査
を
進
め
て
い
く
。

　
土
地
活
用
ゾ
ー
ン
の
案
を
持
っ

て
地
元
協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

営
す
べ
き
か
検
討
し
て
い
る
が
、

ま
だ
、
試
行
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　
去
年
、
町
内
商
業
施
設
運
営
会

社
か
ら
駐
車
場
を
活
用
し
た
ド
ッ

グ
ラ
ン
の
整
備
の
提
案
を
受
け
た

こ
と
か
ら
、
系
列
会
社
の
施
設
の

視
察
を
行
っ
た
。

　
運
営
会
社
か
ら
提
案
い
た
だ
い

た
行
政
で
整
備
を
行
い
、
民
間
で

運
営
す
る
公
民
連
携
で
の
手
法
も

検
討
し
て
い
る
。

　
今
後
、
ど
れ
く
ら
い
の
方
が
利

用
さ
れ
る
の
か
、
地
域
分
析
を
踏

ま
え
現
在
研
究
中
で
あ
る
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
は

参
加
型
意
見
交
換
の
場

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
は

公
募
に
よ
り
、
民
間
の
事
業
か
ら

広
く
意
見
を
求
め
る

町内で活動している団体やサークルを紹介し
ます。（活動団体は、営利活動を目的としない
公共性・公益性が高いボランティア的な団体
を掲載しています。）

　1987年に、「なのはな文庫」として発足し、
文庫活動からスタートしました。今日では、
子どもたちを対象に、大型紙しばいや人形
劇、ブラックパネルシアター、影絵、ペープ
サートなどを手作りして、幼稚園、小学校、
図書館、子ども会などで、おはなし会を開催
しています。もちろん、子どもたちの笑顔に
会えるのが一番のモチベーションになってい
ますが、みんなで、アイデアをいろいろ出し
ながらの、にぎやかな製作活動も、私たち
の大事な楽しいひと時になっています。

第19回第19回

おはなしぽっけ　プチトマトおはなしぽっけ　プチトマトおはなしぽっけ　プチトマトおはなしぽっけ　プチトマト

●毎週土曜日　１４：００～１６：００
　（真美ヶ丘体育館和室）

●依頼のあった日
　（幼稚園、小学校、図書館、子ども会など）

活動場所

▲大型紙しばいの様子

活動内容

▲おはなしぽっけ　プチトマトの皆さん

問合先 広陵町社会福祉協議会（さわやかホール）
☎０７４５－５５－８３００　おはなしぽっけプチトマト　代表　安藤　三惠子

地域のつながり地域のつながり地域のつながり
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坂野　佳宏
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六
道
山
、
大
塚
地
区
の
中
和

幹
線
両
側
で
の
地
区
計
画
に
よ
る

企
業
誘
致
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
、
今
後
の
予
定

は
ど
う
な
る
の
か
。

　
地
元
の
意
向
の
聞
き
取
り
や
、

説
明
会
が
無
い
の
は
何
故
か
。
　

　
現
在
、
地
元
に
不
動
産
業
者
が

先
買
い
す
る
た
め
地
権
者
宅
を

回
っ
て
い
る
。

　
安
価
で
売
り
急
ぎ
し
な
い
よ
う
、

意
向
調
査
か
説
明
会
を
急
い
で
い

た
だ
き
た
い
。

都市計画問

中
和
幹
線
周
辺
の

地
区
計
画
の
進
捗

状
況
は

　
　
令
和
４
年
６
月
の
一
般
質
問

で
ド
ッ
グ
ラ
ン
の
設
置
を
お
願
い

し
た
と
こ
ろ
、
町
長
の
私
見
と
し

て
、
現
リ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
の
空
き

地
で
検
討
し
て
み
た
い
と
答
弁
さ

れ
た
。

　
そ
の
後
、
検
討
さ
れ
た
の
か
、
ま

た
、
そ
の
結
果
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。

動物愛護問

ド
ッ
グ
ラ
ン
に
つ

い
て

町
長

　
２
年
間
、
土
地
利
用
計
画
を
進

め
る
た
め
、
企
業
ニ
ー
ズ
調
査
と

農
業
振
興
ゾ
ー
ン
の
設
定
を
研
究

町
長

　
実
施
に
あ
た
り
ど
の
よ
う
に
運

し
、
奈
良
県
関
係
機
関
と
も
協
議

を
行
う
中
で
、
農
政
部
局
か
ら
も

一
定
の
理
解
を
得
た
。

　
産
業
総
合
支
援
課
、
農
業
振
興

課
、
都
市
整
備
課
の
３
課
が
、
連

携
し
て
進
め
る
必
要
が
あ
る
の
で
、

関
係
部
課
長
に
は
緊
密
か
つ
積
極

的
な
連
携
を
指
示
し
て
い
る
。

　
令
和
５
年
度
の
取
組
と
し
て
は
、

農
業
振
興
課
は
、
農
業
関
係
者
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

　
次
に
、
産
業
総
合
支
援
課
は
、

こ
れ
ま
で
に
進
出
意
向
を
示
し
て

い
た
企
業
と
更
に
協
議
を
重
ね
、

企
業
立
地
に
向
け
た
調
整
を
進
め

る
と
と
も
に
、
可
能
性
の
あ
る
企

業
に
は
訪
問
に
よ
る
サ
ウ
ン
デ
ィ

ン
グ
調
査
を
実
施
す
る
。

　
都
市
整
備
課
は
こ
れ
ま
で
の
企

業
ニ
ー
ズ
調
査
の
結
果
や
意
向
調

査
な
ど
か
ら
、
周
辺
の
道
路
整
備

に
つ
い
て
行
政
が
中
心
と
な
っ
て

行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
と
の
声
が

あ
り
、
更
な
る
企
業
呼
び
込
み
に

繋
が
る
よ
う
、
道
路
整
備
に
向
け

た
調
査
を
進
め
て
い
く
。

　
土
地
活
用
ゾ
ー
ン
の
案
を
持
っ

て
地
元
協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

営
す
べ
き
か
検
討
し
て
い
る
が
、

ま
だ
、
試
行
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　
去
年
、
町
内
商
業
施
設
運
営
会

社
か
ら
駐
車
場
を
活
用
し
た
ド
ッ

グ
ラ
ン
の
整
備
の
提
案
を
受
け
た

こ
と
か
ら
、
系
列
会
社
の
施
設
の

視
察
を
行
っ
た
。

　
運
営
会
社
か
ら
提
案
い
た
だ
い

た
行
政
で
整
備
を
行
い
、
民
間
で

運
営
す
る
公
民
連
携
で
の
手
法
も

検
討
し
て
い
る
。

　
今
後
、
ど
れ
く
ら
い
の
方
が
利

用
さ
れ
る
の
か
、
地
域
分
析
を
踏

ま
え
現
在
研
究
中
で
あ
る
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
は

参
加
型
意
見
交
換
の
場

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
は

公
募
に
よ
り
、
民
間
の
事
業
か
ら

広
く
意
見
を
求
め
る

町内で活動している団体やサークルを紹介し
ます。（活動団体は、営利活動を目的としない
公共性・公益性が高いボランティア的な団体
を掲載しています。）

　1987年に、「なのはな文庫」として発足し、
文庫活動からスタートしました。今日では、
子どもたちを対象に、大型紙しばいや人形
劇、ブラックパネルシアター、影絵、ペープ
サートなどを手作りして、幼稚園、小学校、
図書館、子ども会などで、おはなし会を開催
しています。もちろん、子どもたちの笑顔に
会えるのが一番のモチベーションになってい
ますが、みんなで、アイデアをいろいろ出し
ながらの、にぎやかな製作活動も、私たち
の大事な楽しいひと時になっています。
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おはなしぽっけ　プチトマトおはなしぽっけ　プチトマトおはなしぽっけ　プチトマトおはなしぽっけ　プチトマト
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　（真美ヶ丘体育館和室）

●依頼のあった日
　（幼稚園、小学校、図書館、子ども会など）
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▲大型紙しばいの様子
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　第１回定例会（３月議会）に上程され、総務文教委員会・厚生建設委員会に付託された１６
件について審査を行いました。その結果は本議会に上程され採決されます。その主な内容と
結果をお知らせします。 委員会 の 窓委員会 の 窓委員会 の 窓委員会 の 窓

　
　
　
　
　
　
　
職
員
の
高
齢
者

部
分
休
業
に
関
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　
　
　
こ
の
制
度
を
活
用
す
る
こ

と
は
、
55
歳
を
過
ぎ
た
方
に
と
っ

て
選
択
肢
の
一
つ
と
な
り
得
る
の

か
。

　
　
　
常
勤
勤
務
者
の
正
職
員
が

対
象
と
な
る
。
身
体
的
な
事
情
に

よ
り
病
休
を
取
っ
た
方
は
、
職
場

復
帰
は
す
る
が
通
院
が
必
要
な
方

も
い
る
た
め
、
こ
の
制
度
を
活
用

す
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
１

時
間
に
対
し
給
料
減
額
支
給
が
規

定
さ
れ
て
お
り
、
本
人
に
不
利
益

が
生
じ
る
。
年
休
を
取
り
、
不
足

す
る
場
合
に
活
用
す
る
と
想
定
し

て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
地
方
公
務
員
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行

に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　
　
定
年
延
長
に
な
っ
た
方
が

役
職
に
就
く
こ
と
も
あ
る
と
い
う

認
識
で
よ
い
か
。

　
　
　
役
職
定
年
が
基
本
と
な
る

が
、
特
任
事
項
が
あ
る
場
合
は
、

特
例
で
役
職
を
継
続
す
る
こ
と
を

条
例
で
制
定
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
職
員
の
定
年
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
定
年
前
の
再
任
用
短
時
間

勤
務
と
高
齢
者
部
分
休
業
の
違
い

は
何
か
。

　
　
　
定
年
前
の
再
任
用
短
時
間

勤
務
で
は
、
一
旦
退
職
と
な
っ
て

か
ら
短
時
間
勤
務
を
選
択
し
て
も

ら
う
。
高
齢
者
部
分
休
業
で
は
、

そ
の
ま
ま
の
身
分
で
勤
務
し
て
も

ら
う
た
め
、
諸
手
当
等
は
常
勤
と

同
様
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
令
和
４
年
度
広

陵
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
11

号
）

　
　
　
百
済
中
央
線
バ
イ
パ
ス
整

備
事
業
の
予
算
が
、
２
，
０
０
０

万
円
減
額
補
正
と
な
っ
て
い
る

が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
事
業
を
進

め
て
い
く
の
か
。

　
　
　
国
庫
補
助
金
３
，
０
０
０

万
円
の
予
算
要
望
の
中
で
、
国
か

ら
１
，
０
０
０
万
円
が
確
定
し
た

た
め
、
差
額
２
，
０
０
０
万
円
を

減
額
補
正
し
て
い
る
。
国
庫
補
助

金
１
，０
０
０
万
円
に
つ
い
て
は
、

百
済
バ
イ
パ
ス
に
お
け
る
排
水
構

造
物
の
設
計
等
に
支
出
し
て
い

る
。
来
年
度
に
は
、
バ
イ
パ
ス
本

体
の
一
部
整
備
と
排
水
構
造
物
の

整
備
工
事
を
予
定
し
、
令
和
７
年

度
完
了
予
定
で
事
業
を
進
め
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
広
陵
町
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
の
一
部
を
改

訂
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
Ｐ
Ｆ
Ｉ
な
ど
の
公
民
連
携

手
法
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
つ
い

て
、
民
間
に
任
せ
ら
れ
る
部
分
は

任
せ
て
、
必
要
な
イ
ン
フ
ラ
は
町

が
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
町
の
見

解
は
ど
う
か
。

　
　
　
歳
入
に
つ
い
て
は
、
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
を
策
定
す

る
最
終
の
40
年
後
を
見
据
え
る

と
、
住
民
税
は
約
１
割
減
少
す
る

見
込
み
で
あ
る
。

　
公
共
施
設
で
は
、
減
価
償
却
率

が
約
７
割
に
近
づ
こ
う
と
し
て
お

り
、
県
内
の
公
共
施
設
で
も
老
朽

化
率
が
比
較
的
高
い
こ
と
を
示
し

て
い
る
。本
町
の
特
徴
と
し
て
は
、

真
美
ヶ
丘
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
開
発

時
に
公
共
施
設
が
一
斉
に
建
て
ら

れ
た
状
況
も
あ
り
、
解
消
す
る
に

は
税
金
の
み
で
対
応
は
難
し
い
。

そ
の
た
め
、
公
民
連
携
手
法
を
積

極
的
に
活
用
し
、
公
共
施
設
を
よ

り
適
正
効
果
的
に
更
新
し
て
い
き

　
　
　
　
　
　
　
広
陵
町
国
民
健

康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
令
和
６
年
度
か
ら
の
県
単

位
化
後
は
県
の
ど
こ
に
住
ん
で
い

て
も
同
一
世
帯
で
あ
れ
ば
、
同
一

の
保
険
料
と
い
う
こ
と
な
ら
、
広

陵
町
の
方
が
、
他
の
市
町
村
へ
転

出
し
た
場
合
で
も
、
所
得
割
や
均

等
割
等
の
税
率
は
同
じ
で
あ
る
の

か
。

　
　
　
令
和
６
年
度
か
ら
は
、
転

入
・
転
出
に
関
し
て
も
県
内
で
あ

れ
ば
全
て
同
じ
税
率
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
広
陵
町
特
定
教

育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型

保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
及
び
広
陵
町
家
庭

的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
懲
戒
権
と
い
う
の
は
ど
の

よ
う
な
も
の
で
な
ぜ
こ
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
改
正
す
る
の
か
。

　
　
　
懲
戒
権
と
い
う
の
は
「
親

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　

総
務
文
教
委
員
会

総
務
文
教
委
員
会

議
案
第
7
号

議
案
第
9
号

議
案
第
16
号

議
案
第
28
号

質
問

質
問

質
問

質
問

回
答

回
答

回
答

回
答

質
問

回
答

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

賛
成
多
数
で
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

議
案
第
8
号

の
し
つ
け
を
す
る
権
利
」
と
し
て

民
法
に
規
定
さ
れ
て
い
た
も
の
で

あ
る
が
、
民
法
か
ら
懲
戒
権
と
い

う
文
言
が
削
除
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
当
条
例
の
条
文
も
不
要
に

な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
広
陵
町
家
庭
的

保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
及
び

広
陵
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
送
迎
の
際
の
、
子
ど
も
の

積
み
残
し
に
つ
い
て
の
対
策
は
。

　
　
　
今
回
の
法
律
改
正
に
伴

い
、
送
迎
バ
ス
に
ブ
ザ
ー
等
の
安

全
装
置
の
装
備
の
義
務
化
が
さ
れ

た
。

　
　
　
　
　
　
　
広
陵
町
国
民
健

康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
産
科
医
療
補
償
制
度
に
加

入
し
て
い
れ
ば
、
出
産
一
時
金
を

42
万
円
か
ら
50
万
円
に
引
き
上
げ

る
と
の
こ
と
だ
が
、
出
産
費
用
は

も
っ
と
か
か
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
出
産
費
用
に
関
し
て
は
帝

王
切
開
に
な
れ
ば
50
万
円
未
満
に

な
る
な
ど
、
50
万
円
で
足
り
る

ケ
ー
ス
と
足
り
な
い
ケ
ー
ス
が
あ

る
。
出
産
一
時
金
の
金
額
の
算
定

に
つ
い
て
は
、
令
和
4
年
度
の
全

施
設
の
出
産
費
用
の
平
均
額
で
決

定
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
広
陵
町
水
道
事

業
給
水
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
給
水
の
配
管
工
事
に
つ
い

て
、隣
の
方
の
同
意
が
な
く
て
も
、

誓
約
書
だ
け
で
工
事
に
着
手
で
き

る
と
の
こ
と
だ
が
、
訴
訟
リ
ス
ク

は
な
い
の
か
。ま
た
、訴
訟
に
な
っ

た
場
合
に
は
施
工
主
は
保
護
さ
れ

る
の
か
。

　
　
　
民
法
で
定
め
ら
れ
た
権
利

な
の
で
、
訴
訟
に
な
れ
ば
、
生
活

の
た
め
に
必
要
な
継
続
的
給
付
に

つ
い
て
は
認
め
ら
れ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
し
か
し
、
基
本
的
に
は
同

意
を
得
て
い
た
だ
く
の
が
理
想
で

あ
り
、
町
と
し
て
も
両
者
の
調
整

を
図
る
な
ど
、
サ
ポ
ー
ト
に
努
め

る
。

　
　
　
　
　
　
　
広
陵
町
エ
コ
セ

ン
タ
ー
設
置
条
例
の
廃
止
に
つ
い

て　
　
　
エ
コ
セ
ン
タ
ー
の
跡
地
は

ど
う
な
る
の
か
。
ま
た
、
紙
す
き

教
室
の
事
業
継
承
は
。

　
　
　
3
月
末
に
実
施
す
る
、
公

共
施
設
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
で

検
討
す
る
予
定
。
紙
す
き
業
務
で

使
っ
て
い
た
マ
テ
リ
ア
ル
機
能

が
、
所
期
の
目
標
を
達
成
し
た
こ

と
か
ら
、
見
立
山
公
園
で
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
て

い
る
ポ
ケ
ッ
ト
の
事
業
や
役
所
の

文
書
保
管
庫
と
し
て
活
用
で
き
な

い
か
検
討
中
。

　
　
　
　
　
　
　
広
陵
町
ま
ち
づ

く
り
推
進
計
画
を
定
め
る
こ
と
に

つ
い
て

　
　
　
自
治
基
本
条
例
の
推
進
に

際
し
て
は
、
職
員
だ
け
で
は
な
く

地
域
を
巻
き
込
ん
だ
研
修
に
し
て

は
ど
う
か
。

　
　
　
校
区
単
位
で
地
域
の
意
見

交
換
会
も
検
討
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
広
陵
町
男
女
協

働
参
画
後
期
行
動
計
画
を
定
め
る

こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓

制
度
は
い
つ
ど
の
よ
う
な
形
で
の

導
入
が
見
込
ま
れ
る
か
。

　
　
　
要
綱
で
の
整
備
を
検
討
し

て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
奈
良
県
広
域
水

道
企
業
団
設
立
準
備
協
議
会
の
設

置
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

　
　
　
協
議
会
が
設
置
さ
れ
る

と
、
水
道
料
金
の
決
定
権
を
、
市

町
村
議
会
は
失
う
こ
と
に
な
る
と

思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
で
は
住
民
の

意
思
が
反
映
さ
れ
な
く
な
る
の
で

は
。
ま
た
、
各
市
町
村
の
窓
口
は

ど
う
な
る
の
か
。

　
　
　
広
陵
町
も
協
議
会
の
中
に

入
り
意
見
も
言
え
る
の
で
、
住
民

の
声
は
反
映
さ
れ
る
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
各
市
町
村
の
窓
口
は

約
10
年
間
は
各
市
町
村
に
残
し
、

そ
の
後
い
く
つ
か
に
統
合
し
て
い

く
。

　
　
　
　
　
　
　
奈
良
県
葛
城
地

区
清
掃
事
務
組
合
規
約
の
変
更
に

つ
い
て 厚

生
建
設
委
員
会

厚
生
建
設
委
員
会

議
案
第
10
号

議
案
第
12
号

議
案
第
13
号

議
案
第
14
号

議
案
第
15
号

質
問

質
問

質
問

質
問

回
答

回
答

回
答

議
案
第
26
号

議
案
第
27
号

議
案
第
29
号

質
問

質
問

回
答

回
答

議
案
第
30
号

質
問

回
答

質
問

質
問

回
答

回
答

賛
成
多
数
で
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

賛
成
多
数
で
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

賛
成
多
数
で
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

議
案
第
11
号

回
答

広陵町議会だより　121号広陵町議会だより　121号
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　第１回定例会（３月議会）に上程され、総務文教委員会・厚生建設委員会に付託された１６
件について審査を行いました。その結果は本議会に上程され採決されます。その主な内容と
結果をお知らせします。 委員会 の 窓委員会 の 窓委員会 の 窓委員会 の 窓

　
　
　
　
　
　
　
職
員
の
高
齢
者

部
分
休
業
に
関
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　
　
　
こ
の
制
度
を
活
用
す
る
こ

と
は
、
55
歳
を
過
ぎ
た
方
に
と
っ

て
選
択
肢
の
一
つ
と
な
り
得
る
の

か
。

　
　
　
常
勤
勤
務
者
の
正
職
員
が

対
象
と
な
る
。
身
体
的
な
事
情
に

よ
り
病
休
を
取
っ
た
方
は
、
職
場

復
帰
は
す
る
が
通
院
が
必
要
な
方

も
い
る
た
め
、
こ
の
制
度
を
活
用

す
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
１

時
間
に
対
し
給
料
減
額
支
給
が
規

定
さ
れ
て
お
り
、
本
人
に
不
利
益

が
生
じ
る
。
年
休
を
取
り
、
不
足

す
る
場
合
に
活
用
す
る
と
想
定
し

て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
地
方
公
務
員
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行

に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　
　
定
年
延
長
に
な
っ
た
方
が

役
職
に
就
く
こ
と
も
あ
る
と
い
う

認
識
で
よ
い
か
。

　
　
　
役
職
定
年
が
基
本
と
な
る

が
、
特
任
事
項
が
あ
る
場
合
は
、

特
例
で
役
職
を
継
続
す
る
こ
と
を

条
例
で
制
定
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
職
員
の
定
年
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
定
年
前
の
再
任
用
短
時
間

勤
務
と
高
齢
者
部
分
休
業
の
違
い

は
何
か
。

　
　
　
定
年
前
の
再
任
用
短
時
間

勤
務
で
は
、
一
旦
退
職
と
な
っ
て

か
ら
短
時
間
勤
務
を
選
択
し
て
も

ら
う
。
高
齢
者
部
分
休
業
で
は
、

そ
の
ま
ま
の
身
分
で
勤
務
し
て
も

ら
う
た
め
、
諸
手
当
等
は
常
勤
と

同
様
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
令
和
４
年
度
広

陵
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
11

号
）

　
　
　
百
済
中
央
線
バ
イ
パ
ス
整

備
事
業
の
予
算
が
、
２
，
０
０
０

万
円
減
額
補
正
と
な
っ
て
い
る

が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
事
業
を
進

め
て
い
く
の
か
。

　
　
　
国
庫
補
助
金
３
，
０
０
０

万
円
の
予
算
要
望
の
中
で
、
国
か

ら
１
，
０
０
０
万
円
が
確
定
し
た

た
め
、
差
額
２
，
０
０
０
万
円
を

減
額
補
正
し
て
い
る
。
国
庫
補
助

金
１
，０
０
０
万
円
に
つ
い
て
は
、

百
済
バ
イ
パ
ス
に
お
け
る
排
水
構

造
物
の
設
計
等
に
支
出
し
て
い

る
。
来
年
度
に
は
、
バ
イ
パ
ス
本

体
の
一
部
整
備
と
排
水
構
造
物
の

整
備
工
事
を
予
定
し
、
令
和
７
年

度
完
了
予
定
で
事
業
を
進
め
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
広
陵
町
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
の
一
部
を
改

訂
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
Ｐ
Ｆ
Ｉ
な
ど
の
公
民
連
携

手
法
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
つ
い

て
、
民
間
に
任
せ
ら
れ
る
部
分
は

任
せ
て
、
必
要
な
イ
ン
フ
ラ
は
町

が
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
町
の
見

解
は
ど
う
か
。

　
　
　
歳
入
に
つ
い
て
は
、
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
を
策
定
す

る
最
終
の
40
年
後
を
見
据
え
る

と
、
住
民
税
は
約
１
割
減
少
す
る

見
込
み
で
あ
る
。

　
公
共
施
設
で
は
、
減
価
償
却
率

が
約
７
割
に
近
づ
こ
う
と
し
て
お

り
、
県
内
の
公
共
施
設
で
も
老
朽

化
率
が
比
較
的
高
い
こ
と
を
示
し

て
い
る
。本
町
の
特
徴
と
し
て
は
、

真
美
ヶ
丘
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
開
発

時
に
公
共
施
設
が
一
斉
に
建
て
ら

れ
た
状
況
も
あ
り
、
解
消
す
る
に

は
税
金
の
み
で
対
応
は
難
し
い
。

そ
の
た
め
、
公
民
連
携
手
法
を
積

極
的
に
活
用
し
、
公
共
施
設
を
よ

り
適
正
効
果
的
に
更
新
し
て
い
き

　
　
　
　
　
　
　
広
陵
町
国
民
健

康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
令
和
６
年
度
か
ら
の
県
単

位
化
後
は
県
の
ど
こ
に
住
ん
で
い

て
も
同
一
世
帯
で
あ
れ
ば
、
同
一

の
保
険
料
と
い
う
こ
と
な
ら
、
広

陵
町
の
方
が
、
他
の
市
町
村
へ
転

出
し
た
場
合
で
も
、
所
得
割
や
均

等
割
等
の
税
率
は
同
じ
で
あ
る
の

か
。

　
　
　
令
和
６
年
度
か
ら
は
、
転

入
・
転
出
に
関
し
て
も
県
内
で
あ

れ
ば
全
て
同
じ
税
率
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
広
陵
町
特
定
教

育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型

保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
及
び
広
陵
町
家
庭

的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
懲
戒
権
と
い
う
の
は
ど
の

よ
う
な
も
の
で
な
ぜ
こ
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
改
正
す
る
の
か
。

　
　
　
懲
戒
権
と
い
う
の
は
「
親

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　

総
務
文
教
委
員
会

総
務
文
教
委
員
会

議
案
第
7
号

議
案
第
9
号

議
案
第
16
号

議
案
第
28
号

質
問

質
問

質
問

質
問

回
答

回
答

回
答

回
答

質
問

回
答

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

賛
成
多
数
で
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

議
案
第
8
号

の
し
つ
け
を
す
る
権
利
」
と
し
て

民
法
に
規
定
さ
れ
て
い
た
も
の
で

あ
る
が
、
民
法
か
ら
懲
戒
権
と
い

う
文
言
が
削
除
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
当
条
例
の
条
文
も
不
要
に

な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
広
陵
町
家
庭
的

保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
及
び

広
陵
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
送
迎
の
際
の
、
子
ど
も
の

積
み
残
し
に
つ
い
て
の
対
策
は
。

　
　
　
今
回
の
法
律
改
正
に
伴

い
、
送
迎
バ
ス
に
ブ
ザ
ー
等
の
安

全
装
置
の
装
備
の
義
務
化
が
さ
れ

た
。

　
　
　
　
　
　
　
広
陵
町
国
民
健

康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
産
科
医
療
補
償
制
度
に
加

入
し
て
い
れ
ば
、
出
産
一
時
金
を

42
万
円
か
ら
50
万
円
に
引
き
上
げ

る
と
の
こ
と
だ
が
、
出
産
費
用
は

も
っ
と
か
か
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
出
産
費
用
に
関
し
て
は
帝

王
切
開
に
な
れ
ば
50
万
円
未
満
に

な
る
な
ど
、
50
万
円
で
足
り
る

ケ
ー
ス
と
足
り
な
い
ケ
ー
ス
が
あ

る
。
出
産
一
時
金
の
金
額
の
算
定

に
つ
い
て
は
、
令
和
4
年
度
の
全

施
設
の
出
産
費
用
の
平
均
額
で
決

定
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
広
陵
町
水
道
事

業
給
水
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
給
水
の
配
管
工
事
に
つ
い

て
、隣
の
方
の
同
意
が
な
く
て
も
、

誓
約
書
だ
け
で
工
事
に
着
手
で
き

る
と
の
こ
と
だ
が
、
訴
訟
リ
ス
ク

は
な
い
の
か
。ま
た
、訴
訟
に
な
っ

た
場
合
に
は
施
工
主
は
保
護
さ
れ

る
の
か
。

　
　
　
民
法
で
定
め
ら
れ
た
権
利

な
の
で
、
訴
訟
に
な
れ
ば
、
生
活

の
た
め
に
必
要
な
継
続
的
給
付
に

つ
い
て
は
認
め
ら
れ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
し
か
し
、
基
本
的
に
は
同

意
を
得
て
い
た
だ
く
の
が
理
想
で

あ
り
、
町
と
し
て
も
両
者
の
調
整

を
図
る
な
ど
、
サ
ポ
ー
ト
に
努
め

る
。

　
　
　
　
　
　
　
広
陵
町
エ
コ
セ

ン
タ
ー
設
置
条
例
の
廃
止
に
つ
い

て　
　
　
エ
コ
セ
ン
タ
ー
の
跡
地
は

ど
う
な
る
の
か
。
ま
た
、
紙
す
き

教
室
の
事
業
継
承
は
。

　
　
　
3
月
末
に
実
施
す
る
、
公

共
施
設
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
で

検
討
す
る
予
定
。
紙
す
き
業
務
で

使
っ
て
い
た
マ
テ
リ
ア
ル
機
能

が
、
所
期
の
目
標
を
達
成
し
た
こ

と
か
ら
、
見
立
山
公
園
で
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
て

い
る
ポ
ケ
ッ
ト
の
事
業
や
役
所
の

文
書
保
管
庫
と
し
て
活
用
で
き
な

い
か
検
討
中
。

　
　
　
　
　
　
　
広
陵
町
ま
ち
づ

く
り
推
進
計
画
を
定
め
る
こ
と
に

つ
い
て

　
　
　
自
治
基
本
条
例
の
推
進
に

際
し
て
は
、
職
員
だ
け
で
は
な
く

地
域
を
巻
き
込
ん
だ
研
修
に
し
て

は
ど
う
か
。

　
　
　
校
区
単
位
で
地
域
の
意
見

交
換
会
も
検
討
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
広
陵
町
男
女
協

働
参
画
後
期
行
動
計
画
を
定
め
る

こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓

制
度
は
い
つ
ど
の
よ
う
な
形
で
の

導
入
が
見
込
ま
れ
る
か
。

　
　
　
要
綱
で
の
整
備
を
検
討
し

て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
奈
良
県
広
域
水

道
企
業
団
設
立
準
備
協
議
会
の
設

置
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

　
　
　
協
議
会
が
設
置
さ
れ
る

と
、
水
道
料
金
の
決
定
権
を
、
市

町
村
議
会
は
失
う
こ
と
に
な
る
と

思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
で
は
住
民
の

意
思
が
反
映
さ
れ
な
く
な
る
の
で

は
。
ま
た
、
各
市
町
村
の
窓
口
は

ど
う
な
る
の
か
。

　
　
　
広
陵
町
も
協
議
会
の
中
に

入
り
意
見
も
言
え
る
の
で
、
住
民

の
声
は
反
映
さ
れ
る
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
各
市
町
村
の
窓
口
は

約
10
年
間
は
各
市
町
村
に
残
し
、

そ
の
後
い
く
つ
か
に
統
合
し
て
い

く
。

　
　
　
　
　
　
　
奈
良
県
葛
城
地

区
清
掃
事
務
組
合
規
約
の
変
更
に

つ
い
て 厚

生
建
設
委
員
会

厚
生
建
設
委
員
会

議
案
第
10
号

議
案
第
12
号

議
案
第
13
号

議
案
第
14
号

議
案
第
15
号

質
問

質
問

質
問

質
問

回
答

回
答

回
答

議
案
第
26
号

議
案
第
27
号

議
案
第
29
号

質
問

質
問

回
答

回
答

議
案
第
30
号

質
問

回
答

質
問

質
問

回
答

回
答

賛
成
多
数
で
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

賛
成
多
数
で
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

賛
成
多
数
で
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

議
案
第
11
号

回
答

広陵町議会だより　121号広陵町議会だより　121号
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目　次予算を審査
何に使うの？

P.２　　就任のごあいさつ 
P.３　　常任委員会・議会運営委員会
P.４　　議会Ｎｅｗｓ
P.５　　令和５年度予算審査
P.８　　臨時会・定例会
P.１４　 一般質問
P.２７　 地域のつながり
P.２８　 委員会の窓

議
会
日
誌

編
集
後
記

２
月

10
日

21
日

27
日

28
日

３
月

３
日

８
日

９
日

10
日

13
日

14･

15
日

20
日

22
日

27
日

４
月

６
日

14
日

17
日

北
葛
城
郡
町
議
会
議
長

会
定
期
総
会

全
員
協
議
会

議
会
運
営
委
員
会

常
任
委
員
長
会

国
保
病
院
組
合
議
会

第
１
回
定
例
会（
初
日
）

第
１
回
定
例
会（
２
日
目
）

第
１
回
定
例
会（
３
日
目
）

第
１
回
定
例
会（
４
日
目
）

総
務
文
教
委
員
会

厚
生
建
設
委
員
会

予
算
審
査
特
別
委
員
会

議
員
懇
談
会

議
会
運
営
委
員
会
　

第
１
回
定
例
会（
最
終
日
）

県
町
村
議
会
議
長
会
定

期
総
会

第
１
回
広
報
編
集
委
員
会

第
２
回
広
報
編
集
委
員
会

全
員
協
議
会

議
会
運
営
委
員
会

第
２
回
臨
時
会

第
３
回
広
報
編
集
委
員
会

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
ま
だ

終
息
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
5
月
に

は
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
症
法
上
の
位
置
づ

け
が
5
類
に
移
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
桜
の
開
花
と
と
も
に
、
外
出
さ
れ

る
方
が
増
え
は
じ
め
ま
し
た
。
3
年
に
わ

た
る
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
は
、
私
た
ち
の
日

常
生
活
を
大
き
く
変
化
さ
せ
、
健
康
意

識
の
高
ま
り
や
人
と
の
関
わ
り
の
大
切
さ

に
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

　
広
陵
町
は
、
健
康
長
寿
の
ま
ち
を
め

ざ
し
て
様
々
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま

す
。
介
護
予
防
リ
ー
ダ
ー
（
K
E
E
P
）

が
「
通
い
の
場
」
や
「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」

に
出
向
き
、
地
域
の
方
々
と
の
交
流
を

深
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
骨
折
0（
ゼ
ロ
）

の
ま
ち
」
実
現
に
向
け
、
大
分
ト
リ
ニ
ー

タ
の
ト
レ
ー
ナ
ー
に
よ
る
「
脳
ト
レ
（
ラ

イ
フ
キ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
）」
事
業
も
開
始
さ

れ
ま
し
た
。

　
3
月
議
会
で
は
、
そ
う
し
た
事
業
を

含
む
令
和
５
年
度
の
予
算
を
は
じ
め
上

程
さ
れ
た
議
案
を
審
議
し
、
す
べ
て
可

決
し
ま
し
た
。
こ
の
「
議
会
だ
よ
り
」

を
通
し
て
、
町
政
や
議
会
の
情
報
を
住

民
の
皆
様
に
少
し
で
も
わ
か
り
や
す
く
お

伝
え
で
き
る
よ
う
に
、
広
報
編
集
委
員

会
で
は
心
掛
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
ご
意
見
や
ご
要

望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

広
報
編
集
委
員
会

　
委
　
員
　
長
　
山
村
　
美
咲
子

　
副 

委 

員 

長
　
山
田
　
美
津
代

　
委
　
　
　
員
　
堀
川
　
季
延

　
委
　
　
　
員
　
千
北
　
慎
也

　
委
　
　
　
員
　
岡
本
　
晃
隆

　
委
　
　
　
員
　
岡
橋
　
庄
次

議会だより議会だより

議会からの
お願い

議会だより取材
のため、腕章を着
用した議員また
は事務局員が写
真撮影に伺うこ
とがございます。
その際は、どうか
ご理解とご協力
をお願いいたし
ます。

曽我川沿いの桜（百済）曽我川沿いの桜（百済）

竹取公園竹取公園 馬見丘陵公園馬見丘陵公園

百済神主百済神主

広陵西小学
校

広陵西小学
校

広陵中学校入学式
制服が新しくなりまし

た広陵中学校入学式
制服が新しくなりまし

た

新しい制服で
がんばってね
新しい制服で
がんばってね

広陵町議会だより　121号
広
陵
町

議
会
だ
よ
り

令
和
5
年 

5
月
1
日

3
月
定
例
会

No.
1
2
1

発
行
／
広
陵
町
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
編
集
委
員
会

〒635-8515 奈
良
県
北
葛
城
郡
広
陵
町
大
字
南
郷
583番

地
1　
TEL0745-55-1001　

FAX0745-55-1165

広陵町ホームページ
http://www.town.koryo.nara.jp

広陵町広陵町 No.121 町の花
「ひまわり」

令和5年5月1日


